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序 文

当書は初め、" カードマジックバリエーション " というタイトルで出版しようと
考えていました。しかしながらそのタイトルにすると、いままであったカードマ
ジックの一部を替えただけの作品集ととらえられる可能性があるので、" カード
マジック徹底研究 " といたしました。

たしかにいままであった作品を出発点とした作品が多くを占めていますが、原案
より改良されていたり、原案にはない魅力が加わっていたり、原案から離れて新
しい現象になっていたりするものを収録しています。

そのような作品を解説すると同時に、それらが原案に対してどのような価値があ
るかを指摘し、どのようにしてそのバリエーションが考えられたかの経緯を説明
することによって、クリエーションの参考にもしていただけることを考えて、当
書をまとめました。

私がカードマジックを考えて、日本奇術連盟の " 奇術界報 " に投稿していた高校
生のころ、私の作品はほとんどいままでのカードマジックのバリエーションでし
た。そのような活動を続けているうちに、アイデアの見つけ方がわかってきたり、
創作力が培われてきたと思います。

いままでカードマジックをクリエイトしたり、バリエーションを考えたことがな
かった方も、ぜひ当書を参考にして、ご自分のカードマジックを生み出すことに
挑戦してください。

マジックとは、観客あってのものです。どうせカードマジックを徹底研究するの
なら、ただ数多くのものを生み出すだけでなく、見てくれた人々に素晴らしいと
感じてもらえるようなものを目指しましょう。

当書が皆さんのクリエーションの参考になれば幸いです。

加 藤 英 夫
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ペンシルドロップ

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 29 日 =

最初に取り上げたのは、 ' 投げる ' ということを ' 落とす ' に差し替えただけのバリエーション

です。 それが ' パズル ' を ' 魔法 ' に変えてくれたのですから、 小さな違いが大きな違いを

生んだ、 典型的な例です。

"Card Magic Magazine"No.5、 14 ページに、 ' ペンシルファインダー ' が解説されています。

短い解説なので、 原案の解説をそのまま再録します。

デックにクリンプカードを１枚混ぜておきます。 このトリックをやるまえに、ボトムに運びます。

ヒンズーシャフルしてストップをかけさせ、ストップしたところのカードを見せます。 右手のカー

ドをその上にのせると、 選ばれたカードの上にクリンプカードがくっつきます。

デックを裏向きにリボンスプレッドします。 6 角の鉛筆をスプレッド上で転がしますが、 ボト

ムの方から転がすと、 クリンプカードで止まります。 ボウリングの手つきで転がすのがまっ

すぐ転がるやり方です。 鉛筆の下のカードを抜いて表向きにします。

上記の解説では、 "6 角の鉛筆を使う " と書かれていますが、 その後丸い鉛筆でやってみた

ところ、 その方が確実に鉛筆がクリンプカードで止まることを見つけました。

鉛筆を丸いものにしてやってみたために、 石田天海師が " 道具が教えてくれる " と指摘した

ことが起こりました。 そして原案よりはるかに素晴らしいバリエーションが誕生いたしました。

* 方　法 *

図 1 のように鉛筆を左手に持って、 スプレッドの 5, 

6cm ぐらい上空で鉛筆を左右に動かします。 スプレッ

ドの左端から右端を往復させます。 鉛筆を指先で持っ

ていることが重要です。

何回か往復さながらスピードを落としていき、 左端から右に戻ってきて、 鉛筆がクリンプカー

ドより 5、 6cm 左上空にきたときに左手を止め、 鉛筆を離します。 鉛筆は落ちるときに指先

Part 01　部分の差し替え
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に触れているために、 少し回転しながら落ちて、 右に転がってクリンプカードにぶつかって

止まります。 鉛筆が止まってほんの少したつまで、 左手は鉛筆を離した位置で静止させた

ままにしておきます。

鉛筆の下から選ばれたカードを抜き出し、 相手のカードを名乗らせてから表向きにします。

* 備　考 *

このバリエーションを考えたことに関して、 重要なポイントが 2 つあります。

第一に、 最初にひとつのトリックができたからと言って、 それで満足せず、 やりやすい方法

を色々と試すということです。 この場合は、 使う道具を色々試すということです。

そして第二に、まさに天海師が教えてくれた通りのことが起こったということです。 指先に持っ

て落としたために右に転がったということは、 私が予期して起こったことではありません。 使っ

ていた道具の性質によって起こり、 起こったことが私にアイデアを教えてくれたのです。

これから皆さんは当書において、 私が様々なアイデアを見つけたときの様子を読むことにな

りますが、 " アイデアとは考えるだけで見つけるものではない " という言葉を、 いま思いつき

ました。 天海師の " 道具が教えてくれる " という言葉のバリエーションみたいなものですが、

我ながら良い言葉だと思います。

前書で述べた、 パズルが魔法に変わったということについて補足しておきます。

原案では、 スプレッドの左の方から右に向かって鉛筆を投げています。 左から右に向かって

投げるというのは、 マジシャンの意図ある行為として観客に映ります。 その結果、 スプレッド

の中央で鉛筆が突然止まります。 「転がした鉛筆がどうしてあそこで止まったのだろう」 と観

客が感じたとしたら、 それはパズルを出題したことになります。

しかしこのバリエーションでは、 鉛筆を落としただけですから、 それほどマジシャンの意図を

強くは感じません。 そして鉛筆の転がりも大きくありません。 止まり方も急激ではありません。

投げて止まるのとでは、 かなり雰囲気が違います。 もちろんそれを魔法の雰囲気まで高める

には、 鉛筆を落とした後左手を静止させておくこと、 鉛筆のスプレッドでの動かし方、 その

他演技的な諸々のことが関係してくることは言うまでもありません。

私がこのトリックを当書の最初のトリックとして決めたのは、 ささやかな違いがパズルを魔法に

変えてくれることがあることをお伝えし、 私が以前から言っていたように、 " これからはマジッ

クに磨きをかけていく " という私の姿勢をご理解いただくためでもあります。 当書にはそのよう

な思いが詰まっているはずです。
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トリプルテイク

= 加藤英夫、 2005 年 4 月 10 日 =

"Card Magic Library" 第 1 巻、 172 ページに、 ロバート ・ ガンサーの ' ダブルテイク ' が収

録されています。 つぎのような現象でした。

デックを 2 組取り出して、 相手に好きな方を取らせます。 他方のデックはズボンのポケット

にしまいます。 マジシャンが後ろ向きになっている間に、 相手がデックから 3 枚のカードを

抜いてポケットに隠します。

マジシャンは前に向き直り、 デックをケースにしまい、 右内ポケットにしまいます。 それから

ズボンのポケットに入れておいたデックを取り出して、 3 枚のカードを抜き出します。 それら

が相手の隠したカードと一致します。

原案ではマジシャンが 3 枚を抜き出すとき、 カードの表を見て抜き出していますから、 特定

のカードを抜き出している感じがします。 私のバリエーションでは、 裏向きに広げて抜き出す

ことに換えただけですが、 不思議さを感じさせる上では大きな違いです。

* 準　備 *

原作と同じデュプリケート 26 組のデックを作りますが、 スベンガリスタックとします。 エンド

ショートを上にしますが、 裏面にエンドショートがロングと区別できるようなマークを左下、 右

上コーナー近くにつけます。

* 方　法 *

デックを裏向きでよくリフルシャフルします。 ショートとロングのペアは離れません。 デックを

裏向きにリボンスプレッドして、あなたは後ろ向きになります。 離れたところから 3 枚抜いて、

表を見ずにポケットに隠してもらいます。 そしてカードをそろえてもらいます。

前に向き直り、デックをケースに入れて、左内ポケットにしまう振りをして、左袖に落とします。

そして左ズボンポケットからそのデックを出します。

ケースからデックを出して、 裏向きにリボンスプレッドします。 そしてマークを見て、 抜かれ

ていないところはショートとロングのマークが交互になっていますから、 抜かれた部分がわ

かります。 抜かれたカードのデュプリケート 3 枚を抜き出します。

相手のポケットの中からカードを１枚ずつ出させ、 あなたが抜いたカードと一致していること

を見せます。
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* 備　考 *

上記は、 2005 年に記録したままの文章ですが、 演技として重要なことが書かれていません。

" 抜かれたカードのデュプリケート 3 枚を抜き出します " と書かれていますが、 目で探してた

んに抜き出しただけでは、 カードの裏面を探っている感じが丸出しになってしまいます。

精神集中している感じで手をスプレッドの上で動かして、 しかるべきところにきたら手をストッ

プさせ、 少し静止させたあと、 しかるべきカードを抜き出します。 精神集中して指先で感じ

取るという演技が、 カードの裏面に視線を向けることをカモフラージュしてくれるのです。 演

出が技法が生ずる怪しさを低減させているということになります。

ウィッチドクター Ⅱ

= 加藤英夫、 2014 年 6 月 16 日 =

“加藤英夫作品集” 213 ページに ' ウィッチドクター ' という作品が収録されています。 つぎの

ような現象でした。

選ばれたカードがデックに戻され、 デックがリボンスプレッドされます。 マジシャンはスプレッ

ドの上で葉書を左右に動かし、 あるところでストップして葉書を置きます。 マジシャンは手元

を見ないで、 指先を葉書の下にさし入れて、 選ばれたカードを抜き出して当てます。

原案ではシックカードが使われていましたが、 クリンプカードで代用するバリエーションです。

シックカードを使わないでよいということは、 ノーマルデックだけで演じられるということです。

* 方　法 *

1 枚のカードの左手前コーナーを上方にクリンプしておき、 デックの中にまぎれ込ませてお

きます。

「ある未開の国では、 魔術的な能力で病気を治す、 ウィッチドクターとも呼ばれる医者がい

ます。 今日はカードを使って、ウィッチドクターが手術するところをシュミレートして見せます」

というような話をします。

デックをシャフルして、 最終的にクリンプカードをトップに運びます。 「私は後ろ向きになりま

すが、 あなたにやってもらうことを説明します。 カードをこのようにどんどんテーブルに置い

て言ってください」 と言って、 カードをスピーディにディールして、 7、 8 枚置いたらストップし

ます。 「そして好きなところでストップしてください」 と言います。

「ストップしたところのカードをこのようにのぞいておぼえ、 そして手に残っているカードを上
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に重ねてください」 と言いますが、 その通りのことをやって例示します。 これでクリンプカー

ドはボトムにセットされました。

相手にデックを渡し、 後ろ向きになり、 説明したことをやってもらいます。 相手が終わったら

前に向き直ります。

たいてい選ばれたカードはボトム近くにありますから、 デックの中央より少し上にブレークを

作り、 ダブルカットを行います。 相手のカードはだいたいデックの中央にきます。

デックをかなり広くリボンスプレッドします。 そのとき、 クリンプカードがどこにあるかを認知

しておきます。

「あなたが選んだカードが、 病気の悪い部分であるとして、 ウィッチドクターはまず、 悪い部

分がどこにあるかを、 目で見ないで探ります ｣ と言って、 葉書を取り出します。 体を左に向

けて、 右手で葉書をスプレッド上で左右に動かし、 選ばれたカードがあるあたりに置きます。

「ここに悪い部分があります」 と言います。

「ウィッチドクターはメスではなく、 指を使って手術をし

ます」 と言って、葉書の上から指で切る真似をします。

左手で葉書の手前縁をつかみ、 右手の人さし指を葉

書の下に入れます。 図 1。 そして人さし指の先でカー

ドに触れて、 クリンプカードを見つけます。

そしてクリンプカードの下のカードを抜き出します。 人さし指を葉書の下に入れるときから、

カードを抜き出すまで、 けして手元を見てはいけません。

抜き出したカードの裏面を相手に向けて持ち、「あなたのカードは何でしたか」 とたずねます。

相手が名乗ったら、 そのカードの表を相手に見せ、 「手術は成功いたしました」 と言って終

わります。

* 備　考 *

以上の説明を読むと、 クリンプカードを見つけるにはスプレッドの手前の縁をなぞると思うか

もしまれません。 なぞるとカードが動くので判断するのが困難です。 なぞるのではなく、 上か

ら押すのです。 上から押すと他のカードでは何も感じませんが、 クリンプカードのコーナーを押

したときに、 曲がったコーナーが弾むような感じがするのでわかります。 左の方で押して感じ

られなければ、 指を右にずらして押します。 見つかるまで右へ移動して押していきます。

1
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二人の女王様

= 加藤英夫、 2013 年 12 月 16 日 =

ダウンアンダーについて調べたいことがあったので、 "Card Magic Library" 第 5 巻を調べた

とき、 188 ページに解説されている ' 私の愛する女王様 ' を再読して、 すごく面白いといまさ

らながら感心してしまいました。 つぎのような現象でした。

16 枚のカードを相手に渡し、好きなだけディールして 2 つのパケットを作らせ、一方のパケッ

トをデックの上に捨てさせます。 「1 組のカードの中には、 2 人の女王がいます。 女王に会

うには、 女王に愛を示す言葉を言う必要があります」 と説明して、 客の持っているカードで、

“わたしはあなたをあいしています” という言葉に合わせて、 トップからボトムへカードをまわ

させます。 それから客がそのパケットで 「好き、 嫌い、 好き、 嫌い」 と言いながらアンダー

ダウンすると、 最後にスペードの女王が現れます。

「もう 1 人の女王に会うには同じ枚数のカードを使います」 と言って、 デックからまえに使っ

たのと同じ枚数をディールさせ、 こんどはそのままアンダーダウンさせると、 最後にクラブ

のＱが現れます。

この作品はポール ・ ゴードンが気にいってくれて、 " セカンド 16th ブック " に収録してくれま

した。

この作品を再読してひとつのアイデアを思いつきました。 上記の作品では、 1 枚目のＱを現

すのと 2 枚目のＱを現すのが、 どちらもダウンアンダーの原理ではありますが、 所定枚数目

にカードを位置させるのに、 異なるハンドリングで実現されています。 今回思いついたのは、

2 枚目のＱも 1 枚目のＱの操作と同じやり方で配置できるということです。

* 方　法 *

トップとトップから 16 枚目に黒いＱをセットしておきます。 それらを保つシャフルののち、 トッ

プから 16 枚をディールして、 残りはわきに捨てます。

16 枚を相手に渡し、 「1 枚ずつテーブルに置いていき、 ある程度の枚数を置いたら、 適当

なところでストップしてください」 と指示します。 相手が何枚置いてストップしたか、 密かに

数えます。

「1 組のカードの中には 2 人の女王がいますが、 2 人に会うにはそれなりの手続きが必要

です」 と言って、ディールしたのと手元に残っているのとで枚数の多い方を手に持たせます。

「女王に会うには、 まず女王に愛を示す言葉を言う必要があります」 と説明し、 客の持って
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いるカードで、 " わたしはあなたをあいしています " という言葉に合わせて、 トップからボト

ムへカードをまわさせます。

「つぎは、 ' 好き ' と言っていちばん上のカードを下にまわし、 ' 嫌い ' と言って上のカードを

捨てます。 それを 1 枚のカードが残るまで繰り返してください」 と説明し、 アンダーダウンさ

せます。 するとＱが残りますから、 それを表向きにさせて、 Ｑに会うことができたと話します。

もうひとつのパケットを取らせ、 「そちらは枚数が少ないですから、 " あいしています " に合

わせて上から下にまわしてください」 と指示します。 それからまえと同様にアンダーダウンさ

せます。 最後のカードを表向きにさせると、 それはもう 1 枚のＱです。 「2 人目の女王に会

えました」 と言って終わります。

* 備　考 *

パケットトリックとして準備しておくのもよいと思います。 2 枚のＱではなく、 「2 人の恋人が出

会うというマジックをお見せします」 というようなことを言って、 ハートのＫとＱを現すのも一案

です。

他のカードを全部ブランクにしておいて、 「2 人が出会ったのは、 クリスマスの夜で、 まわり

は一面の雪の世界でした」 と言ってブランクカードを見せる、 というエンディングはいかがで

しょうか。 その場合は、 ' クリスマスのデート ' というような題名を言ってから演じた方が、 クラ

イマックスが生きてくると思います。

「まわりは一面の雪の世界でした」 という演出は、 他のトリックでも使えます。 たとえば ' ジェ

ミニツイン ' で 2 組のカップルを現し、 ブランクフェースのデックを 2 組のまわりにスプレッドし

ます。 ブランクフェースデックを使う ' ジェミニツイン ' は誰かが YouTube でやっていて、 す

ごくインパクトの強いものだとわかっています。 ですから、 不思議さも演出も素晴らしいマジッ

クになるだろうと思います。

' ジェミニツイン ' で演じる場合、ディールしてストップされたところに入れる表向きのカードは、

恋のキューピッドに見立てた 2 枚のジョーカーを使うとよいでしょう。

とこのように備考を書いたおかげで、 そのような ' ジェミニツイン ' のひとつの演出を思いつく

ことができました。 クリエーションにおいては、 あるトリックについて考えていて、 まったく別の

トリックに役立つことを思いつくということもあるのです。
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キング＆クイーンカット　Ｖ２

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 19 日 =

"Card Magic Library" 第 7 巻、136 ページに、' キング＆クイーンカット ' が解説されています。

以下の改良バージョンを理解いただくには、 原案を再読していただく必要があります。 でき

ればいまお読みください。

原案では 4 枚のＫをデックの中にバラバラに入れて、 マルティプルシフトでトップに集めてい

ます。 ということは、 4 枚のＫを入れたあとにデックをシャフルするということです。 そこでシャ

フルしてしまうということが、 このトリックの現象をクリアに見せるのを邪魔しています。

その部分、 4 枚のＫをデックの中に分散させたように見せるのを、 ブラウエアドオンに差し替

えると、 4 枚のＫがデックの中にある程度の枚数離れて存在しているイメージが、 強く印象づ

けることができるのです。 マルティプルシフトしてシャフルしたのでは、 そのイメージを感じさ

せることはできません。

* 方　法 *

4 枚のＫを見せてブラウエアドオンを行います。 すなわち、 デックの上で表向きの 4 枚のＫ

を広げて閉じるときに、 下に 3 枚のエクストラを加えます。 それらをビドルポジションに持ち、

1 枚ずつＫを裏返していき、 3 枚裏返したらいったん残りのカードをトップに置き、 そして最

後の 1 枚を裏返します。

「1 枚目のＫは上の方に入れます」 と言って、 トップのＫを右手に取りますが、 そのときあと

6 枚のカードも広げて、 右手にＫを取ったときには 6 枚目の下にブレークを作ります。 そし

て右手のＫをブレークの下に入れ、 アップジョグさせます。

なお、 ブレークの中に右手のカードを入れるには、 右手前のブレーク部分で入れてはいけ

ません。 右手のカードをデックの左上に運ぶときに、 左親指でブレークより上のカードをほ

んの少しプッシュオフして、 そのずれの部分にさし込むのです。 ずれはあからさまに見えな

いように、 左親指でカバーしておくようにします。

そのあと 3 枚のカードを 10 枚ずつぐらい離してアップジョグさせて入れていきます。 そして

4 枚のアップジョグカードを押し込んでデックをそろえます。

そのあと原案と同じように続けます。
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モンキーライズ

= 変案 : 加藤英夫、 2015 年 1 月 10 日 =

Mr. マリックがあるときテレビで ' モンキーインザミドル ' を演じたのを見たことがありますが、

ビル・ゴールドマンの原案通りにやっていたのかどうかわかりません。 YouTube で検索しても、

ゴールドマンの原案の演技が見つかりません。 Mr. マリックが演じていた現象は以下のような

ものでした。

最初に 2 枚の黒いＪを抜き出して表向きにテーブルに置いておきます。 1 枚のカードを選ん

でおぼえさせ、 デックの中に戻させて、 デックをシャフルします。 あらかじめ置いてあったＪ

を 1 枚ずつデックのトップに置きます。 2 枚のＪの間に何もないことは明らかです。 魔法を

かけてＪを広げると、 間に裏向きの 1 枚がはさまれていて、 それが選ばれたカードです。

このトリックにはある種のギャフカードが使用されていて、 デックの方もあらかじめセットが必要

だという点で、 他のマジックの演技の間で演じることは困難です。 デヴィッド・リーガルはノー

マルデックで演じられるバージョンを、 'Primate' というタイトルで 'Close up & Personal'(1999

年 ) に書いていますが、 原案とは似ても似つかぬ現象となっています。

' モンキーインザミドル ' の良いところは、絶対に 2 枚のジョーカーの間に何もなかったことが、

観客にはっきり印象づけられるということです。 バリエーションを作るときは、 そのような良さを

欠落させないように配慮する必要があります。

原案のクリーンカットな現象を殺さないで、 ノーマルデックで他の演技をやっている間にでき

ないか、ということをめざして思いついたのがこれから説明する方法です。 単発で演じるなら、

ゴールドマンの原案より優れているとは言えませんが、 他のマジックの間に演じる場合には、

少なくともノーマルデックで演じるよりははるかにインパクトがあると思います。

* 準　備 *

2 枚のジョーカーのうち、 1 枚の裏面の中央に 1cm 四方程度のダブルテープを貼っておき

ます。 そのジョーカーの表側にもう 1 枚のジョーカーを重ねて、胸ポケットに入れておきます。

* 方　法 *

ポケットから 2 枚のジョーカーを取り出し、 「2 枚のジョーカーをあとで使います」 と言って、

1 枚ずつ離して表向きにテーブルに置きます。

デックから相手に 1 枚のカードを抜いておぼえさせ、 デックに戻させて、 デックをシャフルし

ますがトップにコントロールします。
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「あなたが選んだカードが猿だとします。 猿を捕まえるために、 このように罠を仕掛けます」

と言って、 テープのついたジョーカーを表向きにデックのトップに置き、 その上にもう 1 枚の

ジョーカーを表向きに置きます。 テープに選ばれたカードをくっつけます。

「まだ猿は捕まっていません」 と言って、 ジョーカーを 1 枚ずつテーブルに落とします。 1 枚

のジョーカーの陰に選ばれたカードがくっつきます。

「猿はこのように逃げまわりました」 と言って、 デックをシャフルします。 「あなたも混ぜてく

ださい」 と言って、 相手にもシャフルさせます。 そしてデックを受け取ります。

「罠を仕掛けます」 と言って、 テープのついていないジョーカーを先にトップに置き、 そのあ

とダブルになっているジョーカーをその上に置きます。 「猿を捕まえるためには、 このように

魔法をかけます」 と言って、 デックの手前エンドをリフルしますが、 いちばん上の 1 枚の下

にブレークを作ります。 リフルすることによってテープが外れます。

それから上の 3 枚を広げて右手に取ります。 表向きのジョーカーの間に裏向きの 1 枚が現

れました。 左手のデックをテーブルに置き、 選ばれたカードを名乗らせてから、 はさまれて

いるカードが選ばれたカードであることを見せます。

* 備　考 *

同じギャフを使っていながら、原案とでは原理が違います。 原案ではジョーカーを隠すのにギャ

フを使い、 こちらのやり方では、 選ばれたカードを隠し取るためにギャフが使われています。

ですから厳密に言えば、 これは ' モンキーインザミドル ' のバリエーションではありません。

ワッツアメス

= ハリー ･ ローレイン、 "Personal Collection"、 2001 年 =

ハリー ・ ローレインの " パーソナルコレクション "(2001 年 ) に解説された最後のトリックは、

'WHAT A M-E-S' という作品でした。 ローレインは、 同書の他のトリックがないとしても、 そ

のトリックだけで本の代金 (150 ドル ) に匹敵すると述べ、 このトリックに自信を見せています。

まずは現象説明を読んで、 ぜひ驚いてください。

* 現　象 *

客がデックをよくシャフルしてから、 1 枚のカードを抜いてポケットに隠します。 マジシャンは

記憶力を使いながらカードを分けると言って、 デックを表向きに持ち、 カードを 4 つのパイ

ルに裏向きにディールしていきます。 その分け方を観客から見ると、 数よって分けているわ

けでもなく、 マークによって分けているのでもなく、 まったくでたらめに分けているようにしか
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見えません。

すべてのカードを分けたあと、 「私はカードを置きながら、 どの組も同じ枚数になるように置

きました。 でもひとつだけ 1 枚足りません。 どうやら足りないのは３のカードのようです」 と

言います。

ひとつのパイルを取り上げ、 表向きにＡから順番に並べると、 それらはＡからＫまでが 1 枚

ずつあります。 マークはでたらめに混ざっています。 すべてのパイルをそのように並べます

が、 当然ながらひとつのパイルは 1 枚足りません。 マジシャンが告げたように３のカードが

ないのです。 客にポケットから出させると、 たしかに３のカードです。 それを足りなかった位

置に入れます。 そして 4 つの組を集めます。

もういちどデックを 4 組にディールします。 こんどは左から右へと 1 枚ずつ置いていき、 とこ

ろどころ 3 枚のカードを続けて置きます。 それからすべての組の表を見せると、 それらはそ

れぞれがひとつの同じマークのカードになっています。

各組を裏返してカットしてからテーブルに置き、 つぎの組を裏返してカットしてまえの組の上

に重ね、 あと 2 組についても同様に行います。 それからマジシャンはファローシャフルを 2

回行います。 トップから 4 枚ずつ表向きに置いていくと、 それぞれの 4 枚は同じ数のカード

になっています。

* 方　法 *

ローレインが 2001 年に発表したこれだけの作品の方法を書くのは、ややためらわれましたが、

あとで指摘することがあったため、 やり方を書いてしまうことにいたしました。 現象説明を詳し

く書きましたので、 方法は要約だけを書きます。

ローレインはわかっているカードをフォースして、 相手のポケットに隠させます。 ３のカード

だとします。

1 回目

相手によくシャフルさせたデックを受け取り、 表を自分に向けて、 フェースから 1 枚取り、 そ

れをテーブルに裏向きに置くのですが、 テーブルにダイヤ、 クラブ、 ハート、 スペードの順

に置く位置が 4 つ並んでいると想像して、 つぎの法則で各位置に置いていきます。

まずカードの並び方のフォーミュラを記憶する必要があります。 その順番とは、

[ Ｋ、 ７、 ３]、 [ Ｑ、 ６、 ２]、 [ Ｊ、 10、 ９、 ５、 Ａ ]、 [ ８、 ４] です。 [ ] でくくったのは、 以
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下の同じ法則に属する数だからです。

Ｋ、 ７、 ３の場合は、 いま持っているカードのマークの 2 つ先のマークの位置に置きます。

持っているのがダイヤならハート、 ハートならダイヤ、 クラブならスペード、 スペードならクラ

ブに置くことになります。

Ｑ、 ６、 ２の場合は、 いま持っているカードのつぎのマークの位置に置きます。 ダイヤなら

クラブ、 クラブならハート、 ハートならスペード、 スペードならダイヤということになります。

Ｊ、 10、 ９、 ５、 Ａの場合、 いま持っているのと同じマークと同じテーブルの位置に置きます。

ダイヤはダイヤの位置に、 クラブはクラブの位置に、 ハートはハートの位置に、 スペードは

スペードの位置に置くということです。

８、 ４の場合は、 いま持っているカードのマークの手前のマークの位置に置きます。 ダイヤ

ならスペード、 クラブならダイヤ、 ハートならクラブ、 スペードならハートの位置に置くことに

なります。

以上でそれぞれの組は、 選ばれたカードがない組以外は 13 枚になっていますから、 現象

説明のように、 裏向きでまず数えて 13 枚ずつあり、 12 枚の組では３のカードが足りないと

宣言してから、 相手のポケットから３を出させます。

それから表向きでＡから順番に並べて、 それぞれのパケットにＡからＫまでがあることを見

せます。 そのあと表向きのまま右端のパケットを左隣りのパケットへと重ね、 さらに左の組

へと重ねていき、 4 組を重ねます。

2 回目

デックを裏向きに持ち、左から 4 組にディールしますが、心の中で 「1、2、3、4、5、6、7、8」

と数えていき、「9」 と数えて置いたとき、そのとき置いた同じ組にあと 2 枚をディールします。

そのとき、 「10、 11」 と数え、 続いてそのあとの組にディールしていくとき、 「12、 13」 と置

いていき、「1、2、3、、、」 に戻って数えてディールしていきます。 つねに 「9」 になった組に、

「9、 10、 11」 と言って、 3 枚置きます。

そのようにしてすべてディールすると、 それぞれの組は同じマークのカードになっています

から、 その結果を見せます。 それぞれのパケットを手に取って、 両手間に広げて見せるよ

うにします。 そしてカードを閉じるとき、 つねにＫの下にブレークを作り、 ブレークを保って

裏返し、 ブレークからカットしてからテーブルに置きます。 つぎの組を取って表向きに広げ

て見せたら、 Ｋの下にブレークを作り、 同様に裏返してかからカットして、 先に置いた組に

重ねます。 あと 2 組も同様に行います。
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3 回目

ファローシャフルを 2 回行います。 すると同じ数のカードが 4 枚ずつ集まります。 トップから

4 枚ずつ広げて取り、 表向きにテーブルに置いていきます。 しかもその順番は方法説明の

最初に書いた、並び方のフォーミュラ通り、[ Ｋ、７、３]、[ Ｑ、６、２]、[ Ｊ、10、９、５、Ａ ]、[ ８、

４] になっていますから、 表返して見せるまえに、 「これは 4 枚のＫです」 と、 それらの数を

言うことができます。

以上がやり方の要約ですが、 ローレインが重視している記憶力に関したセリフまでは書くこと

はいたしませんでした。 すべての行為が、 記憶力でやっているかのように演じるのです。

メキシカンソリテア

= エドワード ・ マルロー、 雑誌 "Ibidem"、 No.8、 1956 年 12 月 =

ハリー ･ ローレインのバージョンの解説を書きましたので、 マルローの原案は違いの部分だ

け説明することにします。

ハリー ･ ローレインの解説が 11 ページにもおよぶのに対して、 マルローの解説はちょうど 1

ページでなされています。 にもかかわらず、 マルローが解説されているすべての手順を演

ずると、 ローレインのものよりも長いものとなります。 それだけローレインはセリフをすべて演

技通りに書いていますが、 マルローはいっさいセリフを書いていません。 しかしながらこのト

リックが記憶力を使って演じているように見せるものだ、 ということはマルローも最初に述べて

います。

* 方　法 *

まず違うのは、 カードのディールの仕方の法則の扱い方です。 ローレインは数によって置

き方を分類して説明していますが、 記憶するのがけっこうたいへんです。 その点をマルロー

は理論的に置く位置がわかるような説明をしています。 結果としては、 数によって置く場所

はどちらも同じになります。

マルローは、基本の数として、Ａ、５、９、10、Ｊとして記憶して、この基本数の数のカードは、

マーク通りの位置に置くとしています。 そしてそれら以外の数の場合、 その数からその数より

つぎに小さい基本数を引きます。 たとえば７であれば、７から５を引くと２ですから、そのカー

ドのマークより 2 枚右隣りの位置に置くのです。 すべてその法則によって置きます。 結果と

しては、 ローレインの置き方と同じになります。

どちらがやりやすいかは、 両方を十分やりこなしていないので、 私には何とも言えません。

たぶんマルローのやり方の方がよいような気がします。
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そして最後に同数の 4 枚をくっつける操作を、 マルローは 13 の組にディールする方法を先

に解説して、 ファローシャフル 2 回でもやれないことはない、 と書いています。 私は 13 組

にテーブルに分散させて配り、 それらを表向きに返していく方が、 デックのトップから 4 枚ず

つ表向きに見せていくよりもよいと思います。

なおマルローは、 4 枚ずつ 13 組を現したあと、 ロイヤルフラッシュの 4 枚を 5 組トップにな

るようにカードを集め、 トップの 20 枚を保ってシャフルしたあと、 「ギャンブラーならこのよう

なこともできます」 と言って、 5 人に 5 枚ずつ配り、 それらがどれもロイヤルフラッシュになっ

ているのを見せてもよい、 と書いています。

ということで、 ハリー ･ ローレインが書いているものはマルローの原案のバリエーションと言え

るものではなく、 セリフを加えたものです。 ひとつローレインが加えたアイデアがあります。 そ

れは 1 枚のカードをフォースして、 そのカードが抜けていると告げる部分です。

はてさて、 マルローが書いたものとローレインが書いたものと比較すると、 ローレインが解説

の最初に書いているつぎのようなクレジットに首をかしげたくなります。

このトリックの出発点はマルロー作品にあります。 ( 早期のイビデムのどれかの号に出てい

ました )。 そのやり方は、 私の意見としてはかなり雑然としたものでした。

ということですが、 マルローの解説は雑然どころか、 セリフを詳しく書いて 11 ページも書い

たローレインの解説より、 はるかにすっきりしていました。

混沌を正す

= 変案 : 加藤英夫、 2014 年 9 月 23 日 =

私のバリエーションは、 ディール部分だけの改案ですから、 違う部分だけ書きます。

* 方　法 *

数によってつぎのように置きます。

Ａ、 ５、 ９、 Ｋは、 マーク通りの位置に置く。  

２、 ６、 10 は、 マーク＋１の位置に置く。  

３、 ７、 Ｊは、 マーク＋２の位置に置く。  

４、 ８、 Ｑは、 マーク＋３( もしくはマーク－１) の位置に置く。

私の法則でディールすれば、 2 回目のディールのときに、 9 とカウントとしたときにそこに 3

枚ディールする必要はなく、 左から右に 4 つの組に通常にディールすれば行えます。
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なお、 そのディール後にパイルを集める順番は、 マルローやローレインのやり方とは反対

になります。 左端の組を右隣りの組の上に重ね、 そのあと右方向に重ねていきます。

それからもうひとつ、 私ならフォースはしません。 たんに 12 枚しかない組を見渡して、 この

中には 「○○の××が足りません」 と宣言し、 相手のポケットからカードを出させます。 な

いカードのマークがどうしたらわかるか、 ご自分で考えてください。

* 備　考 *

裏面のマークを見て 4 カ所に分けて置くとき、 けしてデックを体の近くに持ってやってはいけ

ません。 デックを近くに持つと、裏面のマークを見る時に、顔を下に向けなくてはなりません。

マークを見る時に目や顔が動かないようにするには、左手を体から離し、あなたの視線がテー

ブルに対して 45 度ぐらいになるような位置にデックを位置させることです。

そして表向きに返すのは、 裏面のマークを見て、 その位置にカードを運びながら表返しては

いけません。 右手で甲を上にしてつかむときにマークを見て、 表を自分に向けて、 それから

しかるべき位置に表向きに置くのです。

置いたカードを記憶して当てる、 というのが演出の主旨なのですから、 表を見てから置くべ

きなのです。 したがって、 右上をつかんで右手を手前に返すやり方はしてはなりません。 表

を見てから返している感じがしないだけでなく、 裏面を見て置いているような雰囲気を感じる

観客もいると思います。

その後マルローのディールのやり方とローレインのやり方のどちらがよいか試してみることに

いたしました。 ただし置くときの位置の法則は、 Ａ、 ５、 ９、 Ｋを基本数とした、 私の法則を

使うことにしました。 そうすると、 マルローのやり方の方がはるかに簡単だということがわかり

ました。

ローレインのやり方では、 13 個の数を分類して記憶しておかなければなりません。 ところが

マルローのやり方なら、 Ａ、 ５、 ９、 Ｋの基本数をはっきり頭の中にイメージしておくだけで、

ほとんど自動的に置く位置がわかるのです。

ということも含めて、 演出におけるセリフは別にして、 このトリックに関してはエドワード ・ マル

ローの原案の方が優れていると、 私は軍配を上げます。
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裏と表のプリディクション

= 一部改案 ： 加藤英夫、 2014 年 10 月 14 日 =

2005 年 4 月に、 Mr. マリック師がテレビでつぎのような現象のカードマジックを演じました。

封筒を出して、 その中に１枚の予言のカードが入っていると言います。 デックを裏向きに広

げると、 それらはすべて裏模様の違うカードです。 マリック師は、 「カードをいっぱい使って

いると、 色々な裏模様のカードがたまります」 と言っていました。

裏向きにディールして、 ストップがかかったカードを客の前に裏向きに置きます。 つぎは表向

きにディールして、 ストップがかかったカードを先に置いたカードの隣りに表向きに置きます。

2 枚を指さして、 「このように選ばれた裏模様と、 選ばれた表を１枚のカードの裏と表が予

言されています」 と言って、 封筒から予言のカードを出します。 その裏と表は選ばれたカー

ドとは違います。 失敗したように見えます。 ところが、 選ばれた裏向きのカードを表向きに

して、 表向きのカードを裏向きにすると、 予言のカードの裏と表と一致しています。

素晴らしい作品なのできちんとクレジットしたかったのですが、 残念ながら、 このトリックが誰

の考案によるものかは、 わかりませんでした。

このトリックはおそらく販売商品だと思われますので、 やり方を書くのは控えておきますが、

私の改案を通常通り解説すると、 自動的に原案のやり方もわかってしまいます。 そこで原案

に敬意を表して、 原案を知っていることを前提にした説明の仕方をすることにいたしました。

要するに、 デックのセット方法の説明を割愛いたしました。

原案で私が変えたかったのが、 原案では、 裏面が全部違うと見せるときは裏向きで上半分

だけを広げて見せ、 表面が全部違うと見せるときは表向きで上半分だけを広げて見せる部

分です。 ( これでトリックがわかってしまった方もいるかもしれません！ )。 その部分の弱さを

補強することが、 私の改案の目的でした。

* 方　法 *

両手の間にデックを広げて裏面を見せるときは、 裏向きで上半分だけ広げ、 表面を見せる

ときは、 表向きで上半分だけを広げて見せるのは原案と同じです。 ただし、 上 26 枚には、

偶数枚目に表面のフォースカード、 下 26 枚には裏面のフォースカードがセットされていて、

どちらも奇数枚目にはランダムなカードがセットしてあります。

裏向きでディールして相手にストップをかけさせますが、 ストップが奇数枚置いたところでか

かった場合は、 手元のトップカードを選ばれたものとして前に置きます。 偶数枚でストップ
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がかかった場合は、 最後に置いたカードを前に置きます。

「あなたは自由にカードを選ぶことができました」 と言いながら、 左手のトップカードを右手

に取りつつ、 つぎのトップの 2 枚の下にブレークを作ります。 「これが選ばれたかもしれま

せんし」 と言いながら、 右手を返して右手のカードの表を見せます。 「このカードが選ばれ

たかもしれません」 と言いながら、 ブレーク上の 2 枚を右手のカードの下にファン状に取り、

右手を返してそれらの表を見せます。

右手のカードを左手のカードの上に戻し、 「1 枚早ければ、 このカードが選ばれました」 と

言いながら、 右手でディールされたパイルのトップカードを持ち上げて、 そのカードの表を

見せます。 すぐそれをもとに戻します。 そしてテーブルのカードを取って左手のカードの上

に重ねます。

「つぎは表向きで選んでいただきます」 と言って、 デックを表向きでディールしてストップを

かけさせます。

奇数枚目もしくは偶数枚目での対処は裏面の場合と同じで、 しかるべきカードを表向きに先

に前に置いた裏向きの選ばれたカードの隣りに置きます。 それから裏向きの場合と同じよう

に、 手元の 2 枚の裏面と、 テーブルいちばん上のカードの裏面を見せて、 それなりのセリ

フを言います。 あとは冒頭に説明した、 原案と同じように続けます。

* 備　考 *

ストップがかかったときにはっきりとテーブルのカードから取ったり、 手元のカードから取った

りしたのでは、 その違いを見抜かれる可能性があります。 そのへんを曖昧にするコツがあり

ます。

第一にかなりスピーディにディールすることです。 26 枚目までにストップがかかればよいので

すから、スピーディにディールするのは問題ありません。 そして奇数枚を置いたところでストッ

プがかかったら、 そこですぐ手を止めるのではなく、 右手の動きを続けてつぎのカードを取っ

たところで手を止めます。

ディールの仕方にもコツがあります。 テーブルの山に落とすようなやり方をしてはいけません。

カードがテーブルのカードの上に着地するまで、 右手はカードを持っているというやり方をす

るのです。 そうすれば、 偶数枚目を置いて手を離す寸前までにストップがかかった場合、 そ

のまま右手を上げれば、 ストップがかかったときのカードがそれである印象がはっきりします。

いずれの場合でも、 ストップがかかったときに右手にカードが持たれているようにタイミングを

合わせるのです。 そうすれば奇数枚目と偶数枚目を取ったときの違いが曖昧になるのです。
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カウントダウンエーセズ

= 加藤英夫、 "Magic Cafe"、 2003 年 9 月 26 日 =

マジックカフェに投稿したままのやり方を解説して、 改案点は備考で説明いたします。

* 準　備 *

デックよりＡ以外の適当なカードを 4 枚除外し、 48 枚をトップより以下の通りにセットします。

マークは適当に混ざった状態にします。

K、 Q、 J、 10、 9、 8、 7、 6、 5、 4、 3、 2、 A、 K、 Q、 J、 10、 9、 8、 7、 6、 5、 4、 3、 2、 A、

Q、 X、 X、 X、 X、 X、 X、 X、 X、 X、 X、 A、 10、 X、 X、 X、 X、 X、 X、 X、 X、 A。

* 方　法 *

デックを表向きに両手の間に広げて、 良く混ざっていることを見せますが、 フェースから中

央あたりまでを広げて、ＫからＡが順にセットされている部分は見せないようにします。 「カー

ドはよく混ざっています」 と言います。

カードを閉じますが、 フェースから 11 枚目にあるＡの下にブレークを作り、 続けてブレーク

を利用してダブルカットします。 それからデックを裏向きにして、 相手の前に置きます。

「適当なところから持ち上げて、 2 組に分けてください」 と言って、 相手にデックをカットさせ

ますが、 ＫからＡが順にセットされている部分のどこかで分けさせる必要があります。 持ち

上げたのが少なすぎたり多すぎたりした場合は、 「ちょっと少なすぎますね」 などと言って、

カットをやり直してもらいます。 カットした上半分を置かせ、その上に下半分を重ねさせます。

デックを取り上げさせます。 トップを指さして、 「あなたはどこからカットするかわかりません

でしたから、 そのカードは自由に選ばれたことになります」 と言います。 「そのカードをのぞ

いて数を見てください。 そうしたら、 その数の枚数だけテーブルに数えて置いてください」 と

指示します。 のぞいたトップカードはトップに戻させてからディールさせます。

1 組目がディールされたら、 「またいちばん上のカードの数を見て、 その枚数をここに数え

て置いてください」 と言って、 最初の組の隣りにディールさせます。

そのようにトップカードの数をのぞいて、 その枚数だけディールさせるというのを、 あと 2 回

やってもらうと、 4 つのパイルができます。 残りのカードを受け取って、 わきに置きます。

「あなたが最初のどこでカードをカットするかによって、 これらのいちばん上のカードは違っ

てくるはずです。 何のカードか見てみましょう」 と言って、 それぞれのパイルのトップカード
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を表向きにします。 4 枚のＡが現れます。

* 備　考 *　(2015 年 1 月 29 日 )

最初のカードをカットで選ばすよりも、 両手の間に広げて指ささせる方が、 自由に選んだ感

じが明瞭に伝わると思われますので、 その部分を以下のようにさし替えてください。

表向きに広げて見せたとき、 中央近くにあるＡの下にブレークを作ってカードを閉じます。 ブ

レークを保持してデックを裏返し、ブレークまでのカードを広く広げて、「この中から 1 枚のカー

ドを指さしてください」 と言って、指さされたカードの右で分けて、右手のカードを左手のカー

ドの下に入れてそろえます。

現在のトップカードを指さして、 「このカードはあなたが自由に選んだカードです」 と強調し

ます。 そしてデックを相手に渡します。

以下、 前述のやり方と同じように進めます。

スーパーカウントダウンエーセズ

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 30 日 =

前述の ' カウントダウンエーセズ ' を、 最初に表向きに広げて見せなくてよいのなら、 最初

に一組のどのカードが選ばれても演じられるバージョンです。 つぎのような強力な現象になり

ます。

マジシャンはデックを 1 回カットして、 「このようにカットすると、 ( トップカードを指さして )、 こ

のカードが上にきました」 と言います。 またカットして、 「またカットすると、 別のカードが上

にきます」 と言います。

「あなにカットの練習をしていただきます」 と言って、 デックを相手に渡します。 「カットしてく

ださい」 と言います。 相手がカットしたら、 「上のカードをのぞいてください」 と言って、 相手

がのぞいたら、 「そのカードの数はいくつですか」 とたずねます。 相手は答えます。

カットさせて、トップカードをのぞいてその数を言わせるのを、あと 2 回やらせ、「そのようにカッ

トの仕方によって、 上にくるカードの数はランダムに決まります」 と言います。

「では本番です。 カットしてください」 と言います。 相手がカットしたら、 トップカードの数をの

ぞいて、 その数だけディールさせます。 つぎのトップカードの数だけディールさせるというの

をあと 3 回やらせて、 計 4 組のパイルを作らせます。 残りのカードはわきに置かせます。 4

組のトップカードを表向きにすると、 4 枚のＡが現れます。
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* 方　法 *

' カウントダウンエーセズ ' では、 Ｑが先頭のグループと 10 が先頭のグループは、 Ｑと 10

以外はランダムな数のカードでしたが、 このバージョンでは、 どちらのグループも、 数を降

順にセットしておきます。 Ｑのグループは、 Ｑ、 Ｊ、 10、 ９、、、、 Ａとし、 10 のグループは、

10、 ９、 ８、 ７、、、、 Ａとします。

あとは上記の現象説明の通りに行います。

アルティメイトカウントダウンエーセズ

= 加藤英夫、 2015 年 2 月 1 日 =

前述の ' スーパーカウントダウンエーセズ ' を考えたあと、 最初にデックの表を見せないとい

うのは大きな弱点であると思い当たりました。 トリックが終わったあとも、 カードが数の順に並

んでいるため、 表を見せることはできません。

したがって、 ' スーパーカウントダウンエーセズ ' は記録するに値しないと結論いたしました

が、 本書はただの作品集ではありません。 私がどのようにしてバリエーションを考え、 より優

れた作品を生み出していくかというプロセスを見ていただくものでもあります。 したがって、 途

中経過としてのバージョンとして読んでいただきました。

ということでこのバージョンにいたりました。 スベンガリスタックという手間のかかるギャフデック

が必要となりますが、 強烈な不思議さを生み出せるなら、 それだけの価値があると思います。

* 準　備 *

48 枚のカードをトップよりつぎの順にセットします。 マークはなるべくランダムに混ざったもの

とします。X は数もマークも何でもよいカードです。指定された数を先にセットして、残ったカー

ドをうまくはさんでいって、 全体がよく混ざっているように見える順にセットしてください。

下線がついているカードは、 エンドショートにしておきます。

X、 Q、 X、 10、 X、 8、 X、 6、 X、 4、 X、 2、 A  X、 Ｊ、 X、 9、 X、 7、 X、 5、 X、 3、 X、 A、

K、 X、 J、 X、 9、 X、 7、 X、 5、 X、 3、 X、 A、 10、 X、 8、 X、 6、 X、 4、 X、 2、 A。

* 方　法 *

デックを表向きにリボンスプレッドして、 よく混ざっていることを示します。 カードを閉じて裏

向きに持ち、 このあとは ' スーパーカウントダウンエーセズ ' とまったく同様に行います。
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* 備　考 *

このバージョンでは、 確実にエンドショートの上でカットさせる必要がありますから、 カットの

手本を見せるとき、 さり気なくカットして見せるのではなく、 「このように上から右手をかけて」

と言って、 右手をビドルポジションのかけ方にするところをはっきり見せて説明してください。

最初のカットがどれかのエンドショートの上でカットされれば、 あとは自動的に進められます

から、 カットしたときにエンドショートがトップにきたかどうかチェックした方が安全です。 相手

にデックを渡してやらせるのが心配な状況 ( たとえば相手がカードを扱い慣れていない場合 )

では、 あなたがデックを左手に持ち、 カットして右手に置かせ、 それらを左手のカードの下

に入れてそろえるというやり方をするとよいでしょう。

そのようなやり方で何回かカットさせたあと、 本番だと告げて、 もういちど同じやり方でカットさ

せます。 そしてデックを相手に渡します。
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Part 02　インパクト強化

ゴルフでインパクトと言えば、 クラブフェースがボールに当たる瞬間のことを言います。 ボウリ

ングでは、 ボールが手から離れる瞬間のことを言います。 すなわちインパクトとは、 そこまで

蓄えられたパワーが最大限ボールに伝えられて放出される瞬間です。

その用語をマジックに適用するなら、 色々なプロセスのあと、 最終的な現象が見せられる瞬

間のことをインパクトと考えるも適切であると思います。 この Part では、 インパクトを強めること

を考えて改案した作品を収録いたしました。

ハンドサーチ

= 加藤英夫、 2014 年 12 月 22 日 =

" 加藤英夫作品集 "、 116 ページに、 ' フィンガーパワー・シングル版 ' が解説されています。

リボンスプレッドの上に手を置いて、 手を前にさし出すと、 手の下に選ばれたカードがあると

いう現象でした。 追記の中に、" 両手をスプレッドの上にかざして、両手を合わせて間にカー

ドを現す方法をどこかに書きましたが、 どこに書いたか見つけられませんでした " と書かれて

います。

どこに書いたか見つけられないだけでなく、 そのやり方も忘れてしまいました。 そこでどうせ

なら、 より不思議なやり方を見つけてやろうと思いました。 ときにはまえに考えたことを忘れる

ことも、 新しいことを思いつくのに役立つことがあるのです。 まえに考えたやり方を思い出し

ていたら、 それ以上考えるのをやめてしまうかもしれないからです。

いずれにしてもこのバリエーションでは、 インパクトが大幅に改善されています。 原案ではス

プレッドの上に手を置いて、 手を前に出すとカードが抜き出されるという現象です。 スプレッ

ドの上に手を置いてから前に運んだのですから、 何らかの方法でスプレッドから抜き出したと

思われていまうかも知れません。 このやり方は、 スプレッドの中から突然両手の間に選ばれ

たカードが現れるという、 瞬間的な出現現象となっています。 しかもフラリッシュ的な見せ方

ですから、 インパクトが強いものになっています。

* 方　法 *

クリンプカードをボトムにセットしておいて、 相手にデックを渡してディールしてストップさせ、

最後にディールしたカードをのぞいておぼえさせ、 残りのカードを上に重ねさせます。 選ば

れたカードの上にクリンプがくっつきました。 デックを受け取り、 何回かカットしますが、 クリ

ンプカードが中央あたりにいくようにします。 そしてデックをリボンスプレッドします。
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手の平を上に向けて両手を開いて何も持っていないこと

を見せてから、 甲を上に向けて両手をスプレッドの上で左

右に動かします。 何回か往復させたあと、 選ばれたカー

ドの上空で図 1 のように両手を交差させてストップします。

ちょうど右手の人さし指の先が選ばれたカードの左上コー

ナーの上にある位置です。

左手の陰で右人さし指の先を選ばれたカードの左上コーナーに強く押しつけます。

右手を持ち上げて、 左手の上にカードがあるのを見せます。 選ばれたカードをたずねてから、 そ

のカードを表向きにして見せます。

1、 2 秒静止させたら、 勢いよく左手を左に返すと同時に、

右手を左上に運んで、 人さし指にくっついたカードを左手

の平の上に置きます。 図 2。

隠されたカードの透視術

= 加藤英夫、 2014 年 6 月 16 日 =

" 加藤英夫作品集 "207 ページの ' カップル透視術 ' のバリエーションです。 相手が 2 組の

パイルから 2 枚ずつのペアをいくつか自由に作り、 マジシャンがそれぞれのペアの上と下の

カードの色を当てるという現象でした。 原案では 2 枚のカードを裏向きに重ねて置かせ、 両方

のカードの色を当てていますが、 下に置くカードは表向きに置き、 その上に裏向きのカード

を置いて、 下のカードを隠すことにさせ、 下のカードの色を当てることにします。

* 方　法 *

下のカードを表向きに置かせ、 下のカードの色を当てること以外は、 原案と同じですので、

原案の方法を参照してください。

* 備　考 *

上記のようにした方が、 2 枚を重ねて置かせることに対する正当性が感じられます。 また、

表向きのカードを当てて、 つぎつぎと裏向きのカードをどけていくときのインパクトが出ます。

1

1

2
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マジックにおいては、 見せられる不思議さをすべて見せるということが、 必ずしもよいとは限

りません。 技法を省くことによって現象をクリアに見せられる、 ということはいままでも指摘さ

れてきましたが、 現象を省いたり減らしたりすることによっても現象をクリアに見せられる、 と

いうことを示す好例だと思います。

ニーザーブラインドノアステュピッド ・ ハーフスタック版

= ホワン ・ タマリッツ、 "Mnemonica"、 2004 年 =

' ニーザーブラインドノアステュピッド ' の原案は赤黒交互スタックで行いますが、 このやり方

では、 デックのうちの 26 枚をメモライズドスタックにしておき、 その他のカード 26 枚とファロー

シャフルして、 スタックカードとランダムカードの交互スタックを使うものです。

演技方法については、 "Card Magic Library" 第 1 巻、 191 ページに解説されているバージョ

ンを参考にしてください。

* 方　法 *

デックを表向きに広げて、 よく混ざっていることを見せます。 後ろ向きになります。 まず１人

の客にデックを何回かカットさせます。

客 1 にトップカードを取らせ、客 2 につぎのトップカードを取らせます。 それぞれを記憶させ、

客 1 のカードを先にトップに戻させ、 つぎに客 2 のカードをトップに戻させます。 そしてデッ

クを何回かカットさせます。

ここで原案と同じように、 このままでは 2 枚のカードがくっついているという手がかりがある

ので、 2 枚を離すために 2 つの山にディールさせます。 どちらかの山を取り、 ボトムの 3 枚

をグリンプスして、 それがスタックされた半分かどうかを確認します。

スタックの方の半分を取り、 表を自分に向けて広げ、 スタックとは異なるランダムカードを見

つけ、 それを当てます。

そのカードがどのカードとどのカードの間にあったかによって、 他方のパケットの中の選ば

れたカードがわかりますので、 他方のパケットは見ないで、 そのカードを当てます。

ノータッチ

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 10 日 =

前述のタマリッツ作品で演技的に惜しいのは、 2 枚目を当てるときに、 ただ 「あなたのカー

ドは○○の××ですね」と言って当てることです。選ばれたカードを言って当てるというよりも、
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何らかの方法で現して終わった方が、 インパクトが強くなるはずです。 それには、 最初に取

り上げるパケットを、 原案とは反対にすればよい、 と気づいて考えたバリエーションです。

* 方　法 *

前述のように進め、 「このままでは 2 枚のカードがくっついているという手掛かりがあります

ので、 2 枚を離すために 2 組に分けます」 と言って 2 組にディールさせ、 どちらがスタックパ

ケットかを確認するために両方のパケットのボトムの 3 枚をグリンプスしたあと、 「でもこれ

でも二人のカードは上から同じ位置にあります。 ですからこちらのカードをよく混ぜていただ

きましょう」 と言って、 スタックパケットではない方を客に渡してシャフルさせます。

シャフルさせたパケットを受け取り、 表を自分に向けて広げ、 その中のスタックパケットに属

するカードを見つけ、 そのカードが選ばれたカードであることを見せます。 そのカードが何

であるかによって、 他方のスタックパケットの何枚目にもう 1 枚の選ばれたカードがあるか

わかります。 グリンプスしたボトムカードから算出します。

「こちらのカードには手を触れないで当てます」 と言って、スタックパケットに手をかざし、「○

○枚目にあります」 と宣言します。 その枚数をディールさせ、 選ばれたカードを名乗らせて

から、 その枚数目のカードを表向きにします。

* 備　考 *

上記の説明では、 2 組に分けられてから、 両方のパケットのボトムの 3 枚をグリンプスしてい

ますが、 その部分の説明が複雑になるのでそのように書きました。 一方を見るだけでよいの

です。

一方を取り上げてボトムの 3 枚を見たとき、 それがスタックパケットなら、 それをテーブルに

戻し、 他方のパケットを相手にシャフルさせます。 それがスタックパケットでなければ、 その

ままそのパケットを相手にシャフルさせます。

 

あっけないカード当て

= 加藤英夫、 " カードマジック研究日記 "、 2002 年 10 月 16 日 =

いままでの作品調査において、 こんなに面白いトリックを見逃していました。 方法を読んでも

まったく面白く感じないかもしれません。

* 方　法 *

シャフルされたデックのボトムカードをグリンプスしてキーカードとします。 かなり細かくヒン
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ズーシャフルしていき、 ストップをかけさせます。 左手を伸ばしてトップカードを取らせます。

おぼえたら左手のカードの上に返させて、シャフルを続けますが、選ばれたカードの上にキー

カードを落してシャフルします。

選ばれたカードがだいたいどのあたりにあるかわかっていますから、 中央よりかなりずれて

いる場合には、 選ばれたカードが中央近くにくるように何回かカットします。

デックを表向きにリボンスプレッドしながら、 キーカードの隣りの選ばれたカードをグリンプス

します。 すぐ視線を相手に向けて、 「あなたはこの中から自由に選びましたよね」 と言いま

す。 そしてそのセリフに間を置かずに、「ハートの８を」 と選ばれたカードの名前を言います。

「あなたはこの中から自由に選びましたよね、 ハートの８を」 とセリフがつながらなければい

けません。 このセリフは相手の目を直視しながら言うのです。 少し間をあけてから、 「あっ、

もう当たってしまいましたね」 と言って終わります。

* 備　考 * (2015 年 1 月 10 日 )

上記は 2002 年の時点で書いた記録のままです。 この解説だけでこのマジックから最大の効

果を引き出すことはできません。 かんじんなことが欠けています。 それは、 カードを選んでも

らうときに、 カードの方をまったく見ないでやるということです。 見ていないことがはっきりわか

るやり方をしないと、 本当の不思議さは出ないのです。

このマジックはあなたの左にいる人に対して演じます。 「1 枚のカードを選んでいただきます

が、 私はカードを見ないでやります」 と言って、 カードを持った両手は客の方に向かってヒ

ンズーシャフルするのですが、 首を思い切り右にまわして、 カードの方を見ないでシャフル

するのです。

そしてヒンズーシャフルして、 「好きなところでストップをかけてください」 と言います。 ストッ

プがかかったら、 左手のトップカードを押し出して、 左手を上げてそのカードの表を相手に

見せておぼえてもらいます。

そして左手を下げつつカードを戻し、 その上に右手のカードをシャフルしていきますが、 最

初に取るときにボトムの数枚を選ばれたカードの上に落としてシャフルするのです。キーカー

ドの下に選ばれたカードが位置しました。

あとは上記のやり方と同じです。

マジックの解説には演技の詳細について書かれていないのが通常ですが、 演技するときの

体の向き、 視線の向け方、 物を扱う位置、 などを考慮するのはパフォーマーにとって不可

欠の作業です。
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備考に書いた選ばせ方では、 カードを取らせるのではなくただ左手を上げて表を見せてい

るだけですが、 その方がプロセスがクリアなものとなり、 このトリックの不思議さを生み出すに

は適していると思います。

1 月 18 日にチェックのためにこのトリックを再読して、 これだけでも十分使えるマジックなの

ですが、 何となく切れが悪いと感じました。 選ばれたカードを言って当てるというのはたいて

いの場合、 インパクトが強くありません。 そこでつぎのやり方を追加しました。

前述のように終わった感じを出して、 カードをそろえるとき、 左端に左手、 右手を右端に当

てて両端から中央に向かってカードを閉じますが、 キーカードの上に左親指の先を当てて、

カードを取り上げてそろえるときに、 選ばれたカードの上にブレークを作ります。

そのときずっとカードの方を見続けてやってはいけません。 左親指の先を選ばれたカードに

当てたら、 あとは視線を相手の方に向けてカードをそろえます。

ブレークを保ちながらデックを裏返します。 「いまのように言って当てることもできますが」 と

言って、 カードを広げ始めて、 「抜き出して当てることもできます。 目をつぶってやります」

と言って目をつぶり、 デックを両手の間に広げていき、 ブレークの上の選ばれたカードをアッ

プジョグします。

目を開けて 「あなたのカードは○○の××でした」 と言ってから、 アップジョグカードを抜い

て表を手前に向け、 そのカードを見てにっこり笑い、 「はい、 ○○の××です」 と言って、

そのカードの表を相手に見せて終わります。

たぶんこの解説を読んでも面白いと思わないでしょう。 マジシャンが面白いと思わなくてもい

いのです。 見た人が面白いものが良いカードマジックなのです。

コピーキャット

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 18 日 =

この Part では、 インパクトを強めるということを考察してきたわけですが、 現象のインパクトと

いうものは、現象を見せる瞬間だけに決まるものではないということを、これから解説するトリッ

クは示しています。

ゴルフのインパクトも、 バックスウィング、 フォーワードスウィングのあとにインパクトがあるのと

同じように、 マジックの現象においても、 そこまでのプロセスをどのように見せてきたかが、 イ

ンパクトに大きく関係してくるのです。

"Card Magic Library" 第 5 巻、 107 ページに、 ニック ・ トロストの ' インテューション ' が解
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説されています。 つぎのような現象でした。

赤裏のデックと青裏デックを取り出し、 相手に好きな方を取らせます。 マジシャンが後ろ向

きになっているとき、 相手はデックの好きなところからカットして、 上半分を裏向きにテーブ

ルに置き、 手元のトップカードをテーブルのパケットの上に表向きにして置きます。 そして残

りのカードを裏向きでテーブルのカードの上に重ねます。

マジシャンは前に向き直り、 他方のデックを取り上げて背後に運び、 1 枚のカードをひっくり返

してデックの中に入れると説明します。 それからそのデックを前に出し、 両方のデックを表

向きに隣りに並べて置き、 フェースから同時に 1 枚ずつどけていきます。 するとある枚数目

で同時に裏向きのカードが現れます。 そしてそれらを表向きにすると、 同じカードなのです。

このトリックでは、 相手が指示されたことをやって、 マジシャンが前に向き直ってデックをケー

スに入れるときに、 ボトムカードをグリンプスして、 そのカードによってそのあとの操作をやり

ます。 2005 年 12 月 6 日に思いついたアイデアとして、 " デックをケースの中に入れるときに

グリンプスする代わりに、 デックをケースにしまい、 そのケースのインデックス部分に穴を開

けておき、 穴からボトムカードが何であるか認知して行う " と書かれています。

今回そのアイデアを再読して、 グリンプスのためにわざわざデックをケースに入れるのはいか

がなものか、 と思いました。 相手はボトムカードがトリックに関係しているのを知らないわけで

すから、 ケースに入れてグリンプスしようが、 たんにデックをテーブルに置くときにグリンプス

しようが、 ほとんど不思議には影響しないと結論いたしました。

今回それよりも重要だと感じたことは、 マジシャンがデックを背後に運んで操作するという部

分です。 むしろ観客の目の前で操作をやった方が、 現象がクリアになるのではないかと思う

のです。 現象がクリアになるということは、 それだけ最終的現象の起こるインパクトが強くなり

ます。 というわけで、 このバリエーションが生まれました。

* 準　備 *

赤裏デックをよくシャフルして、 青裏デックを赤裏デックのミラースタックとします。 すなわち、

青裏デックの配列が赤裏デックの逆の配列になっている 2 組を使います。

* 方　法 *

どちらかのデックを相手に取らせ、 後ろ向きになります。

相手に好きなところからカットして、 上半分をテーブルに置かせます。 手元のトップカードを

表向きにして、 テーブルのパケットの上に置いて、 その上に手元のパケットを重ね、 そろえ
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させます。

前に向き直ります。 デックを受け取ってわきに置きますが、 その途中でボトムカードをグリン

プスします。

「じつはこのマジックは’ コピーキャット’ というマジックで、 コピーキャットとは真似っ子のこ

とです。いまからあなたがやったことを真似します」と言って、他方のデックをケースから出し、

表向きにさっと広げて見せるとき、 グリンプスしたカードを見つけ、 そのカードの下のカード

の下にブレークを作りつつ閉じます。 ブレークを保ったままデックを裏返します。

「カードをカットして、 1 枚のカードを逆向きに入れます」 と言いますが、 このセリフを言って

いるときに、 ブレークからカットして上半分をテーブルに置いて表向きに返し、 それから手

元のトップの 1 枚を取って裏向きのままテーブルの表向きのパケットの上に置き、 そして残

りのカードを表向きにして、 テーブルのカードの上に重ねてそろえます。 この操作はゆっくり

とやるよりも、 てきぱきとやった方がよいでしよう。

「はたして私はどのぐらいうまく真似ができたでしょうか。 結果を見てみましょう」 と言って、

ケースから相手の使ったデックを取り出し、 表向きにしてマジシャンの使った表向きのデック

の隣りに置きます。

両方のデックのフェースから左右の手で 1 枚ずつ取って、 同時にそれぞれのデックの前に

置いていきます。 ある枚数目で同時に裏向きのカードが現れます。 「ほら、 同じ枚数目に

出てきました。 これで半分真似することができました」 と言います。

「さて、この 2 枚を見てみましょう」 と言って、2 枚を表向きに返します。 同じカードです。 「こ

れで完全に真似することができました」 と言って終わります。
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Part 03　原理の徹底追求

必然の一致

= 加藤英夫、 2014 年 8 月 5 日 =

"Card Magic Magazine" 第 17 号に、 アレックス ・ エルムズレイの ' アリスメティック ' と、 私の

バリエーションとして ' 一致の位置 ' が収録されています。 それらのトリックは、 使われている

原理を使い切っていないため、 演技するのにやりにくさがあります。

エルムズレイの原案では、 相手にデックからカットさせられる枚数が 17 枚以下ですから、 「好

きなところからカットして持ち上げてください。あなたがカットしたカードの枚数を予言とします。

あまり多く取りすぎると、 そのあとのことができなくなりますから、 全体の 3 分の 1 以内にして

ください」 というセリフで対処しています。

相手がかなり多くカットして、 17 枚以内かどうか怪しい場合、 カットをやり直させる必要があり

ます。 私のバリエーション ' 一致の位置 ' では、 デックを 2 組使用することによって、 カット

の許容枚数を 26 枚までに広げました。 半分以内カットされたかどうかは、 カットした上半分

を下半分の隣りに置かせればわかります。

カットの枚数をセリフで制限しなければならないというのは演じにくいです。そこで今回のテー

マは、 カット枚数の制限をなくして演じやすくすることです。 すなわち、 相手に 「好きなだけ

カットしてください」 と指示して、 何枚カットされてもよいようにすることです。

どのように考えたか説明するまえに、 ' 一致の位置 ' の復習をしておきましょう。

2 組のデックを使い、両方のデックのトップから 26 枚目までを同じ順にしたあと、一方のデッ

クでインファローシャフルを行います。 インファローシャフルした方をデック b として、 他方を

デック a とすると、 デック a のトップから x 枚目のカードは、 デック b においてトップから 2x

枚目にあることになります。

デック b から相手に半分以下をカットさせ、 それが z 枚だとすると、 デック a のトップから z

枚目のカードは、 デック b のカットまえのトップから 2xz 枚目にあったわけですから、 z 枚カッ

トしたあとは、 トップから z 枚目にあることになります。 したがって、 両方のデックからディー

ルすると、 z 枚目のカードが一致します。

というわけで ' 一致の位置 ' では、 デックの半分以下をカットさせ、 カットした上半分の枚数

を使うわけですが、 半分以上カットされても進められるようにするということは、 半分より少な
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い下半分の枚数を使ったらどうかと思いつきます。

そこまで考えると、 すぐに解決法が思いつきます。 別に頭をひねらなくても、 自動的にアイデ

アが目の前に現れます。 このようなケースに遭遇すると、 アイデアを出すという作業は、 自

分が生み出すものではなく、 たんに見えなかったアイデアを見つける作業だと感じられます。

そうです。 アイデアとは生み出すものではなく、 見つけるものなのです。 色々なことを考えて

いれば、 どんどんアイデアの方から私たちに近づいてきてくれるのです。 この教訓は、 今回

のアイデアそのものの発見よりも、 もっと重要なものです。

今回自動的に見つかったアイデアとはどんなことでしょうか。 それはデックのトップからの枚

数目ではなく、 ボトムからの枚数目に着目するということです。

* 準　備 *

上記のセットでは、 デックａの上半分の 26 枚のカードを、 デック b の中で倍の枚数目にセッ

トしました。 デック a の下半分の 26 枚は使用していません。 そこで下半分の 26 枚を、 デッ

ク b のボトムから倍の枚数目にセットするのです。

実際の準備の仕方は簡単です。 両方のデックの 52 枚をまったく同順にしておき、 一方をイ

ンファローシャフルし、 そのデックをデック b として、 シャフルしていない他方をデック a とす

ればよいのです。

* 方　法 *

デック b を相手にカットさせて、半分以上カットされた場合は、下半分を相手に数えさせ、デッ

ク b の上半分と、 デック a を表向きに置いて、 表向きで相手が数えた枚数だけディールす

れば、 その枚数目に同じカードが現れます。

半分以下カットされた場合には、 原案と同じ進め方をします。

* 備　考 *

今回の例は、 バリエーションを考えるとき、 いかにテーマを設定することが重要かということを

示しています。 今回の場合は、カット枚数の許容制限をなくすというのがテーマでした。 テー

マを設定するということは創作活動にかぎらず、 何事を行うときにも目的を達成するのに重要

であるかを示していると思います。
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ムーブドカード ・ サイステビンス版

= 加藤英夫、 2006 年 5 月 24 日 =

"Card Magic Library" 第 5 巻に解説されている、 ' ロイヤルタウン ' 系のトリックは、 奇数偶数

交互とか赤黒交互のスタックから 1 枚のカードが抜かれたことにより、 交互状態がくずれるの

を利用しています。 これはダクハスの順に並んでいるセットにおいて、 そのことを利用するバ

リエーションです。 現象としては、 原案のように抜いて隠されたカードのマッチングカードを

見つけるのではなく、 デックの中で移動されたカードを当てる現象となっています。

* 方　法 *

サイ ・ ステビンススタックされたデックを使います。 デックをフォールスシャフル、 何回かカッ

トしたあと、 テーブルに置き、 後ろ向きになります。

相手にだいたいまん中あたりからカットして、 2 つの山を作らせます。 好きな方のパイルか

ら１枚抜いて、 記憶させます。 他方のパイルを好きなところから持ち上げて、 おぼえたカー

ドを入れさせ、 持ち上げたカードを重ねさせます。 そして 2 つのパイルを好きな方を上に重

ねさせます。

前に向き直り、 デックを取り上げて左手に表向きに持ちます。 デックを背後に運び、 表を上

にして持ったまま、 フェースから 16 枚のカードを順が変わらないように右手に取り、 左右の

手のカードをそろえ、 前に出します。 両方のパケットのフェースカードをグリンプスします。

もしも両方のフェースカードが同じマークであるとしたら、 右手に持っているパケットは、 カー

ドが抜かれたのでも、 カードが加えられたのでもないことを意味します。 その場合は、 「こち

らにはありません」 と言って、 右手のパケットを捨てます。

もしも左手のフェースカードが、 右手のフェースカードのサイ ・ ステビンスにおける、 つぎの

順のマークであるとしたら、 右手のパケットの中に、 選ばれたカードが加えられたことになり

ます。 「こちらにはありません」 と言って、 左手のカードを捨てます。

もしも左手のフェースカードが、 右手のフェースカードのサイ ・ ステビンスにおける、 まえの

順のマークであるとしたら、 右手のパケットから選ばれたカードが抜かれたことになります。

以下、 選ばれたカードのある方のパケットを、 ４の倍数枚で分けて、 上記の法則によって、

選ばれたカードのない方を捨てていき、 最後に数枚が残ったとき、 それらを広げて、 サイ ・

ステビンスの順に割り込んでいるカードを抜いて、 選ばれたカードだと当てます。
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YS- フォーカードトリック

= 佐藤義昭、 2011 年 3 月 31 日 =

"Card Magic Library" 第 5 巻、190 ページに、フィット・チェニイの ' チェニイの’ ファイヴカー

ドトリック’ が収録されています。 同トリック現象はつぎの通りです。

このトリックは人から借りたデック 52 枚で行います。 客の 1 人に自由に 5 枚のカードを選ば

せ、 マジシャンはその 5 枚を受け取り、 その中の 1 枚を隠します。 そして客に残りの 4 枚

のカードを遠くに離れて立っている助手に渡してもらいます。 助手は渡された 4 枚のカード

を見て隠されたカードを当てます。

いままでカードマジックの世界では、 5 枚のカードによって 1 枚のカードを伝えられることは

知られていました。 手法的には、 アレックス ・ エルムズレイの方法が優れています。

しかし 5 枚のカードが限界であったはずなのに、 なぜ 4 枚のカードで 1 枚のカードの情報を

伝えられるのか、 読み始めたときは信じられませんでした。 “当てるカードを客が選んだ 5 枚

の中からマジシャンが決める” というところに、 解決の糸口があったのです。

同書が発行されて 1 年後に、 札幌の佐藤義昭さんから、 同じ現象が 1 枚少ないカードでで

きる方法を見つけたと、 メールをいただきました。 4 枚のカードを客に選ばせ、 そのうちの 1

枚を隠し、 残りの 3 枚を遠くに離れている助手に渡して、 助手が隠されたカードを当てられ

るというのです。

メールをいただいた時点では、 佐藤さんの説明が理解できなくて、 そのまま時間がたってし

まいました。 佐藤さんにはたいへん失礼してしまいました。 今回やり方を再読してやり方が

理解できましたので、 説明の仕方だけ私が変更させていただいて、 ここに紹介させていただ

きます。

* 方　法 *

演技の最初の部分は、 "Card Magic Library" 第 5 巻の解説の最初の部分を参照してくださ

い。 客に 5 枚のカードを抜かす代わりに、 4 枚抜かせるということだけ違います。 4 枚を受

け取ってからつぎのように続けます。

4 枚のカードを見て、 同じマークがあるかないか確認します。

同じマークがある場合

同じマークのカードがある場合は、 その 2 枚を差が６以下になるように考え （チェニイの原
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案と同じ考え方です）、 大きい方を隠します。

たとえば３と８のように、 数の差が６以下なら、 大きい方の８を隠します。 差は＋５です。

たとえば３と 10 のように、 数の差が６より大きい場合は、 小さい方の３を隠します。 助手は

10 を見て、 それにカードの配列でわかる差を 10 に加算して、 隠されたカードの数を判断す

るのです。 ３と 10 の場合には、 カードの配列を＋６としますので、 10 よりも＋６のカードは

３であると判断できるわけです。

残り 3 枚を表向きにして、 選んだカードと同じマークのカードをいちばん上に置きます。 3 枚

のカードは上から、 １、 ２、 ４の数字が対応していると考えます。 差を二進数に変換して、

その二進数を表現するようにカードを裏返すのです。

差が１ならいちばん上のカードだけ裏返します。 差が６なら 2 枚目と 3 枚目を裏返します。

差が０ということはあり得ないので、 全部が表向きということはあり得ません。 同様に、 全

部裏向きということもあり得ません。 ですから、 1 枚もしくは 2 枚の裏向きのカードがある場

合には、 助手はいちばん上のカードと同じマークのカードが隠されたとわかります。

助手はもらった 3 枚を広げ、 裏向きのカードから１～６の数字を計算します。 そして、 いち

ばん上にあるカードを見て、 マークと数字を当てることができます。

4 枚とも違うマークの場合

この場合は数がいちばん小さいカードとそのつぎのカードに着目します。 2 枚の差が６以下

であれば、 大きい方のカードを隠します。 差が７以上の場合は、 いちばん小さいカードを隠

します。

残り 3 枚のマークの並び方を、 チェニイの原案と同様に並び替えて＋１から＋６を表現しま

すが、 序列はダイヤ、 クラブ、 ハート、 スペードの順と考えます。 もちろん１種類が抜けてい

ます。 たとえばハートが隠された場合、ダイヤが①。 クラブが②、スペード③ということです）。

そのようにして並べた 3 枚を裏向きに客に渡して、 助手に届けさせます。 受け取った助手は

広げるとすべて裏なので、 4 枚が違うマークの場合であるとわかります。 全体を表向きにし

て、 そこにないマークを確認し、 いちばん小さいカードの数と配列が示す差を加算して、 数

を判断します。
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YSHK フォーカードトリック

= 佐藤義昭 & 加藤英夫、 2013 年、 10 月 18 日 =

佐藤義昭さんの 'YS- フォーカードトリック ' に刺激を受けて、 さらに私のバリエーションを作

りました。 佐藤さんのやり方に対して欠点と利点がひとつずつあります。

欠点は、 人から借りたデックではできないということです。 ' チェニイのファイヴカードトリック '

は、 そもそも数学的に純粋さを追求したものですから、 仕掛の要素を取り入れるということは、

本筋から逸脱することになります。

しかしながらマジックとして演ずる効果を優先したとき、 人から借りたデックという条件は、 それ

ほど大きなマイナスにはなりません。 ということで、 使うデックは裏面がワンウェイのものです。

これは印刷された模様が初めからワンウェイのものでも、 ワンウェィでないものに印をつけて

作ったものでもかまいません。

仕掛を使う代償として得られる利点は、 佐藤さんのやり方のように、 一部のカードをひっくり

返すということの代わりに、 ワンウェィの向きで情報を送ることになるので、 カードの裏表の向

きを混ぜるという、 観客に対して明白な行為を見せないですむことになります。  

* 方　法 *

演技のまえは、 ワンウェイの方向をそろえておきます。 しかもマーク別に分けて、 それぞれ

をＡからＫの順に並べておきます。 助手の人には、 ワンウェィデックとは裏面の色が違う別

のデックを、 ポケットに入れておいてもらいます。

助手である○○さんを部屋の隅に行かせ、 向こう向きにならせます。

「これからあなたに自由に 4 枚のカードを選んでもらいますが、 なぜかあなたは不思議な関

連性のある 4 枚を選んでしまいます。 ですから 4 枚のうちの 1 枚を隠して、 残りの 3 枚を

○○さんが見ると、 隠されたカードが何のカードかわかってしまいます」 と言います。 この

セリフは、 このトリックにとても重要なセリフです。

「使うカードは 52 枚すべてあることがわかるように、 このように順番に並べておきました」 と

言って、 表向きにリボンスプレッドしてよく見せます。

「私の言葉で○○さんに情報が伝わるといけないので、 このあと私はいっさいしゃべりませ

んので、 あらかじめやることを説明しておきます。 まずあなたに好きなカードをこのように 4

枚抜き出していただきます。 どのカードを抜き出すかはまったく自由です」 と言いますが、

ばらばらに 4 枚を抜き出す真似をしながら言います。
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「そうしたらそのうちの 1 枚をポケットに隠します」 と言って、 抜き出す真似をしたカードの中

から 1 枚取って、 あなたのポケットに隠す真似をします。

「残りのカードをこのように集めて」 と言いながら、 3 枚を集める真似をして、 「あなたに渡し

ますから」 と言って、 集めたカードを渡す真似をします。 そして 「そのまま 3 枚を○○さん

に渡してください」 と言います。 最後のセリフを言うときは、 3 枚を保っているかっこうをして

いる手を○○さんの方向に伸ばしながら言います。

スプレッドを閉じて、 相手の前にスプレッドし直します。 「では始めましょう。 適当な 4 枚を

抜き出してください」 と言います。

相手が抜き出した 4 枚の中から、 佐藤さんのやり方のうち、 4 枚とも違うマークの場合に書

かれている法則で、 1 枚のカードを取り上げ、 表を相手に見せてからポケットに隠します。

それから残りの 3 枚を 1 枚ずつ取って左手に置いていくのですが、 数の配列は、 序列の並

び方によって、 ＋１から＋６までを表現するような順で取ります。 そしてマークについては、

ワンウェィの向きをつぎの法則にします。

ダイヤの場合はすべて同じ向き。

クラブの場合は 1 枚目だけ逆向き。

ハートの場合は 2 枚目だけ逆向き。

スペードの場合は 3 枚目だけ逆向き。

以上のように重ねるときは、 表向きでやります。 そしてそのまま相手に渡して助手に届けさ

せます。

しかしながら、 もしもし 4 枚の中の小さい数とつぎの数が同数である場合には、 上記の法則

では表現できません。 その場合は、 マークの伝え方は上記通りですが、 数については配

列は関係なく、 3 枚全体を裏向きで相手に渡せばよいのです。 助手は裏向きで渡されたら、

3 枚の内のいちばん小さいのと同じ数だとわかります。

以上の法則から助手は隠されたカードを判断し、 色違いのデックから選ばれたカードを取り

出し、 マジシャンの方に行き、 あなたの左手に色違いのカードを渡します。 あなたはポケッ

トから隠してあるカードを取り出して右手に持ち、 「では○○さんの持ってきたカードをお見

せしましょう」 と言って、 左手のカードの表を観客の方に向けます。
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チェニイのトリックの最終版

= 加藤英夫、 2013 年 10 月 18 日 =

私はチェニイの’ ファイヴカードトリック’ の原案からそれらのバリエーションまで、 ずっと不

満を抱き続けていました。 それは客が 4 枚もしくは 5 枚抜いたあと、 その中からマジシャン

が 1 枚を抜いてポケットに隠すということです。 その 1 枚をマジシャンではなく、 客に決めさ

せられたら、 このトリックはようやく、 演ずるに値いするものとなる、 と私は考え続けてきました。

当然のことながら、 客が抜いた 5 枚の中から客が 1 枚を隠したとき、 残りの 4 枚の配列で表

現できるのは、 4 の階乗である、 4 x 3 x 2 x 1 = 2 4 通りだけです。 全体を裏向きで渡すか、

表向きで渡すかによって、 48 通りに倍増することができます。 それでも 52 種類あるすべて

のカードを表現するには足りません。

さらに条件を厳しくして、 客が 4 枚抜いて、 その中の 1 枚を隠すという条件で考えます。 その

場合は、 配列で 6 通り、 裏表で 2 通り、 そしてワンウェィでは 4 通りです。 ワンウェイの組合

せは本来 8 通りあるのですが、 相手が助手に渡すときに、 どちらをどちらに向けて渡すかわ

からないので、 その半分の 4 通りしかないのです。 6 x 2 x 4 = 4 8 通りです。 やはり 48 通り

しか表現できません。

どちらの場合も 48 通りしかないなら、 4 枚のＫを抜いた 48 枚のデックでなら可能です。 しか

しそれはエレガントではありません。 私のバリエーションのように、 最初に 52 枚の異なるカー

ドがあることを見せることが、 このトリックの必要条件であると思うのです。

さて残りの 4 枚をどうしたら表現できるでしょう。 思い切って客に 6 枚抜かせて、 そのうちの 1

枚を隠させましょうか。 そんなことをするのは、 このトリックの不思議さをレベルアップするのと

は反対の安易な解決法です。

枚数を増やすことを考えたら、 逆にカードの枚数を減らす方法があるのに気づきました。 4 枚

のうち客が 1 枚隠したあと、 3 枚を然るべく集めたあと、 そのうちの 1 枚を密かにパームして、

2 枚を助手のところへ届けさせるのです。

2 枚で表現できるのは、 2 枚を裏向きか表向きで届けさせる 2 通り、 それに 2 枚のワンウェィ

の向きが揃っているのと揃っていないのとで 2 通り、 2 x 2 は 4 通りあります。 ならば相手が

Ｋを隠した場合には、 その方法を使えばよいのです。 パームしている 1 枚は、 相手がカー

ドを届けに行っているときに、 他のカードはまだスプレッドされているわけですから、 それらを

そろえるときに一緒にしてしまえばよいのです。

実際のやり方を具体的に考えるというのは、 後日の仕事として残しておきましょう。 今回は原

理の発見の記録ということでお許しください。
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Part 04　技法の改善

フリッパントリバース

= ジョン ･ カレイ、 "Magic Café"、 2007 年 12 月 8 日 "

この作品はマジックカフェに投稿されたものですが、 説明不足のためよくハンドリングがわか

りません。 とりあえず考案者の説明をそのまま翻訳して、 備考において私が考えたハンドリン

グを補足します。

* 方　法 *

両手の間にデックを広げて、 相手に 1 枚のカードを指ささせます。 指さされたカードをアップ

ジョグして、 カードをそろえるとき、 アップジョグカードの下のカードをハーフパスします。 アッ

プジョグカードを押し込みますが、 そのカードの上にブレークを作ります。

ここで左手を静止させてポーズをとり、 フリッパントムーブでブレークより上のカードをひっく

り返します。

デックをリボンスプレッドすると、 表向きのスプレッドの中に、 1 枚だけ裏向きのカードがあり

ます。 相手のカードを名乗らせてから、 そのカードを抜き出して、 表向きにして見せます。

* 備　考 *

上記の説明を読むと、 アップジョグカードを相手に見せる部分が欠落しています。 もしかす

ると、 そのカードをいったん相手に抜かせて見ておぼえさせ、 それからもとにさし入れて上

記のように続けると解釈してしまう人もいるかもしれません。

私なら、 その部分をつぎのように書きます。

指さされたカードをアップジョグして、 両手を上げてアップジョグカードの表を相手に見せて

おぼえさせます。

それから両手を下げてカードの裏面を上に向けながら、 カードをそろえますが、 その動きの

中でアップジョグカードより下のカードをハーフパスします。 カードがそろったときにはハーフ

パスが完了しているタイミングで行います。

フリッパントムーブは、 "Card Magic Library" 第 1 巻、 38 ページに解説されています。 この
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トリックでは、 上半分を高く上げて落とすのではなく、 なるべく高く上げないでひっくり返すよ

うにします。

私はフリッパントムーブを行うまえに、 「いまからあなたのカードをひっくり返します」 と言って

から、 フリッパントムーブを行います。

表向きになったカードを広げながら、 「ずいぶんたくさんひっくり返ってしまいましたね」 と言

います。 そして裏向きのカードをアップジョグし、 そのあとの表向きのカードもざっと広げて見

せたあと、 「うまくいきました。 あなたのカードだけひっくり返りました」 と言って、 全体を返し

てアップジョグカードの表を見せます。

コンプリートファローロケーション

= 加藤英夫、 2014 年 11 月 8 日 =

"Card Magic Library" 第 7 巻、 197 ページに、 ジョン ・ ミラーの ' インコンプリートファローロ

ケーション ' が解説されています。 インコンプリートファローを使うのは、 選ばれたカードをトッ

プから 26 枚目に位置させることですから、 その部分を他の手法に替えれば、 バリエーション

の一丁上がりとなるはずです。

ですからつぎに書く方法は、 バリエーションを考案したというほどのものでもありません。 しか

しながら、 インコンプリートファローを使わないで演じられるというだけでも、 私は改良だと思

います。

* 方　法 *

トップから 26 枚目にコントロールするのに、 "Card Magic Library" 第 9 巻、 123 ページに解

説されている、 ' セパレートカウント ' を使います。 つぎのようにやります。

「このようにカードを広げていきますから」 と言いながら、 4 枚ずつサイレントカウントで 12 

枚まで広げてストップし、 「好きなカードを抜いてください」 とセリフを続けます。 そして 12 

枚の下にブレークを作りながらいったんカードを閉じます。

「それではお願いします」 と言って、 ブレークまでのカードはさっと広げて、 それ以降はサ

イレントカウントを続けていき、 相手に 1 枚抜かせます。 なるべく中央近辺で抜かれるよう

にタイミングを合わせます。 抜かれたカードが 25 枚目より手前であれば、 必要なだけ送り、

25 枚目より先である場合には、 必要なだけ戻すことによって、 トップから 25 枚目でカードを

分けて、 そこに選ばれたカードを返してもらいます。

あとは原案の通りに続けます。
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* 備　考 *

全体の操作がそれほど煩雑さを感じさせないものとなったため、 " 自由にカットしたところの

カードで選ばれたカードを見つける " という現象がクリアになったのではないかと思います。

違うジョーカー

= 加藤英夫、 2014 年 5 月 8 日 =

以下はこの作品の土台となった、 ダローの 'Odd Quad' の演技映像です。 この演技を見て

から続きをお読みください。

http://www.youtube.com/watch?v=dgcCMvdFJUE

ダローの原案では 4 枚のＡを使用しているため、 カードの裏面が同じであることを見せる手

法として、 フラシュトレーションカウントを使うしかありません。 表面を同一ジョーカーの 4 枚と

することによって、 より明確に同一の裏面を見せることができます。

さらに私のバリエーションでは、 2 枚目に客がどのカードを選ぶかによって、 それぞれの場

合に最適な続け方をすることによって、 以下のように最大の効果を引き出すように工夫され

ています。

* 方　法 *

裏面がすべて異なる 4 枚の同一ジョーカーを使用します。 スタート時の裏面の順は順不同

でかまいません。 演技中は、 つねにすべてのジョーカーの向きが同じになるような扱い方

をします。

[1 回目 ]

4 枚のジョーカーを表向きに両手で広げ、 「ここに 4 枚のジョーカーがあります。 このうちの

1 枚をあなたが指さすと、 それが他のジョーカーと違うジョーカーになってしまうというマジッ

クをご覧にいれます。 どれか 1 枚指さしてください」 と言います。 指さされたジョーカーを抜

いてテーブルに置きます。 残りの 3 枚はそろえます。

右手でテーブルのジョーカーに魔法をかけ、 「これでこれが違うジョーカーになりました」 と

言います。 「見比べても違いがわかりませんか」 と言いながら、 テーブルのジョーカーと手

元のジョーカーを交互に指さします。

左手からフェースのジョーカーを右手に取りながら、 「違うのは表ではなくて、 裏なんです」
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と言いますが、 そのとき右手のジョーカーを横向きに返して左手のカードの上に裏向きに落

とします。 その裏面を指さして、 「これは○色です」 と、 その裏の色を言います。

すぐそのカードを表返して、 続けてフェースの 2 枚をダブルプッシュして右手に取り、 バック

にまわします。 まわしたら動作を続けてダブルプッシュして、 右手で 2 枚をつかんで横向き

に返して裏返して置き、 「これも○色です」 と言います。

2 枚を表向きに戻して、 上の 1 枚をバックにまわし、 動作を続けてつぎの 1 枚を横向きに返

して裏面を見せ、 「そしてこれも○色です」 と言います。 全部同じ裏面のように見せました。

裏向きのカードを表向きに戻します。

「あなたの選んだカードは」 と言いながら、 右手でテーブルのジョーカーの前エンドをつか

んで取り上げ、 右手を手前に返してそのカードの裏面を上に向けて、 「×色になっています」

と、 そのカードの裏面の色を言います。 右手を戻してそのジョーカーを表向きに左手のカー

ドの上にのせます。

[2 回目 ]

「もういちどやりましょう」 と言って、 4 枚のジョーカーをチャーリエシャフルで混ぜますが、

順が狂わないようにします。 すなわち、 1 回目で選ばれたカードがフェースに戻るようなや

り方をするのです。

4 枚を両手で広げて、 「1 枚指さしてください」 と言います。 指さされたカードを抜いてテー

ブルに表向きに置きます。 それがどのジョーカーかによって、以下の 3 つに枝分かれします。

ケース 1　1 回目と同じ裏面が選ばれた場合

手元の 3 枚を 1 回目と同じやり方で同一裏面として見せます。 テーブルのジョーカーに魔

法をかけてから、 裏返して先ほどと同じ裏面であることを見せます。 「また選ばれたのが○

色になりました」 と、 その裏面の色を言います。 そのジョーカーを手元の 3 枚の上にのせ

ます。

このあと後述のエンディングに続けます。

ケース 2　1 回目で 3 枚同じに見せた裏面が選ばれた場合

選ばれたカードを抜いてテーブルに置き、 そのカードに魔法をかけます。 そしてそのカード

の前エンドをつかんで手前に返して表を見せ、 「あれっ、 こんどはこちらが×色ですね」 と、

その裏面の色を言います。 「でもこれだけ違うジョーカーなんです」 と言いながら、 それを
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表向きにテーブルに戻します。

「なぜならこのカードが○色で」 と言いながら、 手元のフェースカードの裏面を見せ、 1 回目

と同じやり方で 3 枚が○色であるように見せます。 「これも○色で、 これも○色だからです」

と言いながらやります。

テーブルのジョーカーを手元の 3 枚の上にのせて、 後述のエンディングに続けます。

ケース 3　1 回目に見せた 2 つの裏面と違う裏面が選ばれた場合

選ばれたカード抜いてテーブルに置き、 魔法をかけます。 手元の 3 枚を同じ裏面であるよ

うに見せますが、 今回は最初にダブルで返して裏面を見せてから、 表向きに戻して上の 1

枚を下にまわし、つぎはシングルで返して裏面を見せて、表向きに戻してからダブルプッシュ

してダブルで下にまわし、 最後はダブルで返して裏面を見せ、 表向きに戻します。

右手でテーブルのジョーカーを取りにいくとき、 フェースカードの下にブレークを作り、 右手

で取ったジョーカーを 3 枚の上に置き、 「やはり選ばれたカードだけ○色になりました」 と言

いながら、 ダブルで返して裏向きにします。 2 枚を表向きに戻し、 すぐ 4 枚を広げます。

右から 2 枚目のカードを半分引き出してアップジョグ状態にして、 「もしもこのジョーカーが

選ばれたとしても」 と言って、 「やはり○色になります」 と言いながら、 そのジョーカーを右

手で抜いて、 右手を返してそのジョーカーの裏を見せます。 表向きに戻して広げたままの 3

枚の上に置き、 エンディングに続けます。

[ エンディング ]

「どうしてどのカードが選ばれても色違いになるかと言うとですね。 このカードもこのカードも、

このカードもこのカードも」 というセリフに合わせて、 1 枚ずつ右手で抜いて裏返してテーブ

ルに置いていきます。 4 枚目を置いたら、 「全部違う色だからです」 と言って、 両手を広げ

てポーズを取って終わります。

レッドホットカード

= 加藤英夫、 2014 年 12 月 30 日 =

これは天海アディションを有効に使えないかと考えて考案したトリックです。 ' レッドホットマン

マ ' の原案では、 1 枚目のカードは自由に選ばせて、 2 枚目を選ばせるときにフォースが行

われますが、 このバージョンでは、 1 枚目を選ばせるときにフォースが行われ、 2 枚目のカー

ドを選ばせるときは自由に選ばせます。 そうすることによって、 選ばせ方の見かけが同一と

なります。
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* 方　法 *

青裏のデックに 1 枚の赤裏カードをボトムに置いておきます。

ボトムの 10 枚ぐらいをカットしてトップにまわし、 それらの下にブレークを作ります。 「1 枚の

カードを指さしてくれ」 と言って、 1 人目の客に向かってカードを広げ始めますが、 ブレーク

の上の赤裏カードをカルしてスプレッドの下に出し、相手が指さしたカードをアップジョグして、

カルしたカードをその下に滑りこませてカードをそろえます。

アップジョグカードを指さして、 「このカードはあなたが自由に選びました」 と言います。 天

海アディションを行って、 アップジョグカードより上のカードをテーブルに置き、 左手を立てて

アップジョグカードに重なった赤裏カードの表を 1 人目の客に見せておぼえてもらいます。

ダブルのアップジョグカードを取って、 テーブルのパケットの上に置きますが、 少しずらして

置きます。 そして手にあるカードをその上に重ねて全体を取り上げ、 相手に見せたカードの

下にブレークを作りながらカードをそろえます。そしてブレークを利用してダブルカットします。

赤裏カードはボトムに運ばれます。

2 人目の客に向かってカードを広げ、 1 枚のカードを指ささせ、 それをアップジョグしてカー

ドをそろえ、 こんどはそのままデックを立ててアップジョグカードの表をその客に見せておぼ

えさせます。 ボトムカードのインデックスが見えないような持ち方でやってください。

それから手を下げて、 アップジョグカードより上のカードをカットしてテーブルに置き、 アップ

ジョグカードをその上に置き、 残りのカードをそれらの上に重ねてそろえます。 デックを取り

上げて何回かカットしますが、 もとの状態に戻るようにします。 赤裏のカードが中央近くにく

るのであれば、 必ずしももとの状態にならなくてもかまいません。

ここで ' レッドホットマンマ ' と同じようなセリフを言ってから、 デックを両手の間に広げて赤

裏のカードを見せます。 それより上でカットして、ダブルリフトで赤裏のカードが 2 人目のカー

ドであることを見せます。 ダブルをトップに戻し、 「これで 1 枚当たりました」 と言って、 上

の 1 枚をわきに置きます。

「もう 1 枚のカードを赤くします」 と言って、 魔法をかけます。 そしてデックを広げますが、

赤裏のカードはデックの中にはありません。 レッドホットマンマと同じような演技をしてから、

脇に置いたカードを指さして 「赤裏のカードはここにありました。 あなたのカードは何でした

か」 とたずね、 そのカードを表向きにして、 その客のカードになっていることを見せます。
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技法　ルージングプロフェシームーブ

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 22 日 =

技法自体の改善バージョンです。 プロフェシームーブを行うときにリー ・ アッシャーの ' ルー

ジングコントロール ' の要素を取り入れると、 まったくナチュラルな動作となります。

* 方　法 *

相手に 1 枚のカードを持たせ、 デックを両手の間に

広げていき、 「好きなところでそのカードを半分ぐらい

さし入れてください」 と指示します。 カードの広げ幅

はあまり大きくしません。 図 1 程度です。

図 1 のように相手が半分さし込んだら、 そこからカードを

分けて、 図 2 のように右手を返してさし入れられたカード

の右上コーナーをつかみますが、 その時点ですでに両手

のカードはほとんどそろった状態にします。

そして右手を返したとき、 最初とは逆方向にカードを少し

広げます。 図 3。

以上で、 いかにも表向きのカードは相手がさし入れた位置で表向きにされたように見えます。 左

手のカードを右手のカードの上にのせてそろえ、 アップジョグカードを押し込みます。

1

2

3
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技法　ダブルターンオーバー＆リフト

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 13 日 =

ダブルターンオーバーは、 トップの 2 枚をリフトして、 カードを 1 枚のごとく返してデックのトッ

プに置きます。 通常は、 そこでカードの表を相手に見せて、 それからデックの上で裏返して

トップの 1 枚を取り、 見せたカードと取ったカードとのすり替えが完了します。

ごく一部の例外を除いて、 最初のターンにおいてもあとのターンに置いても、 返したカード

がデックのトップに置かれます。 例外とは、 タマリッツプレイスメントを行う場合に、 最初に返

すときもあとに返すときも、 デックより少し前にずらして置くやり方です。

" デックの上にぴったり置かない " というキーワードが、 私の頭の中で響いたとき、 私は

"Card Magic Library" 第 1 巻、 48 ページに解説した ' ヒューガードトラップ ' を思い出しまし

た。 表向きに返したカードをデックより右にずらして置くやり方です。 ずらして置きましたから、

裏向きに返して戻すときに右手でナチュラルにつかんで返すことができるという技法です。

' トラップ ' という用語は、 ' アルトマントラップ ' で使用されたもので、 返したカードをそのあと

リフトしやすい状態に受け止めることを意味します。 アルトマントラップでは、 左親指の付つ

け根でブレークし、 ヒューガードトラップでは、 2 枚を右にずらします。 私が思いついたのは、

たんに受け止めるだけでなく、 返したらすぐトラップの位置から右手に取り上げるという動作

を続けることです。 その結果、 返したカードはデックの上に置かれるという途中経過を経ない

で、 右手に持たれるということになります。

デックの上にいったん置くという状態を経ないために、 まったく見た目の感じが違ったものと

なります。

* 方　法 *

"Card Magic Library" 第 1 巻、 48 ページの図 111 と図 112 を再録しておきます。

112111

図 111 のように返したカードを左親指で受けて、 図 112 の状態に 2 枚をデックの上に置くの

が ' ヒューガードトラップ ' です。
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' ダブルターンオーバー＆リフト ' では、 図 111 から図

112の状態にするとき、同時に右手を右に運んで、カー

ドが返り終わったときには、 返ったカードの右サイド

中央を、 図 1 のようにつかみ、

すぐつかんだカードを図 2 のように持ち上げます。

返すところから図 2 の状態まではスムーズに続けて行い、 カードがデックの裏面に触れて

いる時間はありません。 表返したのですから、 表を見せたことに対するセリフを言うはずで

す。 それは見せているトリックに依存します。

裏返して上の1枚だけを取るのは、表返したときと同じようにはできません。下のカードをデッ

クの上にドロップしなければならないからです。 でもなるべく表返したときと同じようにやった

方がよいですから、 つぎのようにやります。

1

2

右手でカードを左に裏返したら、 右手を右サイドに運

び、 カードが着地したときにはすでにトップカードの右

サイドに当てて、 図 3、

左手の方を左手前に引くと、 図 4 のように右手にトッ

プカードが取れます。 右手で取ろうとするのではなく、

左手を手前に引くことによって取るのです。 その方が

スムーズに取れるのです。

4

3
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技法　セーフティカル

= 加藤英夫、 "Magic Cafe"、 2007 年 8 月 14 日 =

それはマジックカフェにおいて、 裏面の色違いカードをフォースすることについて話をしてい

たときのことです。 トップから 10 枚目ぐらいにある色違いカードの下にブレークを保持して広

げ始め、 色違いカードをカルしてスプレッドの下に保って広げ続け、 相手が指さしたところで

分けて、 右手のカードをそろえて表を相手に見せます。 カルしていたカードを見せることに

なります。

ところがそのフォースのやり方は、 色違いでない場合にはスムーズにできるのですが、 色違い

だとカルするときにずれて裏面が露見してしまいがちですし、 露見させないように気を使うと

もたついてしまいます。 そこで私が思いついて投稿したのが、 これから説明するやり方です。

* 方　法 *

裏面の色違いカードがボトムにある状態からスタートします。

スウィングカットのやり方でトップから全体の 4 分の 3

ぐらいを左手に取り、 残りの 12, 3 枚を右手でトップに

置くとき、 図 1 の位置で色違いカードのフェースに左

指先を当てて左にずらして他のカードとそろえると、

色違いカードだけ右にずれた状態になります。 図 2。

続けて右手で 12, 3 枚のカードを図 3 のように、 色違

いカードを覆うまで広げ、

1

2

3
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図 4 のように色違いカード以上の広がったカードを右

手でつかみ、

図 5 のように色違いカードが下のカードから外れる位

置まで運び、

そのあとは色違いカードの上にそのあとのカードを送っていけば、 色違いカードを露見させ

ないで広げていくことができます。

* 備　考 *

ボトムの 13 枚ぐらいをカットするというのは、 それだけやったのでは怪しく見えてしまいます。

つぎのように複数回カットをやる中に埋め込むとよいでしょう。

左手でボトムの 13 枚ぐらいをカットして、 左側からトップにまわして間にブレークを作ります。

続けてブレークより下のカードの下半分ぐらいをトップにまわしますが、 ブレークの上の 13

枚よりは少し左にずらして置きます。 ブレークより下の残りを上にまわし、 続けて 13 枚を右

から上にまわして、 上記の動作に続けます。

ボトムカード以外シャフルしてよい状況においては、 つぎのようにやることもできます。

ヒンズーシャフルして、 ボトムの 13 枚ぐらいを最後にまとめて落とし、 最後にそろえる動作

の中で、 左小指で色違いカードを右にずらします。 そして上記の動作に続けます。

当書にも裏面の色違いをカルするトリックが解説されていますので、 この技法を利用してくだ

さい。

4

5
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Part 05　現象の複数化

この Part では、 単発現象のトリックに別の現象を加えることによって、 起承転結をつけて、

グレードを上げたバリエーションをまとめました。 マジックというものは原則として、 単発の現

象よりも、 複数現象の方がショーとしてのインパクトが強いものが多いようです。

色違いの不思議

= 加藤英夫、 2014 年 6 月 26 日 =

"Cardician's Journal"No.269 に、 ' 色違いのカード当て ' を解説しました。 あのトリックを解

説通りにやり終わったとき、 使わなかった 2 組のパケットには、 ある色の裏面のカードがどち

らの組にも 1 枚おきに入っています。 そのことを利用して、 このバリエーションを考案いたし

ました。

' 色違いのカード当て ' では、 相手のカードが入っていない 2 組をわきにどけてから、 相手

のカードが入っている組でオルラムサトルティを行って結果を見せています。 このバージョン

では 2 組をテーブルに置いたまま、相手のカードの入っている組でオルラムサトルティをやっ

て結果を見せます。 そのあと以下のように続けます。

* 方　法 *

いま使った 6 枚をわきにどけます。 「残りのカードを使ってもういちどやってみましょう」と言っ

て、 残りの 2 組を重ねて手に取り上げます。

最初の現象を見せたのが、 左端の組であるか右の組であるかによって違いがありますが、

まず左端のパケットで現象を見せた場合を説明します。

「カードを 1 枚ずつテーブルに置いていきますから、好きなところでストップをかけてください。

すぐでもいいですし、 あとの方でもどこでもかまいません」 と説明して、 表向きのままフェー

スからディールしていきます。 何枚置いたところでストップがかかったか、 心の中でカウント

します。

偶数枚置いたところでストップしたら、 「このカードでストップがかかりました」 と言って、 最

後に置いたカードを取って相手の前に置き、 手に残っているカードをテーブルのカードの上

に重ねます。

奇数枚置いたところでストップしたら、 「このカードでストップがかかりました」 と言って、 手
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元のフェースカードを取って相手の前に置き、 手に残っているカードをテーブルのカードの

上に重ねます。

「あなたが選ばなかったカードを見てみましょう」 と言って、 テーブルからカードを取り上げ、

それらでオルラムサトルティを行って、 同じ色の裏面であることを見せます。 それから相手

の前のカードをひっくり返して、 それだけ色違いであることを見せます。

最初の現象を見せたとき、 右端の組で現象を見せた場合には、 つぎのような操作を挿入しま

す。 2 組を重ねたあと、 「このように 1 枚ずつ置いていきますから」 と言いながら、 3 枚の

カードをディールしてストップします。 「好きなところでストップをかけてください」 とセリフを続

けます。 手に残っているカードをテーブルの 3 枚の上に重ね、 それらを取り上げます。 あと

は前述のやり方と同様に行います。

指紋が証拠

= 加藤英夫、 " カードマジック研究日記 "、 2002 年 9 月 28 日 =

* 準　備 *

あらかじめ１枚のカードの裏面の一方のエンドの中央に、 油性の黒インクを指につけて押し

あて、 指紋をつけておきます。 このカードは使うデックとは別に用意して、 このマジックを演

じるまえに密かにデックのボトムに加えてから始めます。

* 方　法 *

デックを広げて１枚抜かせます。 ヒンズーシャフルしてストップをかけさせ、 左手のトップに

返させて、 その上に残りのカードをシャフルしますが、 相手のカードの上に指紋カードを落

とします。 そのあとデックを何回かカットします。

「あなたが抜いたカードには、 あなたの指紋がついています。 それによってあなたのカード

を見つけることにします」 と言って、 ポケットから想像上の粉を取り出し、 カードに振りかけ

る真似をして、 「これで指紋が見えるようになりました」 と言います。

デックを表を相手に向けて持ち、 左親指でトップから右手に押し出していき、 指紋のカード

が左手のトップになったら、「あなたのカードが見つかりました」 と言って、右手に送ったカー

ドはテーブルに置き、 左手のカードを裏面を上に向けて、 指紋カードの裏面を見せます。

相手のカードを名乗らせてから、 ダブルターンオーバーで相手のカードを見せます。

2 枚を裏向きに戻し、 上の指紋カードをテーブルに置きます。 「いちどついた指紋は取れない

ので、 カードを交換しましょう」 と言いながら、 トップから相手のカードをパームして、 ポケッ
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トからそのカードを取り出し、 「ちょうど同じカードがありましたので、 このカードを使います」

と言って、 そのカードをデックに加えます。 指紋カードはポケットにしまいます。

指紋検出

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 21 日 =

* 方　法 *

原案のように進め、 ダブルターンオーバーで選ばれたカードを見せたあと、 「このカードは指

紋がついたので使えません」 と言って、 左手を立ててデックを垂直にしてセカンドディール

して、 トップから 2 枚目の選ばれたカードを抜き取り、 そのカードを胸ポケットにしまいます。

まだデックが立っている状態で右手をデックにかけ、 右親指でトップカードの下にブレークを

作り、 ボトムの 12、 3 枚をカットしてトップにまわし、 それからデックを水平に戻します。

「もういちどやりましょう」 と言って、 デックを広げ始め、 ブレークの上の指紋つきカードをカ

ルします。 そしてそれ以降のカードをゆっくりと送っていき、 「好きなときにストップをかけてく

ださい」 と言います。

ストップがかかったところでカードを分けて、 左に分けたトップの前エンド中央に相手の指を

押しつけてもらいます。

そのカードをアップジョグするのですが、 カルされているカードを指さされたカードの下にす

べり込ませ、 マイケル ･ クローズの MC ダブルリフトによって、 2 枚を表向きにしたトップに

置きます。 指紋つきカードの表が現れます。 ハートのＱだとします。

「選ばれたこのハートのＱを使って、銀粉で指紋が現れる瞬間をご覧にいれます」 と言って、

2 枚を縦方向に裏返します。 ポケットから銀粉を出してカードにかける真似をします。 そして

アードネスチェンジを行います。 指紋が現れます。

「ほらハートのＱに指紋が現れました」 と言いながら、 そのカードを表向きにします。

大量のオイル＆ウォーター

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 18 日 =

2014 年 11 月 2 日の ' 新ゆったりとクロースアップ ' でミニレクチャーをやりました。 "Card 

Magic Library" 第 1 巻に解説されている、’ ささやかなオイル＆ウォーターと組み合わせて

演じるものです。 どちらのトリックも単独で演じたのではインパクトが弱いですが、 連鎖させて

演じることによって、 ショーとしての価値がたいへんアップします。
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* 準　備 *

ストリッパーデックの全部のカードの向きをそろえます。 それから表向きのデックから 9C、

8D、 7S、 7H、 6C、 5D の順で抜き出して、 その順で重ねます。 ダイヤの５がフェースにあ

ります。 この 6 枚を ' 使用する 6 枚 ' と表現します。

残りのカードを赤と黒に分け、 赤と黒の方向を逆にしてリフルシャフルします。 これらを表向

きにして、 使用する 6 枚を表向きに上に重ねますが、 方向は赤いカード 23 枚と同じ向きに

します。 デックを引き抜いたときに、 使用する 6 枚が赤の 23 枚といっしょに抜けるようにす

るのです。 以上のようにセットしたデックを、 使用する 6 枚の幅の広い方を奥に向けてケー

スに入れます。

* 方　法 *

デックをケースから取り出し、 表向きにリボンスプレッドして、 赤と黒がよく混ざっていること

を強調します。 スプレッドしたあと、 所々を広げて見せるようにするとよいでしょう。

スプレッドを閉じ、 「念のためよくシャフルしておきましょう」 と言って、 デックを裏向きにリフ

ルシャフルの体勢に置きますが、 使用する 6 枚の幅の広い方を左に向けます。 そしてリフ

ルシャフルしますが、 使用する 6 枚も他のカードとよく混ざるようにします。

デックを取り上げ、 上エンドの両側を左手の親指と中指、 下エンドの両側を右手の親指と

中指で保持し、デックをビベルさせてゆるめます。そして右手で黒の 23 枚を引き抜いて、テー

ブルに置き、 続けて残りのカードをその上にパチンと置きます。 カットしたように見せるので

す。 その動作を行うとき、 「これからどういうことをやるかというとですね」 というようなセリフ

を言って、 その動作が目立たないようにします。

デックを取り上げ、 表を自分に向けて広げていき、 黒いカードがまとまってある部分をほと

んどそろえて右手の親指で押さえ、 黒の最後の 2 枚以降、 使用する 6 枚を過ぎてクラブの

９のあとの赤の 2 枚程度が見えるように、 その部分の 10 数枚を広げた状態で、 両手を前

に倒して、 カードの表が観客に見えるようにして、 「赤いカードと黒いカードを 3 枚ずつ抜き

出します」 と言います。

そして、 ダイヤの５、 クラブの６、 ハートの７、 スペードの７、 ダイヤの８、 クラブの９の順で

抜き出して、 テーブルに重ねて置いていきます。 残りのカードをそろえて、 裏返してわきに

置きます。 これでわきに置いたデックは、 赤と黒が完全に分かれています。

抜き出した 6 枚を取り上げ、 裏返してそろえつつトップ 2 枚の下にブレークを作り、 ' ささや

かなオイル＆ウォーター ' を演じます。 そのあとデックを表向きにスプレッドして終わります。
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誰のラストトリック ?

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 23 日 =

マジックフォーラムでカードマジックベスト 10 が問われると、 まず 100％、 ' ダレイのラストトリッ

ク ' の名前があがります。 私はかねてから、' ダレイのラストトリック ' に疑問を抱いていました。

確かに意外性というインパクトは強烈です。 客のびっくりする顔を見て楽しみたいマジシャン

は、 このようなマジックを好みます。

「クラブのＡをこちら、 スペードのＡをこちらに置きますよ。 ちょっと入れ替えます。 さあ、 ど

ちらがスペードのＡでしょう。 えっこちらですか。 残念でした～。 こちらは赤いＡでした。 黒

いＡはこちらで～す」。

とこのシナリオを読むと、 たんに客をからかっているような気がしませんか。 今回、 現象を複

数化するという Part を設定したことによって、 ' ダレイのラストトリック ' でも複数化したら面白

いのではないかと思い立ちました。

スペードのＡとクラブのＡを見せてテーブルに置き、 どちらがスペードのＡかを当てさせるが

当たらない。 もういちどやると、 こんどは黒いＡだと思っていたのが赤いＡになっている。

そのようなプロットを目標として思考をスタートして、 色々と試行錯誤して得た結果、 やることは

2 段階になったのですが、 1 回目には客が当てることができて、 2 回目には黒いＡと赤いＡ

が入れ替わっている、 というシナリオのものになりました。 1 回目もトランスポジションを起こし

て、 カードが入れ替わるという現象を見せてしまうと、 あとに起こるトランスポジション現象のイ

ンパクトを弱めることになるからです。

そうしてまとまった手順は、 " 客が当てることができない " という要素を省いた演出のものとな

りました。 エンタテイメントとしてグレードアップしたものになったと思います。

* 方　法 *

「Ａを使ったマジックをやります」 と言って、 デックか

ら 4 枚のＡを抜き出し、 図 1 のように、 右手に黒いＡ、

左手に赤いＡを持って示します。 図の通りの順として

ください。

「黒いＡと赤いＡでは、 黒の方が判別しやすいですから、 黒い方を使いましょう」 と言って、

左手の赤いＡを裏返し、 その上に右手のスペードのＡを表向きのままのせます。

1
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図 2 のようにかまえ、 「ほら、 スペードとクラブははっ

きり違いがわかります」 と言います。 そして右手のク

ラブのＡをスペードのＡの上に重ねます。

「これからやるのは、 昔アメリカのストリートでよく行わ

れていたペテン師の話です」 と言って、 右手をパケッ

トの右サイドにかけ、左親指で上の 3 枚をトリプルプッ

シュオフして、 図 3、

左親指をクラブのＡの表に当てて、 クラブのＡを左に

引いて裏向きのカードにそろえると同時に、 右手は下

の 2 枚をそろえたまま図 4 の位置までずらします。

「クラブのＡ」 と言いながら、 右手のカードでクラブのＡを裏向きに返し、 左手のカードの上に右手

の 2 枚をいったん置いて、 「そしてスペードのＡです」 と言って、 スペードのＡを右手で指さします。

スペードのＡを横方向に裏返し、「この 2 枚をテーブルに置きます」 と言って、上から 1 枚ずつテー

ブルに置きます。 スペードのＡを左に置きます。

「このままではこちらがスペードだとわかっていますか

ら」 と言って、 右手で左のカードを指さしますが、 そ

のとき左手を図 5 のように返して表を上に向けておき

ます。

「2 枚を何回か入れ替えます」 と言って、 右手で 2 枚を何回か入れ替えます。 客がわかな

らくならないようなやり方をします。

2

3

4

5
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「ペテン師は " スペードのＡを当てられたら、 2000 円

あげよう。 当てられなかったら 1000 円払ってもらう " と

言いました」 と言います。 そして図 5 のように持って

いる左手のカードのエンドを右手でつかみ、 図 6 のよ

うにテーブルの 2 枚を交互にさして、 「あなたはどちら

がスペードのＡだと思いますか」 と問いかけます。

右手のカードを表向きに左手に渡します。 相手はスペードのＡを指さすはずです。 もしも相

手が間違った方を指さした場合には、 「それじゃ 1000 円損しちゃいますよ。 話の中の男は

こちらを指さしました」 と言って、 いずれにしてもスペードのＡを取り上げて進めます。

スペードのＡを表向きにして左手のカードの上に図 7

のように置いて、 「当たりました」 と言います。 このと

き、 赤いＡにぴったりそろうように置いてはいけませ

ん。 ぴったり置くと、 そこに意図が感じられます。

「" つぎは掛け金を 10 倍にしよう。 当てたら 2 万円あげる、 当てられなかったら 1 万円払っ

てもらう " と言いました。 相手はこれに乗りました」 というセリフが言い終わるまでに、 ずれ

ているスペードのＡを下のカードにそろえておきます。 左手を少し手前に傾けてそろえます。

右手を図 8 のようにカードにかけて、 右手を向こうに

返して裏返し、

左手親指を裏面に当てて、 右手で下の 2 枚をそろえ

て右にずらし取り、 図 9、

6

7

8

9
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左手のカードの上に表向きに返して置きます。 すぐ上の 2 枚をダブルプッシュオフして右手

でつかみ、 裏返します。 上の 1 枚をテーブルに置きます。

「ペテン師はこんどはこのようにカードを混ぜました」 と言って、 左手の 2 枚を裏向きにテー

ブルの左の方に置きながら、 右手はテーブルの 2 枚を取り上げます。

そしてそれらの表を手前に向けて、 2 枚をごちゃごちゃに混ぜます。 こんどは相手がわから

なくなるようなやり方をします。

裏を相手に向けたまま、 左右の手に 1 枚ずつ持って、 「さあ、 どちらがスペードのＡでしょう」

と問いかけます。 相手がどちらかを指さします。

「その客はそのカードを指さしましたが、 その場にいた別の男が " 俺はこちらに掛ける " と

言って、 反対のカードを指さしました。 どちらが当たっても、 ペテン師は 1 万円損をしてしま

います。 でも彼はペテン師ではなくて、 じつはマジシャンでしたから、 どちらも当てられませ

んでした。 こちらは両方赤いＡでしたから」 と言って、 左右の手に持った赤いＡを向こうに倒

して、 表向きにテーブルに置きます。 それから左の方の黒いＡを表向きにします。
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Part 06　演出の改善

ひとつのマジックの演目の始まりが、 その不思議さもしくは面白さを生み出す原理にあるとす

れば、 終わりにあるものは何でしょうか。 それは、 その不思議さや面白さをより不思議で面

白く感じさせる、 観客への見せ方、 売り込み方、 一言で言えばプレゼンテーションです。

プレゼンテーションと言えば、 クリエーターよりもパフォーマーの技量にかかわる要素でもあり

ますが、 作品そのものに優れたプレゼンテーションを含んでいるものもあります。 すなわちプ

レゼンテーションには、 演技的なプレゼンテーションと、 作品構成そのものに含まれるプレゼ

ンテーションとがあります。

このパートでは、 作品自体に優れたプレゼンテーションを持たせることを考察します。

ダウジングロッド

= 加藤英夫、 2015 年１月 19 日 =

私の自信作のひとつに、 "Card Magic Library" 第 9 巻、 35 ページに解説の、 ' 後ろ向きの

カード当て ' があります。 デックをリボンスプレッドして後ろ向きになり、 カードの方を見ない

で人さし指を伸ばした右手をスプレッドの上を左右に動かし、 選ばれたカードの上で手を止

めて当てる、 というトリックです。 不思議さはすでに十分です。 どうしたらこのトリックをよりエ

ンタテイメントとしてグレードアップできるかを考えました。

このトリックでは、 指先を伸ばした手を左右に動かして、 次第に動かす幅を狭めていき、 最

後に手を止めるのですが、 ' 音 ' の要素を加えると面白いのでは、 と思いつきました。 指を

動かして、 選ばれたカードの上空を通ったときに ' 音 ' がするのです。

でも指先が感じて音がする、 というのはあまり様になりません。 指の代わりに何かを使った方が

よいと考えると、 サイ ・ エンドフィールドの 'Two To Devine' というトリックを思い出しました。

2 枚のカードを V 字型に開いて持ち、 ' ダウジングロッド ' に見立ててリボンスプレッドの上を

なぞって当てるトリックです。

そこで、 指の代わりに棒を使うことにします。 棒でなぞって選ばれたカードの上空で音をさせ

るのです。 音を出すのはいくらでも手段があります。 脇の下にはさんでおいて、 脇を締めて

音を出すこともできますし、 棒の下端に押すと音のするものをつけておき、 指で押すと音が

するようなものも使えます。 何もなくても、 横を向いて演じるのですから、 口で音をたてると

いうのもあります。 ということで、 あとはどのように演技をまとめるかを考えて、 つぎのようにい

たしました。 棒は割り箸を使います。
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* 方　法 *

デックの中に 1 枚のクリンプカードを紛れ込ませておき、 このトリックを演じるまえにボトムに

位置させます。

デックを相手に渡して後ろ向きになります。 相手にディールさせ、好きなところでストップして、

最後に置いたカードをのぞいておぼえさせ、 残りのカードをその上に重ねさせます。 前に向

き直ります。

何回かカットしますが、 最終的にクリンプカードが中央あたりにいくようにします。 そして裏

向きにリボンスプレッドします。 スプレッドするときに、 クリンプカードの位置を認知しておき

ます。

「ダウジングロッドというものがあります。 日本語で言えば占い棒です。 これがそうです」 と

言って、 内ポケットから棒を取り出します。 「割り箸に見えますが、 ただの割り箸ではありま

せん。 私の住んでいる高田馬場に ' 占いカフェ ' というのがありますが、 そこのコーヒーを

染みこませた有り難い割り箸です」 と話をします。 高田馬場にあるというのは本当です。 あ

なたの住んでいる地域にあるとして話してください。

「カードの方を見ないで、 この割り箸で選ばれたカードを当てます」 と言って、 体を左に向け

て、 ' 後ろ向きのカード当て ' と同じように、 箸をスプレッドの上空 10cm ぐらいで端から端を

往復させます。 最初は音を出しません。 何回目かでクリンプカードのあたりで音をさせます。

音をさせてもそこで手を止めずに、 端まで動かして手を止めます。

反対方向まで動かしますが、クリンプカードのあたりで音をさせます。まだそこで手を止めず、

反対の端まで動かして止めます。 それから数回往復させますが、 こんどはクリンプカードの

上の 20cm ぐらいの幅で往復させます。 その都度クリンプカードのあたりで音をさせます。

そのように往復させながら、 「このあたりですね」 と言って前に向き直ります。 まだ棒を往

復させています。 振り幅を狭めていき、 クリンプカードの下の選ばれたカードの上で音をさ

せて止めます。 クそしてリンプカードの下のカードを抜き出し、 選ばれたカードを名乗らせて

から、 そのカードを表向きにします。

* 備　考 *

舌を上に当てて息を吸うと " キュッ " という音がします。 口を動かさずに音をたてられます。

道具を使わなくても十分使えます。
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インビジブルソウト

= フレッド ・ ブラウエ、 雑誌 "Hugard Magic Monthly"、 1962 年 4 月 =

* 準　備 *

ダブルフェースカード 26 枚と、 ダブルバックカード 26 枚を使います。 ダブルフェースはすべ

て、 一面が赤で反対の面が黒のカードの組合せのものを使います。 ダブルバックカードと

ダブルフェースカードをよくシャフルして、 ケースにしまっておきます。

* 方　法 *

「これからお見せするマジックでは、 赤いカードと黒いカードを分ける必要がありますので、 時

間節約のため、 あらかじめ赤と黒を分けてあるカードを使います」 と言って、 用意したカー

ドを取り出し、 ケースからデックを出します。

赤の方を上にしてスプレッドして、 「このようにカードは裏表混ざっていますが、 赤と黒を反

対向きにしてあります」 と言ってカードを閉じ、 反対の面を上にしてスプレッドします。 カー

ドを閉じます。

「あなたは赤と黒のどちらがよろしいですか」 と問いかけ、 赤が選ばれたとします。 赤の表

を上にしてスプレッドします。 「赤のカードの中から１枚のカードを心の中で選んでおぼえてく

ださい」 と言います。 相手がおぼえたらカードを閉じます。

黒の表を上にしてスプレッドし、 「私は黒いカードを１枚心の中で選びます」 と言って、 カー

ドを見つめます。 そしてカードを閉じます。

「お互いに心の中で思っているカードを当てることは、 ふつうは不可能です。 しかし超能力

を持っている人には可能なのです。 あなたのカードは何でしたか」 と言って、 相手のおぼ

えたカードをたずねます。

赤い面を上にしてカードをスプレッドし、 あなたはこのカードを選びました」 と言いつつ、 相

手のカードを半分ほど抜き出し、 手前のエンドを持ち上げて、 反対側の面を見て、 何のカー

ドかを認知します。スペードの８だとしましょう。そのカードを抜き出してテーブルに置きます。

「それでは私が心の中で選んだカードを抜き出していただきます。 あなたには超能力がある

はずです」 と言って、 １枚の裏向きのカードを抜き出させ、 それを先に抜き出した赤の表向

きのカードの上にのせます。

「私の心の中で選んだカードはスペードの８です。 結果を見てみましょう」 と言って、 2 枚を

取り上げて、 ひっくり返しながら広げて、 テーブルに置きます。 スペードの８が現れます。
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* 備　考 *

ブラウエはこのマジックを、 15 年間マジシャンのいる席ではいっさい演ずることなく、 秘密が

漏れないように保ってきたと述べて、 自信作であることを強調しています。 たしかにストレート

な不思議さのあるマジックだと思いますが、 なぜ相手がカードを抜くまえにマジシャンのカー

ドを名乗らないのか、 私には理解できません。 相手が抜いてから自分のカードを名乗るのだ

としたら、 マークカードを使えばできることです。

相手に抜かせる時点ではすでに自分のカードと名乗るべきカードは決まっているので、 「私

が心の中で選んだカードはスペードの８です。あなたには超能力があるはずです。1枚のカー

ドを抜き出してください」 と言って、 抜かせればよいのです。

あなたがマジシャン

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 7 日 =

' インビシブルソウト ' にはおかしな点があります。 赤と黒を裏表で混ぜた状態でスタートする

ということではありません。 それは 「これからお見せするマジックでは、赤いカードと黒いカー

ドを分ける必要がありますかので、 時間節約のため、 あらかじめ赤と黒を分けてあるカードを

使います」 というセリフで、 いちおう正当化されています。

おかしいのは、 客に心の中で 1 枚のカードを思わせておきながら、 そのカードを当てないと

いうことです。 しかも相手の選んだカードをたずねて、 それを抜き出してテーブルに置いて

います。 これはいったい何なんでしょう。

ということで、 両方のカードを当てるというバリエーションが可能かどうか考えます。 けっきょく

のところそれが困難である理由は、 このトリックのタイトルにあります。 'Invisible Thought'( 見

えない心の中 ) と題したように、 ブラウエは ' 心の中でカードを選ぶ ' ということにこだわった

のです。 あることにこだわると、 思考の範囲が狭められるという顕著な例です。

ブラウエの原案の構成がおかしく感じたのに、 私がこの作品を捨て去らなかった理由は、 ダ

ブルバックとダブルフェースで行う ' ツーカードモンテターンオーバー ' を使って、 選ばれた

カードを現す部分の魅力です。

* 方　法 *

ブラウエの原案通りのデックを使い、 同じようなセリフを言って始めます。

混ざっている状態を原案のように見せて、 最終的に赤を上に向けて、 ボトムにダブルフェー

スがくるようにカットして、 グリンプスしてそのカードの黒面のカードをキーカードとして記憶し



62

ます。 そしてデックを相手に渡します。

あなたが後ろ向きになっているときに相手にやってもらうことを説明します。 1 枚ずつディー

ルしていき、 適当な赤いカードを置いたときにストップして、 その赤いカードをおぼえてから、

手に残っているカードをテーブルのカードの上に重ねてもらいます。 後ろ向きになり、 それ

をやってもらいます。

相手がやり終わったら前に向き直り、 デックを取り上げて、 「こんどは私が黒いカードを選

んでおぼえます」 と言いますが、 そのセリフを言いながら、 さり気なくトップの 4, 5 枚のカー

ドをダブルカットでボトムにまわします。 そしてデックをひっくり返します。 (4, 5 枚のカードを

ボトムにまわすのは、 もしもまわさないと、 相手のディールした枚数とあなたがディールす

る枚数が同じ枚数になってしまうからです )。

ディールしてキーカードが左手のトップに現れたらストップし、 最後にディールしたカードを指

さして、 「私はこのカードを選びました」 と言います。 それは相手が選んだカードの反対面

の黒いカードです。 そして手に残っているカードをテーブルのカードに重ねてそろえます。

あなたは選ばれたカードがだいたいどのあたりにあるか知っています。 その位置よりも 5, 6

枚程度上にブレークを作り、 「このようにカットすると、 選ばれたカードがどこに行ったかわか

らなくなります」 と言いながら、 ブレークを利用してダブルカットをやります。 選ばれたカード

がトップから 6, 7 枚目近辺に運ばれます。

「これからやるのは、 私とあなたが選んだカードを、 裏から見てあなたが当てるというマジッ

クです。 まずあなたの選んだカードを当てていただきます。 このようにカードを広げていきます

から」 と言いますが、 トップから広げていき、 6, 7 枚にあるあなたが選んだカードを見つけ、

そのカードより 5, 6 枚下のダブルバックカードの下面に右人さし指のつけ根を当てます。 「適

当な裏向きのカードを指さしてください」 とセリフを続けます。 そのダブルバックカードがあ

なたの選んだカードから何枚目からをおぼえておきます。 X 枚だとします。

相手が指さしたダブルバックカードをアップジョグし、 カードを閉じますが、 人さし指のつけ

根を当てているところにブレークを作ります。このカードはこちらに置いておきます」と言って、

アップジョグカードを抜いて、 テーブルの右の方に置きます。

「つぎは私の選んだ○○の××を当てていただきます」 と言いながら、 ブレークからダブル

カットします。 これで選ばれたカードはボトムから X 枚目に運ばれます。 デックをはっきりと

ひっくり返し、 「こうすると、 私のカードが裏向きになります」 と言います。

カードを広げ始めますが、 カード面を 30 度ぐらい手前に起こして広げ、 表面が相手によく

見えないようなやり方をします。



63

そして X 枚目にある選ばれたカード ( 矢印 ) が見えた

ら、 図 1 のように選ばれたカードの右隣りのカードに

左親指の先を当て、 左中指の先を選ばれたカードの

下面に当て、 両手を下げてカード面を水平に戻しつ

つ、選ばれたカードを左中指で右に押してカルします。

「では適当な裏向きのカードを指さしてください」 と言って、 カルしたカードを広げたカードの

下に保つて広げるのを続け、 相手に裏向きのカードを指ささせます。

指さされたら、 カルしているカードを指さされたカードの下にすべり込ませながら、 指さされ

たカードをアップジョグして、 ここで MC ダブルリフトを行います。 すなわち、 アップジョグカー

ドとカルしていたカードをそろえて抜いて、 トップに返して置くのです。 (MC ダブルリフトは、

"Card Magic Library" 第 7 巻、 115 ページ参照 )。

トップに返して置いたカードを指さし、 「ほら、 ○○の××です。 当たりました」 と言います。

○○の××はあなたの選んだカードの名前を言うのです。

トップのダブルフェースカードを右手に取り、 「あなたの選んだカードは何でしたか」 とたず

ねてから、 右手のカードでテーブルのダブルバックカードをすくい取り、 ひっくり返して広げ

てテーブルに置きます。 もしくは、 メキシカンターンオーバーのようにスイッチしてひっくり返

してもかまいません。

* 備　考 *

このトリックを演ずるには、 解説通りのデックでなければできません。 そのようなデックを用意

するのはたいへんなことです。 自分が演ずることも試すこともできないものを収録するのがた

めらわれましたが、 そこで思いつきました。 " 赤い面と黒い面を反対にしておく " という条件

を捨て去ればよいのです。 ばらばらなダブルフェース 26 枚とダブルバック 26 枚で作るのは

可能です。'チークトゥーチーク'のようにそのような組合せのデックを購入することもできます。

つぎのような演出で演ずればよいと思います。

「この間カードをよく混ぜてくれと言ったら、 こんな風に混ぜられてしまいました」 と言って、 半

分を表向き、 半分を裏向きでリフルシャフルします。 「" この状態でやってみて " というので、

私はそのチャレンジを受けることにいたしました」 と言って、 同じように演じます。

1
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エーセズアップフロントアゲイン

= マルセロ ・ コンテント、 雑誌 "MUM"、 1995 年 6 月 =

読んだ文献を記憶していませんが、 つぎのようなカードマジックがあります。 はっきり記憶し

ていませんが、 カール ・ ジャーメインの考案だったと思います。

2 人に選んでもらったカードをデックに返してもらい、 デックをシャフルしたあと、 ステム ( 脚 )

のついたゴブレットにデックを入れます。 フェースに見えているのは客のカードではありませ

ん。 ゴブレットにハンカチーフをかけて、 魔法をかけます。 ハンカチーフをどけると、 フェース

に１人目の客のカードが現れます。 そのカードを抜いて後に入れます。 ふたたびハンカチー

フをかけ、 魔法をかけてからどけます。 2 人目のカードがフェースに現れます。

このマジックには 1 枚のダブルフェースを使います。 ダイヤの９とクラブの２のダブルフェース

だとします。 この 2 枚のレギュラーカードを、 2 人の客にそれぞれフォースします。 デックを

ゴブレットに入れたとき、 フェースに客のカード以外のカードがあり、 バックにダブルフェース

カードがあります。 そのカードの下には、 1 枚のカードが他のカードとは反対の向きにセット

されています。

ハンカチーフをかけたとき、 ハンカチの陰でゴブレットを 180 度回転します。 ハンカチをどけ

ると、 ダブルバックの 1 面がフェースに現れます。 そのカードを抜いて、 バックに入れます。

もういちどハンカチーフをかけながらゴブレットを回転し、 ハンカチーフをどけると、 2 人目の

カードがフェースに現れます。

"MUM" 編集者のラリー・ホワイトによると、この原理を使って 4 枚のＡを出現させるマジックが、

"ABRACADABRA"1960 年 5 月号に 'MILTON ACES' の名前で書かれているそうです。

ミルトンのバージョンでは、 4 枚のＡのうち、 3 枚がダブルフェースを使います。 そして 1 枚

ずつ出現させます。 これから説明するマルセロ ・ コンテントのバージョンでは、 いちどに 2 枚

ずつＡが出現し、 ミルトンのやり方が冗長であったのに対して、 演技がスピードアップされて

います。 さらに優れていることは、出現したＡはノーマルなカードなので、そのあと他のフォー

エーストリックに続けられるということです。

* 準　備 *

1 枚のダブルフェースカードを使います。 ダイヤの９とクラブの２であるとします。 デックを

フェースからつぎの順でセットします。

9D/2C、 AC、 AS、 2C、 X、 X、 X、、、、X、 X、 X、 9D、 AD、 AH

最後の 3 枚、 9D、 AD、 AH だけ裏向きです。
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* 方　法 *

ダブルフェースカードのダイヤの９の側を観客に向けて、下の 2 枚のＡを見せないようにデッ

クを広げて、 「いまから 4 枚のＡを不思議な方法で出現させます」 と言います。 そしてカー

ドをそろえます。

ダブルフェースのダイヤの９を観客に向けてデックをゴブレットに入れます。 フェースのダイ

ヤの９をさし示し、 「このカードは赤ですから赤いＡを呼び寄せます」 と言って、 ハンカチーフ

をかけるとき、 ゴブレットを 180 度回転させます。 魔法をかけからハンカチーフをどけます。

ハートのＡが出現しました。 ハートのＡとダイヤのＡを抜き出して、 テーブルに置きます。

バックからダブルフェースカードを抜き出して、 フェースに入れます。 クラブの２が観客に見

えています。 「このカードは黒ですから、 黒いＡを引きつけます」 と言って、 ハンカチーフを

かけるとき、 ゴブレットを 180 度回転させます。 魔法をかけてからハンカチーフをどけます。

クラブのＡが出現しました。 クラブのＡとスペードのＡを抜き出して、 テーブルに置きます。

* 備　考 *

出現したＡをどけたときに、 もとのフェースカードがあることが、 出現現象を強めていることに

ご注目ください。 原案よりはるかに強力なマジックになっていると思います。

アップアップエーセズ

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 16 日 =

ステージマジックとかサロンマジックとしてはゴブレットを使うのは良いですが、 ゴブレットを使

いたくない場合のためのバリエーションを考えました。

* 準　備 *

フェースからつぎの順にセットしますが、 コンテントの原案と違うのは、 フェースから 4 枚目

のクラブの２のつぎに、 ダイヤの９があることです。

9D/2C、 AC、 AS、 2C、 9D、 X、 X、 X、、、、X、 X、 X、 9D、 AD、 AH

原案と同じように、 最後の 3 枚、 9D、 AD、 AH だけ裏向きです。

* 方　法 *

ダブルフェースカードを上にしてデックを広げますが、 クラブのＡからダイヤの９を見せない

ような広げ方をします。 「この中から不思議な方法で 4 枚のＡを現します」 と言います。
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カードをそろえてディーリングポジションに持ち、 フェースカードを指さして 「これが赤いカー

ドですから、 まず赤いＡを現します」 と言います。 右手でハンカチを取り上げてデックにか

けるとき、 デックを密かにひっくり返します。

魔法をかけてからハンカチをどけます。 フェースに赤いＡが現れます。 それら 2 枚をどけて

テーブルに置きます。

下からダブルフェースカードを抜いていちばん上に置きますが、 上から 2 枚目のダイヤの９

の下にブレークを作ります。 フェースカードを指さして 「これは黒いカードですから、 つぎは

黒いＡを現します」 と言います。

ハンカチをかけて魔法をかけます。 ハンカチをどけるときハンカチといっしょにブレーク上の

2 枚をつかんで取り上げ、 まだデックがハンカチの中にある段階でデックをひっくり返します。

そしてハンカチを脇に置きます。 その中に 2 枚のカードが入っているので、 カードの輪郭が

目立たないような置き方をします。

デックのフェースに黒いＡが現れます。 それら 2 枚を取ってテーブルに置きます。

ハンカチをカードごとしまってしまえば、 残ったのはノーマルデックの 52 枚ですから、 4 枚

のＡを使ったマジックに続けられます。

ロウダウントリプルディーリング

= カルム ・ マルケイヒー、 ウェブサイト "Card Colm"、 2004 年 10 月 =

カルム ・ マルケイヒーの "Card Colm" というウェブサイトの 2004 年 10 月号に、 ' ロウダウント

リプルディーリング ' が解説されています。 いままでにない数理的原理によるもので、 原理と

してはたいへん面白いものです。 いくつかの応用トリックのうち、 マルケイヒーが最初に解説

しているのがつぎのようなものです。

デックを相手に渡し、 好きなだけシャフルさせます。 相手にアイスクリームのフレイバーで

好きなのを言わせます。 'Chocolate' が選ばれたとします。 それからデックからだいたい 1/4

ぐらいをカットさせ、 残りはわきに置かせます。

マジシャンも何枚かのカードを取り、 それで相手にやってもらうことを説明します。 やっても

らうこととは、 相手の言った 'Chocolate' のスペルに合わせてカードをディールして、 残りの

カードをディールしたカードの上に重ねさせる、 というのを 3 回やらせることです。

相手がそのようにやり終わったとき、 マジシャンはいちばん上にあるカードを当てることがで

きます。
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このトリックの原理はつぎのようなものです。 使う枚数が X 枚だとしたら、 X の半分以上 X ま

での枚数を使って、 前述のようにその枚数をディールして残りのカードを重ねる、 というのを

3 回やると、 最初にボトムにあったカードがトップにくる、 というものです。 したがって上記の

応用例では、 相手がカットしたカードのボトムカードをグリンプスしておけば、 そのカードが

最終的にトップにくるので当てられる、 というわけです。

サードタイムチャーム

= ジャック ・ パーカー、 雑誌 "Genii"　2007 年 6 月 =

ロウダウントリプルディーリングを使ったスペルトリックです。

* 方　法 *

3 人の客にスペル数 12 のカードをフォースします。 シャフルされたデックをだいたい 3 等分

させて、 3 人の客のカードをそれぞれのパケットに入れさせますが、 それぞれボトムにコン

トロールします。 それからそれぞれのパケットをそれぞれの客に渡します。

自分のカードのスペル分ディールさせ、 残りのカードをディールしたカードの上に重ねさせま

す。 3 人とも 12 枚ディールすることになります。

時計方向に隣りの人にパケットを移動させ、 また自分のカードのスペルで同様のことをやら

せます。 さらに時計方向に移動させ、同じことをやらせます。 これで 3 人の選んだカードは、

各パケットのトップから現れます。

マジシャンズパワー

= 加藤英夫、 2007 月 6 月 29 日 =

* 準　備 *

パケットトリックとして用意してください。 DA、 2C、 3H、 4S、 5D、 6C、 7H、 8S、 9D、 10C の 10

枚を使います。 裏面に１から 10 が判別できるマークをつけます。 ダクハスの順になってい

ますから、 数がわかればマークもわかります。

ミスターマリック (8)、 マギーシロウ (6)、 ランスバートン (7)、 オキト (3)、 ユリゲラー (5) のス

ペル数の違うマジシャンの名前を紙に書いておきます。

* 方　法 *

選んだ名前でカードをディールするやり方を説明します。 「ここに文字数の違う名前が 5 種

類ありますが、 この中のひとつを使って、 あなたにこのようなことをやってもらいます。 ここに
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はありませんが、 たとえばカトウヒデオを使うことにしたとします。 カ、 ト、 ウ、 ヒ、 デ、 オと

いうように、 文字に合わせてカードを置きます。 そして残りのカードを上に重ねます。 カード

を取り上げて、 同じことをあと 2 回、 合計 3 回やっていただきます」。 このセリフは、 カード

で手本を見せながら言います。

ここで 10 枚を相手にシャフルさせ、 10 枚をあなたの左手の上にのせさせます。 右手でつ

かみ、ボトムカードを相手に向けて、「このカードをおぼえてください」 と言います。 そのとき、

トップカードのマークを見て記憶します。 これをキーカードとします。

それから 10 枚を相手に渡し、 あなたは後ろ向きになります。 そして相手に任意のマジシャ

ンの名前で、 ' ロウダウントリプルディーリング ' をやらせます。 終わったらカードをテーブル

に置かせます。

前に向き直り、 トップから相手が記憶したカードを現します。 そのカードを裏向きにトップに戻

し、 カードの表を相手の方に向けて広げ、 「というわけで、 この中から自由に選ばれたカー

ドを当てることができました」 と言います。 そのとき、 キーカードがトップから何枚目にある

か認知します。

それがＸ枚目だとしたら、 相手はＸ－１の文字数の名前を使ったとわかります。 「ところで、

あなたはマギーシロウの名前を使いましたね」 と言って終わります。

ナンバーパワー

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 25 日 =

ジャック ・ パーカーの ' サードタイムチャーム ' では、 選ばれたカードのスペル数でトリプル

ロウダウンディールをやりました。 英語のスペルでやるのは日本人相手にはやりづらいです。

' マジシャンズパワー ' では、 マジシャンの名前の文字数を使って、 選ばれたカードを当て

ています。 英語のスペルでやるよりはやりやすいですが、 使うカード以外に名前のリストを用

意しておかなければならない、 という面倒くささがあります。

そしてどちらの方法においても、 ボトムカードをおぼえさせて、 ある操作の結果としてそれを

トップから現すという、 純粋な数理トリックとしての弱さがあります。 相手は選んだカードがボト

ムにあったのを知っているわけですから、 「どうして下にあったカードが上から出てきたのだろ

う」 と感じるはずです。

使う数については、 カードそのものの数を使うということに差し替えます。 ボトムカードをおぼ

えさせるという弱点は、 選ばれたカードを相手にわからないようにボトムにコントロールする、

ということに置き換えます。 そのことによって数理的なニュアンスが抑制されて、 不思議さが

グレードアップしたと思います。
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* 方　法 *

使うカードは、 赤い３、 ５、 ６、 ７、 ８と、 黒い３、 ５、 ６、 ７、 ８です。 マークを適当に混ぜ

てください。 これら 10 枚をよく混ぜておきます。

10 枚を表向きに広げて見せ、 「これらの中から 1 枚のカードを選んでいただき、 そのカード

の数によって不思議なことが起こる、 というマジックをご覧にいれます」 と言います。

10 枚を相手にシャフルさせたあと、 裏向きに広げて相手に 1 枚指ささせます。 そのカード

をアップジョグして表を見せるとき、 そのカードの左下コーナーをアップジョグクリンプします。

( アップジョグクリンプは、 "Card Magic Library" 第 10 巻、 43 ページ )。 アップジョグカード

を押し込んで、 10 枚を相手に渡してシャフルしてもらいます。

10 枚を受け取り、 もしもクリンプカードがボトムにあったら何もしません。 3 枚目あたりから

9 枚目あたりにある場合は、 つぎのような手本の説明でクリンプカードをボトムに運びます。

「あなたのカードの数だけテーブルに置いてください。 たとえばこのようにです」 と言って、

クリンプカードが手元のトップに現れるまでディールします。 「あなたのカードの数だけ置い

たら、 残りのカードを上に重ねてください」 と言って、 残りのカードをテーブルのカードに重

ねます。

「あなたのカードの数によっては、 このように」 と言って、 最初とは違う枚数をディールして、

「違う枚数を置くことになります」とセリフをつなぎます。 そして残りのカードをテーブルのカー

ドの上に重ねます。

もしもクリンプカードがトップにあったら、説明を 1 回だけすることによって、ボトムに運びます。

トップから 2 枚目にあった場合は、 最初にダブルディールして 1 回だけ説明します。

なお、 以上の手本の説明の操作中に、 クリンプを解消しておいてください。

相手に 10 枚を渡し、 ロウダウンディールを 3 回やらせます。 そして選んだカードを名乗ら

せてから、 トップカードを表向きにさせます。

* 備　考 *

カードを使わずに、 ３文字、 ５文字、 ６文字、 ７文字、 ８文字のアイテムを 2 枚ずつ用意して、

選ばれたアイテムカードを現す、 ということに置き換えることもできます。 アイテムの絵と、 そ

の名前を印字しておけば、 パケットトリックとしても魅力のあるものになると思います。
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魔法の計算

= 考案者不明、 出典不明 =

* 現　象 *

あなたと相手が任意の枚数のカードをテーブルに置きます。 その枚数をもとに足し算や掛

け算や引き算をすると、 答えの数がテーブルに置かれたカードの枚数を当ててしまうという

マジックです。

* 方　法 *

「適当な枚数を取ってテーブルに置きます」 と言って、 カードを広げて上から 6 枚のカード

を取り、そろえてテーブルに置きますが、相手の前の右の方に置きます。 取った枚数がはっ

きり分からないようにやってください。

「私が後ろ向きになったら、あなたも適当な枚数を取って、このへんに置いてください」 と言っ

て、 相手の前の左の方を指さします。 相手に一組を渡し、 後ろ向きになります。

相手がカードを取って置いたら、 残りのカードをわきに捨てさせます。 「あなたから見て右の

カードの枚数を数えてください。 つぎに左のカードを数えてください」 と指示します。 相手が

両方を数えたら、 両方の枚数を足し算させます。

「その結果に 2 を掛けてください。そしてそこから 10 を引いてください。さらに答えを 5 倍して、

それから 4 を引いてください」 と指示して、 その通りの計算をしてもらいます。 そして最後

の計算結果をたずねます。 "96" であったとしましょう。 前に向き直ります。

「私はカードの合計枚数を知りませんから、 計算結果をコントロールすることはできません。

ところが最後の答えが両方のカードの枚数を示しているのです。 "96" ですから、 こちらは 9

枚あります」 と言って、 相手が置いた組を指さし、 その組の枚数を数えさせます。 9 枚あり

ます。 「こちらは 6 枚です」 と言って、 あなたが置いた組を数えさせます。 やはり当たって

います。

* 備　考 *

最後の計算結果が 3 桁になった場合には、 最初の 2 桁が相手の置いたカードの枚数を示

していますから、 そのように当ててください。
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セルフカリキュレーション

= 改作 ： 加藤英夫、 2014 年 10 月 30 日 =

' 魔法の計算 ' は数理的原理は面白いですし、 見た人にとってもそれなりに面白いとは思い

ます。 しかしながら数理的な雰囲気がもろに漂います。 数理的な味はそのままにして、マジッ

ク的に終わるというまとめ方を考えてみました。

* 準　備 *

トップから 6 枚目に６のカード、 トップから 7 枚目以降に、 ＡからＫまでの 13 枚を順番にセッ

トしておきます。

* 方　法 *

トップ 19 枚が狂わないようなシャフルを行ったあと、 デックを表向きに広げ、 「よく混ざって

います」 と言いますが、 トップのセット部分の 19 枚目のＫが見えるまで広げ、 それより先

は広げません。 そのＫの手前カードの上にブレークを作ってカードを閉じ、 ブレークを保っ

たままデックを裏返します。

「カードが多すぎると時間がかかるので、 枚数を減らします」 と言って、 ブレークからカット

して、 下半分をわきに捨てます。 トップから 20 枚を使うことになります。

「あなたにもやってもらいますが、 私が先にやります。 このようにカードを広げて」 と言いな

がらカードを広げ、「適当なところから分けて」と言って、右手で 6 枚を分けて取ります。 「テー

ブルに置きます」 とセリフを続けて、 右手に取ったカードを相手の前の、 相手から見て少し

右に置きます。

「あなたは残りのカードをこのように広げて、 多く取っても少なく取ってもいいですから、 取っ

たカードをこちらに置いてください」 と、 先に置いたパケットの左隣りを指さします。 「残りの

カードはこちらの上に捨ててください」 と、 わきに捨てたカードを指さして言います。

カードを相手に渡して後ろ向きになります。 「ではカードを広げて適当なところから分けてく

ださい。 そろえてテーブルの左隣りに置いて、 残りのカードはわきに捨ててください ｣ と、 も

ういちど指示を出します。

相手がそこまでやったら、 左の山を取り上げて、 1 枚ずつテーブルに置いて数えてください。

音を出さないようにやってください」 と指示します。 「数え終わりましたか。 その枚数を忘れ

ないでください。 こんどは右の山を取り上げて、 同じように数えてくださいと指示します。
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ここでもう前向きになってかまいません。 「この山の枚数とこの山の枚数を足し算してくださ

い。 その答えを 2 倍してください。 そしてその答えから 10 を引いてください。 そうしたらそ

の答を 5 倍してください。 最後に答えから 4 を引きましょう」 と指示します。

「最後の答はいくつになりましたか」 とたずねます。 ""86" だとします。 「計算結果がカード

の枚数を当てています。 答が 86 ですから、こちらの山が 6 枚で、こちらの山が 8 枚ですね」

と当てます。

「じつはカード自体も計算機能があって、 枚数を当てています」 と言って、 相手から見て右

のトップカードを表向きにして、「ほらこちらが 6 で」と言って、左のトップカードを表向きにして、

「こちらが 8 です。 ちゃんと計算が合っています」 と言って終わります。

モアライズ

= ロバート ・ ニール、 雑誌 "Pallbearer's Review"、 1970 年 11 月 =

まずはひとつのトリックをお読みください。 原著からの忠実な解説です。 私が考えたのは、

見せ方のアイデアですから、 作品として記録するのではなく、 備考で説明いたしました。  

* 方　法 *

デックの中から 4 枚のＱと 4 枚のＫを出し、 どちらもダクハスの順に並べ、 一方の 4 枚を

他方の 4 枚に重ねます。 8 枚の表を相手に向けて広げ、 心の中で 1 枚選ばせます。

「コンピューターで当てます」 と言って、 表を相手に向けてカードをリバースファローし、 アッ

プジョグした 4 枚を引き抜いて、 その中に相手が思っているカードがあるかたずね、 あると

言ったら、 その 4 枚を他の 4 枚の上にそろえます。 ないと言ったら、 その 4 枚を他の 4 枚

の下にそろえます。

もういちどアップ＆ダウンして引き抜き、 アップの 4 枚の中に相手のカードがあるかたずね。

あると言ったら、 こんどはそのパケットを他のパケットの下に入れてそろえます。 もういちど

同じことをやりますが、 相手のカードがあるといった方を上に重ねます。

「これから 3 つ質問しますから、 嘘でも本当でも適当に答えてください」 と言って、 左から始

めて 2 つの山に 1 枚ずつディールします。 「まず、あなたのおぼえたカードは女性でしたか、

それとも男性でしたか」 とたずねます。 相手の答えにかかわらず、 右のパケットを表向き

にします。 そのフェースには、相手のカードと同じ性のカードが現れます。 表向きにしたカー

ドをどけます。

裏向きに残っている 4 枚を左右の山にディールし、 「あなたのカードの色はどちらでしたか」
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とたずねます。 相手の答えにかかわらず、右の山を表向きにします。 フェースに相手のカー

ドと同じ色のカードが現れます。 表向きにしたカードを捨てます。

裏向きに残っている 2 枚を左と右に分けます。 「あなたのカードのマークは何でしたか」 と

たずねます。 相手の答えにかかわらず、 右のカードを表向きにします。 相手のカードと同じ

マークのカードが現れます。

相手のカードを名乗らせてから、 最後に残ったカードを表向きにします。

* 備　考 *

以上の説明は原著に忠実に書いたものですが、 右のパケットを表向きにするときに何かを

言った方がよいと思います。 「あなたが嘘をついたか真実を言ったかは、 こちらのカードを見

ればわかります」 と言って、 右のパケット ( もしくは 1 枚 ) を表向きに返します。 それが相手

の言ったのと同じ性、 色、 マークかどうかによって、 「これがＱですから、 あなたは嘘をつき

ましたね」 とか、 「これが黒ですから、 あなたは真実を言いましたね」 などと言います。

そのようなセリフを言わないで演じるとしたら、 たんにパズル的なプロセスを見せただけのこと

になってしまいます。 しかしながらこのトリックでは、 そのようなセリフを言ったとしても、 まだ

パズル的な雰囲気は消せるわけではありません。 このように根っからパズル的トリックは、 ど

うしたらマジックとして演じたらよいのでしょうか。 ここは思い切って、 パズル的操作を生かし

た演出をこじつけるしかありません。

「つぎにお見せするのは、 コンピューターがマジックをやるとこんな風になる、 というマジック

です」 と言って始めます。

相手にカードを思わせたあと、 「コンピューターはデータを処理するとき、 1 か 0 で処理しま

す。 ですからカードをこのように上と下に分けます ｣ と言って、 リバースファローします。 そ

して上記の説明のように、 アップした方の 4 枚を見せて、 その中に相手の思っているカード

があるかどうかたずね、 カードを重ねるというのを 3 回やります。

「ここまではデータのインプット操作です。これからいよいよコンピューターが結果をアウトプッ

トし始めます。 ここにプリンターがあると想像してください」 と言って、 テーブルのあなたの

前の部分を指さします。

「プリンターが印刷を始めます」 と言って、 トップカードをテーブル手前にディールし、 2 枚

目はテーブルのセンターにディールします。 そのあと手前とセンターに交互にディールしま

す。 そしてセンターに置かれたカードを指さして、 「まずはあなたの思ったのがＱかＫである

かがアウトプットされました」 と言って、 センターのパケットを表向きにします。 それがＱで
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あれば、「これがＱですから、あなたが思ったのはＱです」と言います。 ＫならＫだと言います。

表向きにしたパケットをわきに捨てます。

「またプリンターが作動します」 と言って、 手前とセンターにディールします。 センターの 2

枚を取り、 「こんどはあなたの思ったカードの色がアウトプットされました」 と言って、 2 枚

を表向きにします。 それが黒であれば、 「これが黒ですから、 あなたが思ったのは黒です」

と言います。 赤なから赤だと言います。 この 2 枚をわきに捨てます。

「こんどはあなたの思ったカードのマークがアウトプットされます」 と言って、 手前とセンター

に 1 枚ずつディールします。 センターの置かれたカードを表向きにして、 「これがクラブです

から、 あなたの思ったのはクラブのＱ ( もしくはＫ ) です」 というように言います。

「最後にあなたが思ったカードがアウトプットされます」 と言って、 手前のカードを取り、 表

向きにしてセンターに置かれているカードの上に投げ落とします。

というわけで、 もともとマセマティカルでほとんど不思議さのないトリックでも、 面白さのグレード

だけは上がったと思います。
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Part 07　ギャフでパワーアップ

この Part には、 ノーマルカードで演じていたトリックを、 ギャフカードを使用することによって、

効果をはるかにレベルアップさせたバリエーションを収録いたしました。

サガシヤスイジョーカー

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 14 日 =

このトリックの題名は駄洒落です。 ' サガシャスジョーカー ' のひとつのバージョンです。

"Card Magic Magazine" No.21 に解説されている、 スチュワート ・ ジュダの ' アナザーシャガ

サスジョーカー ' はつぎのようなトリックでした。 短いので方法全文を再録しておきます。

デックからジョーカーを抜き出しておきます。 後ろ向きになっている間に 3 人の客に 1 枚ず

つ選ばせ、 表を見ないでテーブルに置き、 上から雑誌もしくはたたんだ新聞で覆わせます。

前に向き直り、 ジョーカーを取り上げ、 それをトップチェンジでトップカードとすり替えます。

そのカードをグリンプスします。 そのカードを第 1 の客が置いた雑誌の下に入れて、 ジョー

カーに選ばれたカードを見させると説明します。 雑誌の下で、 選ばれたカードと手に持って

いるカードをすり替えます。 すり替えたカードを外に出し、 耳元に当ててささやきを聞く演技

をします。 そのときそのカードをグリンプスします。 そして雑誌の下のカードを告げて、 客に

名前をメモさせます。

第 2 の客のカード、 第 3 の客のカードでも同様に行います。 そのあと手にあるカードとデッ

クのトップのジョーカーをトップチェンジします。

メモされた名前を読み上げさせ、 雑誌をどけて、 それぞれのカードが当たっていることを示

します。

これに対する同誌に収録した私のバージョンは、 52 枚のダブルフェースカードを使うという、

壮烈なものでした。 読んでもやる人がいるわけないので、 今回、 実際に演じられる方法を考

えました。

* 方　法 *

上記のジュダのやり方をマークドデックで演じます。 それだけのさし替えです。
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サーティダズン

= アルド ・ コロンビーニ、 雑誌 " Linking Ring"、 1999 年 8 月 =

このマジックは、 J.K. ハートマンの "After Craft"(1995 年 ) の 'All For One' のバリエーション

ですが、 原案との違いは、 備考にて説明いたします。

* 準　備 *

絵札をすべてトップにセットしておきます。

* 方　法 *

最初にトップから１枚の絵札をダブルカットでボトムに運びます。 その絵札がスペードのＪで

あるとします。

「これから見せるマジックは ' 不思議なスペードのジャック ' というマジックです」 と告げ、カー

ドを両手の間で広げていきます。 そして相手に 12 枚のカードを指さしてくれと頼みますが、

トップの 11 枚の絵札が過ぎてから指さされるようにタイミングを合わせます。 指さされたカー

ドをアップジョグしていきます。

もしも相手が 12 枚の中にボトムカードを含めたら、 そのままでかまいませんが、 含めなかっ

た場合には、 アップジョグアディションによってボトムのスペードのＪを加えます。

アップジョグしたカードを抜き取り、 残りのカードをテーブルの手前の方に置きます。 抜き出

した 12 枚 ( もしくは 13 枚 ) を指さして、 「この 12 枚が絵札であることを想像してください。

そして中から適当な 4 枚を選んでください」 と言いながら、 ボトムから 2 枚目の上にブレー

クを作ります。

カードを広げて 4 枚を指ささせ、 指さされたカードをアップジョグします。 もしも 2 枚重なって

いるボトムから 2 枚目のカードが最後に指さされたら、 それら 2 枚を 1 枚のごとくアップジョ

グして、 他の 3 枚とともに抜き取ります。 もしそのカードより上で 4 枚が選ばれたとしたら、

ブレークを解消して、アップジョグされた 4 枚を抜き取るときに、ボトムの 1 枚 ( スペードのＪ )

をアディションします。 残りの 7 枚のカードは右の方に置きます。

手に持っているカードをボトムの 2 枚を重ねて 4 枚として広げます。 「この 4 枚がすべてＪで

あると想像してください。 4 枚のＪの中には黒いＪが 2 枚あります。 どれとどれがそうだと思

いますか」 と言って、 2 枚指ささせます。 もしもボトムの重なった 2 枚が指さされた場合は、

その 2 枚ともう１枚をアップジョグし、 3 枚を抜き取り、 残りの 2 枚をテーブルの右の方のパ

イルの上にのせます。
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ボトムの 2 枚が指さされなかった場合は、 指さされた 2 枚をアップジョグして抜き取るとき、

ボトムのスペードのＪをアディションします。 残りの 2 枚を右のパイルにのせます。

ボトムの 2 枚を重ねて 2 枚のように広げ、 「この 2 枚が黒いＪだと想像してください。 スペー

ドのＪは上だと思いますか、 それとも下だと思いますか」 とたずねます。 相手が下と言った

場合は、 「それではこちらは捨てます」 と言って、 上の 2 枚をダブルで取り、 テーブルのパ

イルの上に捨てます。

相手が上と言った場合は、 いちばん上のカードを手

前に少しずらし、 右手を図 1 のようにかけて、 中指

の先を 2 枚目のカードに当てて、 右手を前に動かし

ます。 いちばん下のカードがいちばん上のカードとそ

ろったところで止めます。

2 枚目のカードだけが前に突き出ています。 そのカードを抜いていったんトップにのせ、 そ

れからトップの 2 枚を取って、 「それではこちらを捨てます」 と言って、 テーブルのパイルの

上に捨てます。 「最後に残ったのがこのカードです」 と言って、 スペードのＪを相手の前に

置きます。

デックを取り上げて、 「あなたは最初にこの中から 12 枚のカードを選びました」 と言いなが

らカードを広げ、 密かにトップから 11 枚目を認知し、 「そしてさらにその 12 枚の中から 4 枚

のカードを選びました」 と言いながら、カードをそろえるときにトップから 11 枚目の下にブレー

クを作ります。

「そして最後にその１枚を選びました。 それがスペードのＪだったら不思議ですね」 と言いつ

つデックを右手に移し、 左手で客の前のカードを指さします。 そして 「そのカードを表向きにし

てください」 と言って、 相手が表向きにするとき、 デックをテーブルのパケットの上に重ね、

すぐにブレークから上の 11 枚を右方に運び、 そこに置きます。

「あなたがずっと想像しながらやってきたために、 想像が現実のものとなってしまいまし。 も

しもそうだとすると、 こちらのカードはどうなっているでしょう」 といって、 右のパケットを取り

上げて、 表向きにスプレッドします。 すべて絵札です。

* 備　考 *

ハートマンの原案では、 スペードのＪを現すところまでで、 絵札全部を見せることはしていま

せん。 そして最後の 2 枚 (3 枚 ) から１枚捨てるところのハンドリングが違いますが、コロンビー

ニのやり方の方がよいと思われますので、 あえて原案は説明いたしません。

1
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イマジネーションミステリー

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 18 日 =

私が ' サーティダズン ' を読んですぐに考えたことは、 最後にパケットのスイッチをやらない

で済むなら、 このマジックはギャフカードを使って演ずるに値するということです。 そしてすぐ

にこのバリエーションを考えつきました。 結果的に最後にパケットのスイッチを行うことになる

のですが、 それは絵札を得るためでなく、 絵札を他のカードにすり替えるためです。 その意

味は説明を読めばわかります。

* 準　備 *

4 組のデックからすべての絵札を抜いて、 トップから 4 枚が同一の絵札、 つぎの 4 枚が他

の同一の絵札、、、 というように、 同じ絵札 4 枚ずつを重ねて 48 枚のデックを使います。 こ

のデックをケースに入れて置きます。 もうひとつのケースには、 絵札以外の 40 枚の字札を

入れてポケットに入れて置きます。 この字札 40 枚の裏面の模様は、 絵札の裏面の模様と

区別できるマークをつけておきます。 裏向きにリボンスプレッドしたときに認知できる必要が

あるので、 左上と右下のコーナー近くをマーキングします。

* 方　法 *

デックをリボンスプレッドします。 相手にバラバラの 6 枚のカードを選んで、 他のカードより

半分ほど突き出させてもらいます。 バラバラと指定することによって、 相手は同じ絵札を選

ぶことはありません。 間に 3 枚のカードがあれば、 その 2 枚は異なるカードです。 もしも間

に 2 枚以内しかない場合は、「もう少し離れたのを選んでください」と言って、やり直させます。

「私も 6 枚選びます」 と言って、 端から 4 枚ずつのサイトカウントを行いながら、 相手が選

ばなかった絵札を引き出します。 相手が 6 枚の異なる絵札を出したのですから、 必ずあと

6 枚出すことによって、 12 枚の異なる絵札を出すことができます。

12 枚を抜いてひとつのパイルにして、 残りのカードを集めて、 「他のカードは使わないので

しまいます」 と言って、 ケースに入れてポケットに入れます。

相手に 12 枚のカードをシャフルさせ、 受け取ったらボトムカードをグリンプスします。 それ

がハートのＱだとしたら、「これからお見せするのは、不思議なハートのＱというマジックです」

と話します。 そしてここから先はコロンビーニとまったく同じハンドリングによって、 ハートの

Ｑを最後に残します。 途中のセリフも同じです。

ハートのＱを見せてクライマックスとしたら、 さり気なくポケットからセットしてあったケースを

取り出し、テーブルから絵札を取り上げてケースにしまおうとします。 途中で手を止めて、「こ

こまで想像力を働かしてきたので、 イマジネーションが現実となってしまいます」 と言って、
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12 枚がすべて絵札であることを見せます。

ここでケースからカードを出して、「なぜ 12 枚の絵札が出てきたか説明いたしましょう」 と言っ

て、 40 枚のカードを裏向きにリボンスプレッドします。 絵札 12 枚をスプレッドの中に裏向き

にバラバラに入れていきます。

カードを閉じて、裏向きに相手に渡し、よくシャフルしてもらいます。 そしてカードを受け取り、

裏向きにリボンスプレッドします。 「もういちど適当に 12 枚を抜き出します」 と言って、 マー

クの違いによって絵札を抜き出します。 突き出させるのではなく、 スプレッドから完全に抜き

出すのです。 12 枚抜き出したあと、 スプレッドを閉じてわきに置きます。

抜き出した 12 枚を集め、 「先ほどは 12 枚が絵札だと想像しましたが、 じつをいうと想像し

なくても絵札になるのです。 なぜならこれは、 マジックだからです」 と言いながら、 12 枚を

表向きにリボンスプレッドします。 「もちろん残りのカードには絵札はありません」 と言って、

わきに置いてあるカードを取り、 表向きにリボンスプレッドします。

裏と表のプリデイクション ・ パワーアップ版

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 14 日 =

"Part 01 部分を差し替える " に、 ' 裏と表のプリデイクション ' が解説されています。 たいへ

ん素晴らしいトリックですが、 裏面と表面の全部を広げて見せられないのが、 ちょっと残念で

す。 その部分をギャフを加えることによって改善させたバージョンです。 原案が売りネタの可

能性がありますので、 やはり原案を知っていることを前提に説明させていただきます。

17 ページの私のバージョンでと同じセットとしますが、 エンドショートとエンドロングが交互に

しておけば、 つぎのように演じることができます。

* 方　法 *

裏向きにドリブルオフスプレッドします。 全部違う裏面が見えます。 上半分は本当に全部違

う裏面ですが、 下半分は 1 枚おきに同じ裏面がありますが、 スベンガリ機能によって違う

裏面が現れます。 スプレッドしたあと、 上半分をさらに広げて見せます。

カードをそろえて表向きにリボンスプレッドします。 全部違う表面が見えます。 表向きでの上

半分は本当に全部違う表面ですから、 スプレッドしたあと、 表面が違う部分をさらに広げて

見せます。

あとのやり方は同じです。
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Part 08　その他

1935 プリディクション

= 二川滋夫＋加藤英夫、 2014 年 10 月 13 日 =

これは、 カードトリック以外のものをカードトリックにアレンジしたバリエーションです。 あくまで

もカードを使って演じられるようにしただけで、 主たるアイデアは原案者による部分が大きい

です。

雑誌 " リンキングリング "1979 年 8 月号に、 二川滋夫さんの面白い数理トリックが解説され

ています。 'Prediction 5860920' というタイトルです。 つぎのような現象です。

4 枚の紙片の表と裏に、 39/51、 52/68、 65/85、 26/34 と書かれています。

4 枚をミックスして、 １枚取らせます。 その向きのまま置かせます。 残りの 3 枚をひっくり返して

から、 2 枚目を取らせます。 残りの 2 枚をひっくり返し、 1 枚取らせます。 残りの１枚をひっ

くり返して置きます。

それぞれの表面に書かれている数を電卓でかけ算させた答が、 あらかじめ予言として置か

れていた紙に書かれている数字と一致します。

やり方は簡単です。 最初に 4 枚の紙片は、 どれも小さい方の数が上に向くようにそろえてお

きます。 あとは現象説明の通り行えば、 答は必ず '5860920' になります。

このアイデアをカードマジックに応用するには、 計算のあと、 答の数を何らかのやり方でカー

ドの数で表せば実現できます。 ただし 7 桁の数を表すには 7 枚のカードが必要になってし

まいます。

そこでもっと少ない桁が答えとなるように工夫して、 ダブルディールの手法を使って、 4 つの

パイルのトップに答の 4 桁の数を表すことを目標として、 計算方法のバリエーションに取り組

みます。

原案における原理は、 すべての組合せが、 大きい方の数が小さい方の数の一定倍であるこ

とです。 したがって、 大きい数と小さい数が一定差である組合せを使えば、 掛け算ではなく、

足し算でできることになります。

そこまでわかれば、 あとは表と反対面に書く数を決める作業がうまくいけば、 それで一件落
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着となりますです。

答を 4 桁にするには、 紙に書く数は 3 桁であることが必然的にわかります。 そこから先、 か

なり思考錯誤に必要でしたが、 見栄えのよい 3 桁になるように、 つぎの数を使うことにいたし

ました。

128/239 ( 一方の面が 128 で、 反対面が 239 ということ。 以下同様 )

346/457

510/621

729/840

これらはどれも、 表と反対面の差が 111 となっています。 ですから二川さんの原案のように

数を選択させると、 答が必ず '1935' になります。

* 準　備 *

表と反対面に前述のような組合せで数字を書いた紙片を用意し、 小さい方を表にそろえて

混ぜておきます。 A4 ぐらいの紙とペンを用意します。

デックのトップから、 Ａ、 ９、 ３、 ５をセットします。 マークはバラバラにします。

* 方　法 *

4 枚の紙片の両面に異なる数字が書いてあることを見せます。 そして二川さんの原案と同

様のやり方で 4 つの数字を選ばせて、 選ばれた数字を足し算できるように白紙に書かせま

す。 そして 4 つの数字を足し算してもらいます。

デックを取り上げ、 「じつはカードは計算機の働きをするのです」 と説明して、 ダブルディー

ルの手法で 4 組のパイルを作ります。 すなわち、 カードをディールして、 かなりの枚数を置

いたところで相手にストップをかけさせ、 ディールされたカードを 4 組にディールするのです。

横一列ではなく、 時計の 12 時、 3 時、 6 時、 9 時の位置にディールします。 そのあと横一

列に移動させますが、 右端からトップカードがＡ、 ９、 ３、 ５となるようにします。

相手に答の数を左から順にひとつずつ言わせ、 それに合わせて右端からトップカードを表

向きに返していきます。 答とカードの数が一致しました。
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1002 番目のリセット

= 加藤英夫、 "Magic Cafe"、 2003 年 3 月 3 日 =

この作品はバリエーションを考えようとして考えたのではなく、 たまたま先に存在していた作

品に類似していた作品です。 先に存在していた作品は、 "Card Magic Library" 第 2 巻、

113 ページに解説されている、 ランディ ･ タナーの ' リセットファイナル ' です。 私のやり方

の方がはるかにスムーズに演技できますので、 収録いたしました。  

* 方　法 *

つぎの 8 枚のカードを使います。 表向きでフェースから下に向かって、

JD、 JC、 JH、 JS、 AD、 AC、 AS、 AH。

この順番はタナーのやり方の順とは少し違います。

8 枚を表向きに両手で広げて、 「4 枚のＪと 4 枚のＡを使います」 と言います。 カードをそろ

えてビドルポジションに持ちますが、 ハートのＡの上にブレークを作ります。 「よくお見せして

おきましょう」 と言って、 左親指でいちばん上のダイヤのＪを引いて取り、 つぎのクラブのＪ

をその上に引いて取るとき、 ブレークの下のハートのＡをハートのＪの上に落とします。 クラ

ブのＪの下にブレークを作ります。

つぎにハートのＪを左手のカードの上に取り、 スペードのＪを左手に取るとき、 ブレークの上

の 2 枚を右手のカードの下にスチールバックします。 現在左手には、 上からスペードのＪ、

ハートのＡ、 ダイヤのＪがあります。 右手には上から、 ダイヤのＡ、 クラブのＡ、 スペードの

Ａ、 ハートのＪ、 クラブのＪがあります。

左手の 3 枚を裏向きにしてテーブルの左の方に置きます。 右手に残っている表向きの 5 枚

でジョーダンカウントを行って、 4 枚のＡであるように見せ、 カウントが終わったらすぐに裏

返します。

トップのクラブのＡを右手に取ってちらっと表を見せながら、 「いまからこちらのＡをですね、

1 枚ずつあちらのＪと入れ替えていきます」 と言いますが、 「あちらの」 と言うとき、 右手の

クラブのＡでテーブルのカードを指して言います。 そのとき現在のトップのクラブのＪの下に

ブレークを作ります。

右手のカードをトップに戻し、 魔法をかけてから、 ダブルターンオーバーしてクラブのＪを見

せ、 裏向きに戻し、 上のクラブのＡをテーブルに置きます。

「残りは 3 枚です」 と言いながら、 1 枚を右手に取り、 つぎはダブルプッシュして、 2 枚を先

に右手に取ったカードの上に取り、 最後の 1 枚を右手のカードの上に取ります。
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カードに魔法をかけてから、 ジョン ・ ハマンのスモールパケットダブルリフト ("Card Magic 

Library" 第 1 巻、 37 ページ ) を使って、 ダブルターンオーバーしてハートのＪを見せ、 すぐ

に裏向きに戻し、 上のダイヤのＡを先にテーブルに置いたクラブのＡの下にすべり込ませま

す。

なお、 ダブルターンオーバーしたとき、 左親指と右親

指を図 1 のように位置させることによって、 ハートの

マークをはっきりと見せないようにします。

また魔法をかけてから、 トップのハートのＪをシングルで表向きに返し、 裏向きに戻します。

こんどはマーク部分をあえて隠さないようにしてください。 その方が 1 枚目の赤いＪと印象が

違って見えるからです。 しかし表をずっと見せないで、 すぐ裏返します。 ダブルプッシュオフ

してトップの 2 枚を 1 枚として取り、 テーブルのカードの上に置きます。

そして最後の 1 枚に魔法をかけて、 クラブのＪを表向きにして見せ、 裏向きに戻してテーブ

ルのカードの上に置きます。

テーブルから 5 枚を取り上げて、 リセットボタンを押す真似をしてから、 5 枚を表向きにして

ジョーダンカウントして、 4 枚のＡを見せます。

5 枚を裏返し、 「このようなことが起こると、 いったい全体、 いま持っているのがＡなのかＪ

なのかかわらなくなってしまいます」 と言います。 セリフを続けます。 「たとえばこのように

こちらの 4 枚をこちらのカードの上にのせます」 と言って、 わきに置いてあるカードの上に、

手に持っているカードからつぎのように置いていきます。

1 枚取ってのせ、 つぎも 1 枚取ってのせ、 つぎはダブルプッシュして 2 枚をのせ、 そして最

後の 1 枚をのせます。 これで 8 枚はＡとＪが交互になっています。

「このように全部を重ねるとどっちが上か、 まったくわからなくなります」 と言いながら、 8 枚

を取り上げて表向きに持ち、 「本当にわからなくなっているんですよ」 と言いながら、 8 枚を

テーブルに置いて表向きに広く広げます。

* 備　考 *

観客が多い場合には、 スプレッドするよりも、 1 枚ずつ表向きにオーバーラップさせて置い

ていくとよいでしょう。

1
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ウィニングハンド

= アラン ･ アッカーマン＋加藤英夫、 2014 年 10 月 9 日 =

“Card Magic Magazine” No.18、 18 ページに、 マーチン ･ ガードナーの’ サプライズドギャ

ンブラー’ が解説されています。 その現象はつぎのようなものでした。

ギャンブラーの手口としてボトムディールを見せると言って、 マジシャンは 4 枚のＫをデック

のボトムに置き、 ポーカーで 5 人分のカードをディールしますが、 他の 4 人は平凡な手で、

マジシャンに 4 枚のＫが配られます。

こんどは 4 枚のＫをトップに置いてやると言って、 やはり 5 人分のカードをディールします。

他の 4 人のカードを見ると、 それらの中にＫがあります。 マジシャンの手を見ると、 こんど

は 4 枚のＡがあるのです。

アラン ･ アッカーマンのバリエーションは、 1 回目にマジシャンにＡのフォーオブアカインドが

配られて、 2 回目のディールを行うと、 他の 4 人にはそれぞれＡ以外のフォーオブアカイン

ドが配られて、 マジシャンにはＡのフォーオブアカインドが配られている、 という現象となって

います。

他のプレイヤーにもフォーオブアカインドが配られるという現象は素晴らしいのですが、 1 回

目にマジシャンにＡのフォーオブアカインドが配られて、 2 回目にもＡのフォーオブアカインド

が配られるようにするには、 配られたカードを集めてから、 4 枚のＡをそれなりに分散させな

ければなりません。 そのハンドリングが複雑であることが、 その部分で何もしないで 2 番目の

現象を生み出せるという、 カードナーの原案の良さを台無しにしています。

そこで私は原案の良さと、 アッカーマン版の良さを実現させようとして、 この作品を構成いた

しました。

* 準　備 *

デックのトップから 4 枚のＡ、4 枚の８、4 枚の２、4 枚の 10、4 枚の５、とセットしておきます。

* 方　法 *

トップの 20 枚が動かないようなシャフルを行います。

「ギャンブラーの間では、 昔はボトムディールというのが使われていました。 どのようなもの

かお見せしましょう」 と言って、 デックを表向きに両手の間に広げて 4 枚のＫを抜き出し、

よく見せてからフェースに置きます。
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5 人分のポーカーの手を配ります。 自分には最後にディールしますが、 すべてボトムディー

ルします。 このボトムディールは下手くそでかまいません。

「このプレイヤーのカードを見てみましょう」 と言って、 4 人目の 5 枚を取り上げて、 表向き

に広げ、 何の役もないことを示します。 「何の役にもなっていません」 と言います。 その組

を裏向きにもとの位置に戻します。

「私に配られたカードは」 と言って、 自分に配られた 5 枚を取り上げて表向きにして、 5 枚を

1 枚ずつテーブルにディールして、 4 枚のＫがあることを見せます。 数えて置くことによって、

Ｋでないカードがフェースに位置します。 「このようにＫのフォーカードになっています」 と言

います。 その組を裏向きにしてテーブルに置きます。

他の 4 組を集めてデックのトップに置き、 トップの 16 枚がくずれないようなシャフルをやりま

す。 「もういちどやりますが、ボトムディールは最近ではすたってしまい、最近のギャンブラー

はＫをいちばん上に置きます」 と言って、 Ｋのパケットを取り上げて、 裏向きにしてデックの

トップに置きます。

こんどはすべてノーマルディールで 5 人分にディールします。 その結果、 Ａのフォーオブア

カインドが自分に配られ、 他のプレイヤーにはそれぞれのフォーオブアカインドが配られ、

それらのボトムカードはどの組もＫです。

「また 4 枚のＫをうまく自分に配ることができたでしょうか」 と言ってから、 自分の左隣りの

パイルを表向きに返します。 まだ広げません。 「あれ、 ここにＫがありますね。 他の組はど

うでしょう」 と言って、 あと 3 組のパイルを表向きに広げます。 「Ｋはばらばらに配られてし

まいました。 しかも 4 人に配られたカードはどれもすごい役のカードです」 と言って、 自分

以外の手がそれぞれのフォーオブアカインドであることを見せます。

「なぜギャンブラーは全員に強い手を配ったのでしょうか。 それは、 全員に賭金をレイズさ

せるためだったのです。 そして勝ったのはやはりギャンブラーでした」 と言いながら、 自分

に配られたＡのフォーカードを見せます。
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超空間飛行

= 加藤英夫、 2014 年 9 月 24 日 =

このトリックはエディ ・ ジョセフの ' プレモニション ' の現象から派生したものですが、 マジック

カフェに 2002 年 12 月 9 日に投稿したものを、 のちに改善して完成させたものです。

* 準　備 *

デック 1

赤裏デックからダイヤの奇数とクラブの奇数、 ハートとスペードの偶数を抜き出します。 抜

き出した 26 枚をよく混ぜます。 青裏デックから同じ 26 枚を抜き出して、 同じ順番に並べて、

青裏の 26 枚を赤裏の 26 枚の上に重ねます。 裏面の色違いでのサイクリックスタックとなり

ます。

デック 2

デック 1 を作るときに残った、 青裏の 26 枚の上に赤裏の 26 枚を重ねますが、 デック 1 の

配列とマッチングスタックとします。 すなわち、デック 1 の x 枚目がダイヤの５であるとしたら、

デックの 2 の x 枚目をハートの５とします。 同じ枚数目に同色同数のマッチングカードがあ

るようにするのです。

2 組を以上のようにセットしたら、 両方のデックからトップの 1 枚を取り除きます。 それは使

いません。 そしてデック 1 を青いケース、 デック 2 を赤いケースに入れます。

あと名刺大の白紙を用意しますが、 これは一方の面に客にカードの名前を書いて、 ふせて

テーブルに置いたときには反対面が透けて見えないが、 書いた方を客に向けて垂直に持っ

たとき、 書いた文字が透けて見える厚さのものを使います。

* 方　法 *

2 組のデックを取り出して、 「2 組のカードを使います。 こちらは赤いカードで、 こちらは青い

カードです」 と言いながら、 テーブルに置きます。 「これからお見せするのは、 カードの飛行

現象です。 ただ 1 枚のカードが飛行するだけではありません。 心の中に思ったカードが飛

行するのです」 と話します。 続いて手伝ってもらう客に、 「では好きなカードを心の中で思っ

てください。 52 枚のうちのどのカードでもかまいません」 と言って、少し間を置いてから 「思

いましたか」 と問いかけます。

相手が 「思いました」 と言ったら、 「忘れないように、 この紙に思ったカードの名前を書い
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てください。 後ろを向いていますから、 書いたら書いた面を下に向けて置いてください」 と

説明して、 紙片とペンを客に渡して後ろ向きになります。

客が指示されたことをやつたら前に向き直り、 紙片を取り上げて、 書かれた面を客の方に

向けて持ち、 「このカードはあなたが心の中に思ったカードです。 何が選ばれるかわかりませ

んでした」 と言います。 そのとき透けて見える名前を認知します。 紙をテーブルにふせて置

きます。

選ばれたカードのない方のデックを取り上げて、 客の顔の前に位置させ、 「思ったカードが

消えろ、 と念じてください」 と言います。 選ばれたカードがないデックを判断するには、 " ダ

ク奇、 ハス偶 " というキーワードを記憶しておきます。 それは、 赤いデックの方には、 " ダ

イヤとクラブの奇数、 ハートとスペードの偶数がない " ということを意味しています。

「これであなたが思ったカードは、 こちらの一組から消えたはずです」 と言って、 そのデック

の裏面を観客の方に向けて取り出し、 表向きにディーリングサンポジションに持ちます。

「いまから 1 枚ずつ数えながら置いていきますから、 あなたが思ったカードがあるかどうか

を見ていてください。 思ったカードが消えていたら、 51 枚しかないはずです」 と言って、 表向

きに数えながらディールしていきます。 51 枚数え終わったら、 「ほら、 51 枚しかありません。

思ったカードはありましたか」 とたずねます。 客は 「ありません」 と答えます。

なお表向きにディールするとき、 相手が思ったカード ( 紙片に書かれたカード ) とマッチする

カードがフェースから何枚目に出てくるかを認知しておきます。 そうすれば、 他方のカード

の何枚目に思ったカードがあるかわかるからです。

いま数えたカードをわきにどけて、 他方のデックを取り上げます。 裏面を観客に向けてケー

スからデックを取り出し、表向きにディーリングポジションに持ちますが、思ったカードがフェー

スからどのあたりにあるかわかっていますから、 そのカードがあるあたりの数枚上にブレー

クを作ります。

「あなたが思ったカードを知りませんから、このように表向きに広げても」 と言いながら、カー

ドをさっと広げますが、 ブレークの左右の 5、 6 枚ずつを広げます。 するとブレークより数枚あ

とに思ったカードがありますから、 「そのカードを見つけることはできません」 とセリフを続け

ながら、 思ったカードをカルして抜き出し、 バックの 15 枚ぐらいを左小指でプルダウンして、

カルしたカードを割れ目の中に入れながらカードをそろえます。

「でも裏向きに広げると見つけることができます」 と言って、デックを裏返します。 「なぜなら、

こちらのカードは青裏 ( 赤裏 ) ですが、あなたが思ったのは青裏 ( 赤裏 ) のカードだからです」

と、 わきに置いたデックを指さします。
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「では見てみましょう」 と言って、 デックを裏向きに広げていきます。 色違いのカードが出て

きたらアップジョグし、 そのあとの 7、 8 枚を広げて、 アップジョグカードだけ色違いなのを

印象づけます。

色違いカードをアップジョグしたままカードをそろえます。 「さて、 このカードがあなたの思っ

たカードだったら大成功です。 ではここに書かれているカードを読み上げてください」 と言っ

て、 カードを思ったのとは別の客に紙片を渡し、 読み上げてもらいます。

「あなたが思ったのはダイヤの７でしたね」 と思った客に確認し、 アップジョグされたカード

を抜いて、 あなたの方に表を向けてあなたが表を見てから、 「はい、 ダイヤの７です」 と言

いながら、 そのカードの表を観客に向けます。

* 備　考 *

26 分の 1 の確率で、 相手が思ったカードがあとから出すデックのフェースにあるケースがあ

ります。 その場合はつぎのように対処します。

そのデックの裏面を観客に向けてケースから取り出してケースを置き、 デックを右手に持っ

て裏面を観客に見せながら、 「こちらのカードは青裏 ( 赤裏 ) ですが」 と言って、 デックを左

手に置き、 「あなたが思ったのは」 と言いながら、 つぎのようなスリップカットを行います。

バック ( トップ ) から 13 枚ぐらいのカードを左小指でプルダウンして、 それより手前のカード

を右手でカットしますが、 フェースの 1 枚を左手のカードの方にスリップさせます。 そしてカッ

トしたカードを持った右手でテーブルに置かれているデックの方をさし示します。 「あなたが

思ったのは、 そちらのカードからです」 というセリフに合わせます。

なおスリップカットしたとき、 左手のカードをギャンブラーズコップのような形と角度で持って

います。 これは完全にそれらのカードを隠す必要はなく、 左手を自然な形に保つようにしま

す。

右手のカードを左手のカードの上に戻してそろえ、 あとは上記と同じように続けます。 カル

する必要はありませんから、 表向きに広げるのを割愛してもかまいません。

2002 年に投稿した原案では、 カルして移動させることはしないで、 2 組目に思ったカードが

2 枚あるのを見せ、 1 枚がもともとそのデックにあったもので、 他方が飛行してきた色違いの

カードであることを見せて終わっています。 それは理屈的には正当なものですが、 同じカー

ドが 2 枚あることを見せない方が、 現象がクリアになると考えて変更いたしました。 また原案

では、 白紙を使わず、 客に思ったカードを最初に言わせて演じていました。 そのやり方で

演じてもけっこうです。
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ポケットライズ

= 変案 : 加藤英夫、 2015 年 1 月 22 日 =

以下の図を見比べてみてください。 左は私の天海賞受賞作品集 "MAGIC100" の ' 私の名

前は ' の図で、 右は雑誌 "Genii"1953 年 4 月号に解説されている、 H. フェルナンデスの

'Here It Is!' というトリックの図です。 そっくりでしょう。

私のは観客の前に登場して、 「私の名前は」 と言って、 胸ポケットを指さした瞬間に名札を

出現させるものです。フェルナンデスのは選ばれたカードを現すものです。どちらも重りによっ

て胸ポケットから出現させるもので、 重りを脇の下ではさんでおくことも同じです。 名札とカー

ドの違いがあるだけです。

自分の考えたものに似たものがとっくの昔にあった、 ということは頻繁に起こることです。 今

回もその類似性にびっくりいたしました。 しかし 2 つのやり方に、 素材の違いからくる決定的

な違いがあります。 その違いとは何だかわかりますか。

名札というものは、 観客の前に出てすぐ出現させるものです。 けしてアクトの途中で現すもので

はありません。 しかしカードというものは、 たとえ最初に演じるマジックであったとしても、 カー

ドを選ばせるなど何らかの操作をやったあとで出現させるものです。

しかも名札というものは、 出現させたらそのままにしておいてよいものです。 しかしカードの

方は、 このマジックが最後のマジックでないとしたら、 出現させたカードをそのまま胸にさした

ままにしておくものではありません。

フェルナンデス作品の図を見た瞬間に、 私はそのような違いを感じました。 では、 その違い

によって何かのアイデアが生まれてくるのでしょうか。 もちろんです。

第一に、 アクトのあとの方で演じる場合には、 重りをずっと脇にはさんでおかなければなり

ません。 それに対処するには、 脇の下の近くに小さなポケットを作っておき、 そこに重りを
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入れておきます。 そしてこのマジックをやる少し前に、 何かを内ポケットから取り出すときに、

重りをポケットから出して脇にはさむのです。

そして出現させたカードを取り出せるようにするというアイデアです。 やり方は簡単です。 糸

を直接カードにつけないで、 カードの下エンドをはさんだホルダーのようなものに糸をつけて

おきます。 ホルダーはカードがゆるく入っていても、 ライズするのに問題はありません。 その

ままカードを上に引き出せば、 ホルダーから外れます。

さて、 そこまでアイデアを出しただけでも収穫はあったのですが、 作品として収録するような

ものではありません。

今回思いついた決定的なアイデアとは、 相手がサインしたカードが上記の図の手法で胸ポ

ケットから出現するというものです。 いまはまだ道具を作っていませんが、 原理だけ記録して

おくことにいたします。

* 原　理 *

マジックウォンドのようなものを左内ポケットから取り出すとき、 パームしたサインつきカード

を上着の内側にスリットがついていて、 それを通してカードを胸ポケットの中へ入れられるよ

うにしておきます。 入れたカードはホルダーにおさまるようにしておきます。

* 備　考 *

おそらく道具を作る上で問題になるのは、 内側から入れたカードが、 ポケットの口の方から

スムーズに出てくるようにするメカニズムだと思います。

その仕掛けを作って試していないのに収録したのには理由があります。 このアイデアは図を

見た瞬間に思いついたものです。 天海先生の " 道具が教えてくれる " ならぬ、 " 絵が教えてくれ

る " ということも、 マジック創作においては利用すべことである、 ということをお伝えしたかっ

たのです。

" アイデアとは考えるだけで見つけるものではない " というのは、 当書の初めの方で指摘い

たしましたが、 道具や素材を手で触れてアイデアを得ることもれば、 目が何かを見てアイデ

アを得るということも、 クリエーターの仕事のあり方であるということです。
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ノーブラインドディテクション

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 23 日 =

雑誌 "Linking Ring"1962 年 8 月号に、 スチュワート・ジェイムスが、 ' アルタネイトディテクショ

ン ' をサイ・ステビンススタックで演じる 'Marked For Life' というトリックを書いています。 サイ・

ステビンススタックを使えば、一方のパケットの中の選ばれたカードを当てれば、他方のパケッ

トを見なくても、 もう 1 枚の選ばれたカードを当てられるというものです。

これを読んで、 サイ ・ ステビンスをダクハスの順ではなく、 ダクスハの順でスタックしたものを

使うことを考えました。 そうすることによって、 ジェイムスのように一方のパケットを見て他方の

パケットの中の選ばれたカードを知ることができるだけでなく、 カードを表向きに広げて 1 枚

目の選ばれたカードを見つけるというやり方ができることがわかりました。

その考えをタマリッツの ' ニーザーブラインドノアシリー '("Card Magic Library" 第 1 巻、 191

ページ ) に適用します。

* 準　備 *

マークはダクスハの循環で、 数はダイヤのＡから始まって、 ＋３の昇順とします。

* 方　法 *

' ニーザーブラインドノアシリー ' と同じように行って、 デックをディールして 2 組に分けて、

それぞれのパケットをシャフルするところまで進めます。

一方のパケットを表向きに両手の間で広げます。 そのパケットは赤と黒の 2 種類のマーク

のカードばかりの中に、 それら以外のマークのカードが 1 枚ありますので、 すぐ見つけられ

ます。 素早く広げていけば、 2 種類のマークしかないのは相手には認識できません。

1 枚だけ違うマークのカードを見つけたら、 まだそのカードを当てないで、 そのカードのサイ・

ステビンスにおける前後のカードがそのパケットの中にあるかどうか調べます。

たとえばクラブとハートのパケットの中に、スペードの７があって、それが 1 枚の選ばれたカー

ドだとわかったとします。スペードの前後のカードは、クラブの４かハートの10です。ですから、

そのパケットの中にハートの 10 があるかどうか見て、 なければ他方のパケットの中の選ば

れたカードはハートの 10、 ハートの 10 があれば、 他方のパケットの中の選ばれたカードは

クラブの４であるとわかります。

精神集中の演技をしたあと、 2 枚目のカードを当てます。
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スロップリビレーション

= 加藤英夫、 2014 年 10 月 16 日 =

"Card Magic Library" 第 8 巻、 100 ページに ' エニイカードスロップシャフル ' が解説されて

います。 そこに解説されたのは、 表を自分に向けてスロップシャフルするものでした。 今回

のバリエーションは、 たんにそれを裏を上に向けて行うというものです。

たとえば、 4 枚のＡの裏面に識別できるマークをつけておけば、 スロップシャフルで裏表混

ぜたデックを広げると、 4 枚のＡだけひっくり返って現れるという現象ができます。 表を見てス

ロップシャフルするよりも不思議さが強いのは明らかです。

さて、 そのアイデアを複数の客が選んだカードをリビレーションする、 ということに適用するに

はどうしたらよいでしょう。 すぐに裏面のワンウェィデックを使えばよいとわかります。

* 準　備 *

すべてのカードの裏面の左上のみに、 識別できるドットをつけます。 模様の一部を削れば

よいでしょう。

* 方　法 *

3 人の客に 1 枚ずつ選ばせて、おぼえてからデックに返させるとき、反対向きに返させます。

デックを広げて相手に返させると、 適切な向きに入れられないことがありますので、 客から

カードを受け取って、 自分でファンの中に入れるようにします。

そのあと客にデックをシャフルさせます。 デックを受け取り、 マークを認識して、 しかるべく

スロップシャフルします。

デックを表向きにリボンスプレッドして、 全体が表向きになっていて、 3 枚だけ裏向きのカー

ドがあるのを見せ、 それらが客の選んだカードであることを見せます。

ストレートポーカーディール

= ニック ・ トロスト、 "The Card magic of Nick Trost"、 1997 年 =

* 現　象 *

デックをさっと表向きに広げて見せ、それから裏向きにして 1 回リフルシャフルします。 ウィー

ヴした状態でスプレッドして、 混ざったことをよく見せます。

それから 5 人にポーカーの手を配ります。全員にたいした手がきていません。カードを集め、
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それからもういちど 5 人に配ります。 何と 4 人に７からＪのストレートが配られ、 マジシャン

にはフルハウスが配られます。

* 準　備 *

マークを適当に混ぜて、 ７、 ８、 ９、 10、 Ｊを４回繰り返して重ねます。 20 枚のスタックが

できました。 もう 1 組のデックからまったく同じ 20 枚を抜き出して、 最初の 20 枚とはリバー

ススタックにセットします。 すなわち、 トップからＪ、 10、 ９、 ８、 ７を 4 回繰り返した順にし

ます。 この 2 組を表向きにして置いておきます。

一方のデックから 2 枚の４と 3 枚のＫを抜き出して、 ４、 Ｋ、 Ｋ、 Ｋ、 ４とセットします。 他方の

デックから同じ 5 枚を抜いて、 最初の 5 枚とはリバーススタックとします。

そのようにして作った 2 組の４とＫの 5 枚を、 それぞれの 20 枚のパケットのフェースに重ね

ます。 以上で 25 枚のスタックが 2 組できました。 それらを重ねます。 境目のカードをおぼ

えておきます。

* 方　法 *

表向きにスプレッドしてちらっと見せ、 中央でカットして、 裏向きに相手の前に 2 組を置いて、

リフルシャフルしてもらいます。

デックを受け取り、 「カードはよく混ざりました」 と言いながらカードを広げ、 ボトムの 5 枚の

上にブレークを作り、 ブレークより下の 5 枚をカットしてトップにまわします。 それから 5 人

にポーカーの手を配ります。 どれもたいした手になっていないのを見せます。

5 つのパケットを集めてから、 もういちど 5 人にディールします。 4 人の客には７からＪのス

トレートが配られ、 マジシャンにはフルハウスが配られます。 その結果を見せます。

ランダムポーカーディール

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 23 日 =

私はギルブレストリックにおいて、 客にリフルシャフルさせるというのが好きではありません。

それよりも 2 組のパケットをテーブルに置いて、 相手に 1 枚ずつ好きな方から取って 1 組に

重ねさせていく、 という操作に置き換えた方が、 カードが自由な順で重ねられたことが印象

づけることができるからです。

その考え方を、 トロストの ' ストレートポーカーディール ' に取り入れてバリエーションを作りま

した。
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* 準　備 *

７からＪまで 4 組、 計 20 枚のセットの仕方は原案と同じです。 ただし、 数は７からＪを順に

並べる必要はなく、 5 枚単位で同じ順になっていればよいのです。 それは原案でも同じこと

です。 たとえば、 ８、 10、 ７、 Ｊ、 ９の繰り返しでもよいわけです。

そのようにして作ったリバーススタックの 2 組を裏向きにして、 一方のトップにＫを 3 枚、 他

方のトップにＡを 2 枚のせます。 それからＫをのせた方のパケットを他方のパケットの上に

重ねてセット完了です。

* 方　法 *

デックを両手の間に表向きにちらっと広げて見せ、 2 枚のＡの下で分けて、 2 組を裏向きに

テーブルに隣り同士に置きます。

「ポーカーでは 1 人に 5 枚のカードを配ります。 これはちょっと変わったポーカーですから、

変わった 5 枚の配り方をします。 私が最初に手本を見せましょう。 このように好きな方から

1 枚取り、 そのあとも好きな方から 1 枚ずつ取って、 合計 5 枚取ります。 同じ方から続けて

取ってもいいですし、 このように交互に取ってもいいです」 と言いますが、 適当に取ったよ

うに見せて、 Ｋがある方から 3 枚、 Ａがある方から 2 枚取ります。 そのパケットをテーブル

のどこかに置きます。

相手にそのようなやり方で 5 枚ずつ取らせて、 4 組を作らせます。 「これらはあなたが自由

に組合せたものです」 と言って、 5 組を集めますが、 いちばん最後にあなたが取った 5 枚

をのせます。

「では 5 人に配ります」 と言って、 5 人に配ります。 5 人目に自分に配ります。 配られたの

がどれもたいした役になっていないのを見せます。 それから 5 組を集めます。 重ねる順番

は自由です。

それから 5 人に配って、 原案と同じように、 4 人には７からＪのストレート、 あなたにはＫとＡ

のフルハウスが配られたのを見せます。

* 備　考 *

最初にこのトリックを書いたときは、 5 組を重ねて集めたあと、 チャーリエシャフルしてから

ディールすると書きましたが、 そこでそれをやってしまうと、 あのときカードの順番を調整した

と思われる可能性があります。 相手がカードの順番を決めたのですから、 そのままディール

した方がよいと思います。
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加藤英夫

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 24 日 =

' 加藤英夫 ' という題名は間違いでも冗談でもありません。 パケットトリックで自分の名前を表

現するものです。 残念ながら 4 文字の名前の人しかできません。 説明は私の名前で書きま

すから、 ご自分の名前に置き換えて作成してください。

* 準　備 *

ブランクフェースカードに ' 加 ' を書いたものを 4 枚、 以下、 ' 藤 '、 ' 英 '、 ' 夫 ' を書いたも

のをそれぞれ 4 枚ず作ります。 そしてそれらを "Card Magic Library" 第 10 巻、 203 ページ

に解説されている、 コンビネーションストリッパー加工をします。 4 組に分けたときに、 同じ

漢字のカードが 4 枚ずつ分かれるような作り方をします。 しかも 16 枚を 8 枚に分けて、 そ

れらをさらに 4 枚ずつに分け方ときに、 加藤英夫の順番置かれるようなストリッパーのつけ

方をします。

加藤英夫のそれぞれ 1 枚ずつをランダムな順で重ね、 あと 3 組を同じ順にして 4 組を重ね

ます。 サイクリックスタックとなります。

* 方　法 *

カードを表向きに広げて、 色々な文字のカードがあることを見せます。 相手に 1 回カットさ

せてから、 トップから 8 枚をディールして、 残りをその隣りに置きます。 リバーススタックと

なりました。 前述の ' ランダムポーカーディール ' のやり方と同様に、 相手に 4 枚のパケッ

トを 4 組作らせます。

ひとつひとつのパケットを取り上げ、 加、 藤、 英、 夫の順で表向きに置き、 どのパケットで

も加藤英夫となるのを見せます。 なおその操作中、 ストリッパーの方向を変えないようにし

ます。

16 枚を集めてシャフルしてから、 8 枚ずつに分けて置き、 相手に好きな方から取って 1 組に

集めさせます。 4 枚ずつ作るのではなく、1 組に集めさせるのです。 それからコンピネーショ

ンストリッパーの機能を使って、 4 組に分けます。

4 組を並べたら、 端から順に表向きにして、 加藤英夫が並んだことを見せます。 それから

それぞれのパケットを広げて、 同じ文字が集まっていることを見せます。
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トライアンフ ・ ダブルサイダー版

= Juha-Matti Ristiharuju ＋加藤英夫、 2015 年 1 月 24 日 =

これは "Cardician's Journal"No.301 で取り上げたギャフ版 ' トライアンフ ' の、 部分部分を改

善したバリエーションです。 トリックの構造はほとんど原案に準じますが、 演じ方がかなり変

更されています。 原案の映像と照らし合わせながらお読みください。

原案は演技だけが YouTube で公開され、 やり方については発表されたことが判明していま

せんので、 デックの構造については明確に説明せずに解説いたします。 セリフの詳細は書

きませんので、 あなたが決めてください。 タイトルは私が仮につけたものです。

* 準　備 *

上半分 26 枚がノーマルカードで、 下半分 26 枚が原案と同じギャフカードです。 裏面サイド

を左に向けて、その上にノーマルカードを重ねます。 いちばん上のギャフカードの左上にドッ

トマークをつけておきます。 上から 26 枚目のノーマルカードをエンドショートとしておきます。

* 方　法 *

デックをリボンスプレッドして、 適当なセリフをしゃべります。 スプレッドを閉じて取り上げ、

エンドショートの上にブレークを作り、 そこまでを両手の間に広く広げて相手の方にさし出し、

「この中からどれか 1 枚抜いてください」 と言います。 「好きなカードを 1 枚抜いてください」

と言ってはなりません。 そのような言い方をすると、 広がっていない部分から取ろうとする

人もいる可能性があります。 「この中から 1 枚抜いてください」 と言えば、 その可能性が低

くなります。

もちろんカードの広げ方も、 下半分が広がっていないことがなるべく見えにくいような広げ方

をするようにしてください。

相手が抜いたカードを見ておぼえている間に、デックをリボンスプレッドします。相手からカー

ドを受け取り、 デック中央のドットカードの上に入れますが、 半分ほど突き出させたままにし

ておきます。

以上が、 上半分ら取らせて、 下半分に入れる、 ということを感じさせないやり方です。

スプレッドを閉じてカードを取り上げ、 突き出ているカードを押し込んで、 そのカードの上に

ブレークを作ってそろえます。

ここで " 天海奇術講座 "54 ページに解説されている、 ダブルリヴォルブを行います。 ブレー
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クからカットし、 右手の上半分を右に返し、 左手の下半分は 360 度回転させて、 左手で両

方のパケットをずらした状態でつかみ、 それらをリフルシャフルするためにテーブルに置くの

です。

右にずれている表向きのパケットを右、 裏向きに見えている左のパケットを左に置き、 リフ

ルシャフルをなるべく細かく行います。 左の裏向きの 1 枚を最後に落とします。 リフルシャ

フルに続いて、 テーブル上で 1 回カットしますが、 手前のサイドを弾いて、 ノーマルカード

の表がフェースになるようなカットの仕方をします。 選ばれたカードは中央に運ばれます。

続けて横向きのデックを左手でつかんで、 反時計方向にまわしながらデックをテーブルの左

の方に置き、 右手でリボンスプレッドします。 裏と表が混ざった状態が見せられます。

スプレッドを両端から中央に向かってそろえ、 そろっ

たら図 1 のように横向きにして、

右手で図 2 のように持ち上げて、

デックに対して息をかけるか、 左手で魔法をかけるか、 相手に息をかけさせるかします。

それからデックを前に倒して左手に渡します。 以上でデックの向きが変わりました。

デックを表向きにリボンスプレッドして、 向きがそろって 1 枚だけ裏向きのカードがあるのを

見せます。

原案では、 裏向きのカードを自分の方に向かって引き出していますが、 私は異様に感じま

した。 それが選ばれたカードであることをこれから示すのですから、 観客側に引き出した方

がいいと思います。

スプレッドを左から右へターンオーバーします。 あとは原案と同じような終わり方をします。

1

2
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* 備　考 *

原案には証明過剰な部分がありました。 リフルシャフルするまえに裏のパケットと表のパケッ

トをスプレッドして見せ、リフルシャフルしてウィーヴした状態でスプレッドして見せ、そしてカー

ドをそろえてからまたリボンスプレッドしています。

3 回も見せているわけですが、 せめて 1 回減らした方がよいと思います。 リボンスプレッドす

るのはいちばん重要ですから省けません。 ウィーヴ状態でスプレッドするのとリボンスプレッド

は似ていますから、 シャフルまえに両パケットを広げて見せ、 リフルシャフルして、 そのあとリ

ボンスプレッドするのがよいと思います。 そのつながりは、 " 裏と表で混ぜたのだから、 この

ようになりましたよ " というメッセージを含んだ見せ方となります。

ホーリーグレイルトライアンフ

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 26 日 =

' トライアンフ ・ ダブルサイダー版 ' からの発展バージョンです。 特別な印刷が必要なので、

まだ作成していませんが、 ダブルブランクカードに手書きでギャフ面を描いて実験していま

すので、 演じられることは確認済みです。

* 準　備 *

図 1 のようなダブルサイダーカードを 26 枚作ります。 左

は一方の面で、 左半分が裏面で右半分が表面です。 右

は左のカードを縦にひっくり返したときの、 左右の面を示

しています。 半分の裏面の反対側は半分の表面だという

ことです。

このようなダブルサイダーカードを 26 枚作りますが、 表面に描くカードは異なる 52 枚の表

面をランダムに組み合わせるようにします。 ダブルサイダーのいばん上のカードをエンド

ショートにしておき、 そのカードの左上コーナー近くにドットマークをつけておきます。

ダブルサイダー 26 枚の上に 26 枚のノーマルカードを裏向きに重ねます。

* 方　法 *

ダブルサイダーの上を向いている面の左側が裏模様となるようにデックを持ち、 左から右に

リボンスプレッドします。 全部裏模様に見えます。 カードをそろえて左手に持ったら、 手前

エンドを弾いてショートエンドカードの上にブレークを作ります。

1
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ブレークまでのカードを両手の間に広げ、 「この中から 1 枚抜いてください」 と言って、 1 枚

抜かせます。 相手が見ておぼえている間に、デックをリボンスプレッドします。 相手からカー

ドを受け取り、 ドットマークのついているカードの上に入れますが、 3 分の 1 ぐらい突き出さ

せて置きます。 スプレッドを閉じてアップジョグカードを押し込んでそろえますが、 選ばれた

カードの上にブレークを作ります。

「カードの混ぜ方にも色々ありますが、滅茶苦茶に混ぜるにはこんなやり方をします」 と言っ

て、 ブレークからカットして、 上半分を表向きにしてテーブルに横向きに置き、 下半分の左

サイドが手前になるように横向きにして、 前に置いた半分の左に置きます。 リフルシャフル

しますが、 右のパケットから最初に落とし、 左の方から最後に落とします。

右手でまん中あたりからカットしますが、手前のサイドを右親指で弾いて、カットした下のカー

ドにノーマルカードが出るように分けます。

そして右手がカットしたら、 左手は下のパケットのいちば

ん下の 1 枚を弾いて落とします。 図 2。 それから右手の

パケットを落とした 1 枚と左手のパケットの間に入れ

て、 全体をそろえます。

デックを時計方向に 90 度まわして、 デックを左の方に置き、 左から右にリボンスプレッドし

ます。 裏表混ざった状態に見えます。 カードをそろえ、 デックを縦方向にひっくり返し、 また

同じようにリボンスプレッドします。 やはり裏表混ざった状態に見えます。

カードをそろえ、 こんどは横方向にデックをひっくり返します。 そしてデックに対して魔法を

かけます。

デックをリボンスプレッドします。 全体は表向きにそろい、 中央に 1 枚の裏向きのカードが

あります。 ここで 「あなたの選んだカードは何でしたか」 とたずねます。 カードをそろえ、

縦方向に返してリボンスプレッドします。 全体が裏向きで、 中央に表向きの選ばれたカード

があります。 選ばれたカードを抜き出して前に置き、 「○○の××です」 と選ばれたカード

の名前を言います。

* 備　考 *

いつかこのトリックのためにデックを作ってみようと思いますが、 自分の分だけ作るのはたい

へんコストがかかりますので、 希望者を募って限定数制作しようかとも思っています。 そのと

きにはお知らせいたします。

2
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マンインオーダー

= 加藤英夫、 2015 年 1 月 31 日 =

マジックカフェに関する記録として、ノートにつぎのように書かれています。 日付は不明です。

マジックカフェに投稿された、 " ひとつのマークのカードをＡからＫまで並んだものを他のカー

ドに混ぜておけば、 順になっているのが気づかれない " という投稿を読んで、 それから考

えたこと。

トップにダイヤのＡからＫをセット。 2 回リフルシャフルするとダイヤが分散する。 表向きにリ

ボンスプレッドしたとき、 ダイヤの７がどこにあるか認知し、 それの上にブレークを作りなが

ら閉じる。

ダイヤの７をクラシックフォースする。 もとの位置に入れさせる。 魔法をかける。 表を自分

に向けて広げていき、 すべてのダイヤをアップジョグする。 それらを抜いて、 選んだカード

のマークのカードが順番に整列したことを見せる。

これだけでは面白くないので、 ＡからＫまで並んでいることを利用して、 ダイヤモンドカットダ

イヤモンドを続けて演じるとよい。

基本的なアイデアは面白いのですが、 ' ダイヤモンドカットダイヤモンド ' に続けたとしても面

白くなるとは思えません。 そこでどのようにアレンジしたら完成度が上がり、 実演価値が上げ

られるかを考えました。

最初に思いつくのは、 抜かれたところに返させるのではなく、 ' プロフェシームーブ ' を使って、

いかにも自由な位置に返させたように見せるということです。 それには抜かれたところより右

のカードを下にまわしてそろえ、 そのあとプロフェシームーブをやればできます。 そのやり方

は他の作品で使った記憶があります。

つぎに何とかしたいのは、 自分に表を向けて同一マークのカードを抜き出すという部分です。

そこで表を上に向けて抜き出すことができれば、 かなり傑作レベルの作品になると思いまし

た。 その方法はありました。 抜き出すときはランダムに見えて、 そのあと整列する操作を加

えればよいのです。 というわけで。

* 準　備 *

ダイヤの 13 枚をつぎのような順でトップにセットしておきます。 ダイヤの 4 がトップです。

４、 ８、 Ａ、 ９、 ５、 10、 ３、 Ｊ、 ６、 Ｑ、 ２、 Ｋ、 ７。
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* 方　法 *

前述のノートに記録されている方法と同じように行います。 ただしクラシックフォースするの

はダイヤの５にします。 プロフェシームーブをやってダイヤの５を押し込んだあと、 デックを

表向きに持ち、 選ばれたのと同じマークのカードを抜き出すと言って、 フェース側から 1 枚

ずつダイヤのカードを抜き出して、 テーブルに重ねて置いていきます。

チャーリエシャフルするかカットして、 ダイヤの５バック ( トップ ) カードになるようにします。

そして 13 枚を裏返します。

「いまダイヤのカードはでたらめな順になっていますが、 不思議な儀式を行うと、 不思議な

ことが起こります」 と言って、 アンダーダウンを行います。

パケットを表向きに広げると、 ＡからＫまで並んでいます。 裏向きの５を表向きにして、 「選ば

れたカードもしかるべき位置にあります」 と言って終わります。

* 備　考 *

じつは上記の説明は、 この作品の完全な説明ではありません。 説明が複雑になるため、 ま

ず基本的なアイデアを理解していただくために上記のように書きました。 これからが創作力

の腕の見せ所です。

すべてのマークのカードを、 前述のダイヤの順と同じにセットし、 トップよりダイヤ、 クラブ、

ハート、 スペードの順に重ねます。

このやり方では最初にシャフルはやりません。 裏向きにリボンスプレッドして、 「どれでも 1

枚のカードを指さしてください」 と言います。 フォースする必要がありません。

指さされたカードを前に抜き出し、 残りのカードをそろえるときに、 抜き出されたところより左

のカードを右のカードの上にのせてそろえます。

抜き出されたカードを相手に持たせ、 プロフェシームーブをやります。 選ばれたカードが表

向きにアップジョグ状態になったら、 そのまま右手でデックを左に返して表向きにします。 続

けて両手を手前に起こしてカードを立てて、 両手の間に広げてアップジョグカードを示しま

す。 「このカードはあなたが自由に選び、 好きなところに入れました」 と言います。 そのと

き、 選ばれたカードと同じマークのいちばん左のカードを見つけ、 カードをそろえるときにそ

のカードの下に ( 向こうに ) ブレークを作り、 アップジョグカードを押し込みます。

両手を戻してデックを水平にして、 「カードの混ぜ方にも色々ありますが、 これはあまり混ざ
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らないやり方です」 と言って、 表向きでブレークよりダブルカットします。

「これはアメリカ人がよくやるシャフルです」 と言って、 デックを右に起こしてオーバーハンド

シャフルをしますが、 トップの 13 枚より少し下でカットして、 ジョグシャフルをやります。 そし

てジョグからカットして、 選ばれたカードと同じマークの 13 枚をトップに保ちます。

「いちばんよく混ざる方法はこれです」 と言って、 アウトファローシャフルします。 所々に狂

いがあってもかまいません。

「ギャンブルでよく使われるのがリフルシャフルです」 と言って、 リフルシャフルしますが、

中央より少し下でカットして、 上半分に選ばれたカードと同じマークのカードが全部含まれる

ようにしてやります。

あとは前述の方法に続けます。

いかがでしょうか。 フォースが必要なくなったこともありますし、 シャフルを最初にやるよりも、

あとでやった方がカードが混ぜられた印象が鮮烈に印象づけられます。 結果的によく混ざっ

たデックを見せられますから、 最初に見せられない点は弱点にはなりません。

オ ・ モ ・ テ ・ ナ ・ シ

= 加藤英夫、 2014 年 11 月 20 日 =

東京オリンピック招致のための演説で、 滝川クリステルさんが 「オ ・ モ ・ テ ・ ナ ・ シ」 と言っ

たのが、 ずっとカードマジックに役立てることができると思ってきました。 すなわち、 何らかの

プロセスで、 選ばれたカードだけがフェースブランクで、 それを見せて、 「これが本当のオ ・

モ ・ テ ・ ナ ・ シです」 とダジャレで終わる、 というアイデアです。

しかしどのようなプロセスでブランクカードをフォースするか、 うまいやり方がいままで見つかり

ませんでした。まさかデックに 1 枚のフェースブランクを入れておいて、それをクラシックフォー

スしてやる、 というようなやり方では面白味がありません。 このように、 ひとつの優れた演出を

思いついても、 それを実現するうまい手法を組み合わせないと、 良さが発揮されないという

ことがあります。

いくら考えても見つからないアイデアが、 ある日突然見つかる、 ということがよくあります。 そ

れはまるで頭の中で眠っていた私の脳みその一部が、 突然活性化したようなものです。 人

はそれをひらめきと言いますが、 たいていの場合、 ひらめきというのは何もないところで起こ

るものではありません。 あるアイデアを活用したいという思いを抱き、 それを頭脳のどこかに

しまっておくから、 何かのきっかけで解決法と出会うのです。 このトリックはそのようなケース

の一例です。
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* 現　象 *

8 枚のカードを使います。 すべてのカードの一方の面に " 裏 " と書かれています。 「裏の

反対側は」 と言いながらマジシャンはトップカードをひっくり返すと、 反対面には " 表 " と書

かれています。 「表です」 とセリフを続けます。 そのようにして何枚かの裏表を見せたあと、

マジシャンは 1 枚ずつゆっくりカードを置いていき、 客がストップをかけたところのカードを前

に置きます。

そして残りのカードのそれぞれの両面に " 裏 " と " 表 " が書かれているのを見せます。 そ

れらか選ばれたカードをひっくり返すと、 そこには何も書かれていません。 「これが私のオ

モテナシマジックです」 と言って終わります。

* 方　法 *

ブランクカードに油性ペンで文字を書いて作ります。 やり方はご自分で考えてください。

* 備　考 *

私がこのトリックを演ずるときは、 つぎのような前置きを言ってから演じます。

「エンタテイナーという言葉がありますが、 エンタテインというものは " もてなす " という意味

です。 ですから私もエンタテイナーとして、 皆さんに楽しんでいただきたい、 という気持ちを

こめたマジックをお見せしたいと思います」。 これを最初に言っておけば、 最後の 「これが

私のオモテナシマジックです」 というセリフが生きてきます。

これが当書の最後のマジックです。 このトリックを思いついたのは、 滝川さんのプレゼンテー

ションを見たときに始まり、 それを頭の中で寝かせておいて、 別のときに他のアイデアと頭の

中で結びついたわけですが、 そのようなパターンがマジック考案においてよく起こります。 と

いうことは、 テレビを見るときも何かをやっているときにも、 直接マジックに関係ない情報もイ

ンプットすることが大切であるということです。

マジックの考案というのは、 じつは考えることによって実現するよりも、 色々な情報を頭の中

に入れて、 それを何かの刺激で結合させるという作業なのだと思います。 もちろん、 つねに

新しいマジック、 素晴らしいマジックを生み出したいという気持ちを持ち続けていないと、 脳

はそのように働いてくれません。

徹底的に研究する、徹底的に追求する、徹底的にマジックを愛する、その積み重ねがマジッ

クのクリエーターに求められるものです。 ということを結論にして、 " カードマジック徹底研究 "

を締めくくらせていただきます。
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精神統一

= 加藤英夫、 2006 年 9 月 25 日 =

' エッジマーク ' とは、 カードの裏面でも表面でもなく、 カードの側面につけるマークのことで

す。 通常はキーカードとして使ったり、 すべてのカードの一方のサイドにつけることによって、

ワンウェイデックの働きをさせたりします。

それぞれのカードの数とマークによって、 異なるエッジマークの付け方をすると、 デックの側

面を見ると、 どこに何のカードがあるかわかるはずですが、 側面というのはカード 1 枚の厚さ

しかないわけですから、 印と印が近くにあるとまったく判別できません。 そこで私は、 側面の

異なる位置に印をつけるというアイデアを考えました。

ところがそのアイデアは、 古い雑誌に出ていました。 ウォルター ・ ギブソンが解説していた

のは記憶しているのですが、 どの雑誌のどの号に出ていたか記録しておかなかったのが残

念です。 今回、 "Genii"、 "Conjuror's Magazine" のすべての号を検索しましたが、 見つか

りませんでした。

カードの数は 13 種類ですから、側面を 13 等分したらよいのですが、エンドを 13 等分すると、

ひとつの印の幅が 4mm ぐらいとなり、 しかもエンドを 13 分割した位置を、 目で区別すること

などできません。 そこでギブソンは、 手前エンドと左サイドの側面を 13 分割して印をつけて

いました。

しかし手前エンドはどの角度からも見えませんが、 左サイドに印があるのをカバーするのはた

いへんです。 私は手前エンドだけに印をつけることができないかと考えました。 その結果が、

下図です。

まずマークを示す印を説明します。 ひとつの短い線だけのものがダイヤです。 2 つ線のもの

がクラブです。 3 つ線のものがハートです。 そして長い 1 本線のものがスペードです。

つぎに数です。 数の違いは印のついている位置によります。 左から、 Ａ、 ３、 ５、 ７、 ９、 Ｊ、

Ｋとします。 ７が中央であることを意識すれば、 他の位置の数もすぐわかります。
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偶数はどうして印がついていないかというと、 全部に印をつけると、 印と印がくっついてしまう部

分が出てきて、判別できないのです。 ですから偶数のカードは印をつけないで、奇数のカー

ドとペアにするのです。

ダイヤの奇数の上にはクラブの偶数、 クラブの奇数の上にはダイヤの偶数、 ハートの奇数の

上にはスペードの偶数、 スペードの奇数の上にはハートの偶数をペアにして、 ペアの合計が

13 になる組合せとします。 Ｋに関しては、 黒が偶数と考えて、 ダイヤのＫの上にクラブのＫ、

ハートのＫの上にスペードのＫを組み合わせます。 すべて偶数の方をトップ側にします。 これ

は ' インビジブルデック ' と同じ組合せ方です。

そしてすべての偶数カードをエンドショートにしておきます。 印のついているエンドをすべて

手前に向けてすべてのペアを重ねると、 偶数のショートカードがトップのスベンガリスタックと

なります。 裏向きでリフルシャフルしてもペアは離れません。

偶数に印をつけないで、 スベンガリスタックしたことによって、 印と印がくっつくということがなく、

しかもショートカードからカットしやすいというのが、このシステムの特長です。 当然ながらデッ

クを扱うときは、 印のついたエンドを観客の方に向けないようにします。 1 枚のカードを扱うと

きは、 印は見えませんから、 気にする必要ありません。

このようにしてできたデックを、 ' スベンガリエッジデック ' と呼ぶことにいたします。

* 準　備 *

' スベンガリエッジデック ' を入れるケースは、 底の部分を切り落としておきます。 切り落とすと、

剥がれる部分がありますから、 糊でうまく固定してください。

* 方　法 *

デックをケースから取り出し、 表向きにリボンスプレッドして、 よく混ざっていることを見せます。 「念

のためによくシャフルしておきます」 と言って、 2 回か 3 回裏向きでリフルシャフルします。

「もうこれでどのカードがどこにあるかわからなくなりました。 さらに私が何の操作もできないように、

カードをケースに入れます」 と言って、 デックを裏を上にしてケースに入れますが、 エッジマーク

の方を奥に向けて入れます。 もちろん、 ケースの底を見せてはいけません。 フタを閉じます。

「52 枚の中からどれでも 1 枚指定してください。 そのカードが何枚目にあるか、透視して当てます」

と言って、 相手に好きなカードを言わせます。

ケース入りデックを左手の上にのせますが、 デックの裏面が上に向くように置きます。 そして右手
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をハンドパワーをかけるような格好でデックの上にかまえ、 精神統一する演技で、 指定されたカー

ド、 もしくはそのペアのカードの印がどこにあるか認知します。 その位置を見定めたあと、 ＡからＫ

の方向になぞっていき、 その印より上にある印の数を数えます。 これは難しくありません。 スベン

ガリシステムによって、 いちばん位置の高さが近い印でも、 上か下に 2 枚離れているからです。

もしも指定されたカード、 もしくはそのペアが中央より下にある場合は、 その印より下にいくつの印

があるかを数えます。 印の合計数によって、 指定されたカードがトップから、 もしくはボトムから何

枚目にあるかわかります。

目的のカードが上半分にある場合、 それより上にある印の合計が X であるとすると、 そのカードは

トップから (2X+2) 枚目にあります。 そのカードの偶数のペアはトップから (2X+1) 枚目にあります。

目的のカードが下半分にある場合、 それより下にある印の合計が X であるとすると、 そのカードは

ボトムから (2X+1) 枚目にあります。 そのカードの偶数のペアはボトムから (2X+2) 枚目にあります。

「そのカードは上から ( もしくは下から ) ○○枚目にあります」 と宣言します。 そしてデックをケース

から取り出し、 デックを表向きか裏向きかで持ち、 声を出して数えながら、 宣言した枚数をフェア

にディールして、 指定されたカードを現します。 まわりを囲まれていない状況なら、 エッジマークを

手前に向けてデックを相手に渡し、 相手にディールさせるとよいでしょう。

* 備　考 *

スベンガリエッジデックは、 つぎのような使い方もできます。

シャフルしたデックの印を手前に向けて裏向きに持ち、相手に表向きのジョーカーを持たせ、

デックの好きなところに半分ほどさし入れさせます。 そのジョーカーを中に押し込むときに、

ジョーカーの下にブレークを作ると、 ジョーカーの上もしくは下のカードの印によって、 ジョー

カーの上のカードがわかります。

デックを右手でつかみ直し、 右の耳に近づけて、 ジョーカーが話すのを聞く真似をします。

そしてジョーカーの上のカードを宣言して、 リボンスプレッドして、 ジョーカーとその上のカー

ドを抜き出して、 当たったことを見せます。

印のカードの上もしくは下でカットもしくはパスすれば、 目的のカードをトップもしくはボトムに

運ぶことができます。 そのことを生かせば、 他にも様々な現象を生み出すことができます。
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ものについて、複製配布の許可期日を記しています。
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